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令和５年第６回高山村議会12月定例会会議録（第１号） 

 

令和５年12月７日（木曜日） 

                                  

高山村告示第50号 

 令和５年12月７日、高山村議会12月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和５年11月９日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承認第８号 専決予算の承認を求めることについて（令和５年度高山村一般会計補正予 

           算（第５号）） 

日程第５ 承認第９号 専決処分した交通事故に係る損害賠償の承認を求めることについて 

日程第６ 議案第48号 令和４年度村単緊急自然災害防止対策事業不動川改修工事変更請負契約 

           について 

日程第７ 議案第49号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条 

           例 

日程第８ 議案第50号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第９ 議案第51号 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用 

           等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第10 議案第52号 高山村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する 

           条例の一部を改正する条例 

日程第11 議案第53号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条 

           例 

日程第12 議案第54号 村税条例の一部を改正する条例 

日程第13 議案第55号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準 

           を定める条例の一部を改正する条例 

日程第14 議案第56号 奥山田温泉条例の一部を改正する条例 

日程第15 議案第57号 令和５年度高山村一般会計補正予算（第６号） 

日程第16 議案第58号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
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日程第17 議案第59号 令和５年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号） 

日程第18 議案第60号 令和５年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第19 議案第61号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第20 議案第62号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第21 議案第63号 令和５年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第22 議案第64号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第23 発議第４号 高山村議会議員の請負の状況の公表に関する条例 

日程第24 議会報編集特別委員会委員の選任 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 承認第８号～承認第９号 

５ 議案第48号～議案第64号 

６ 発議第４号 

７ 議会報編集特別委員会委員の選任 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 宮 川 裕 明 

住民税務課長 

(会計管理者) 
西 原 一 美  健康福祉課長 堀   一 生 
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産業振興課長 小 渕 義 彦  
建設水道課長 

(定住支援室長) 
荒 井 孝 浩 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
山 﨑 久 志    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 山 嵜 賢 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時04分  開 会 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまから令和５年第６回高山村議会12月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。高山村議会12月定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和５年高山村議会12月定例会の招集を申し上げましたところ、議員各位におかれまし

ては、師走の大変お忙しい中御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして、厚く御礼申

し上げます。 

 また、日頃は議会活動を通じまして、村政発展のため御尽力を賜っておりますことに対しまして、

感謝と御礼を申し上げます。 

 さて、月日の経つのは早いもので、今年も残すところ３週間余りとなりましたが、この一年を振

り返ってみますと、世界では、２月６日にトルコ南部からシリア北部にかけて発生したマグニチュ

ード7.8の地震で多くの建物が倒壊し、倒壊した建物の下敷きや厳しい寒さの影響などで、トルコ、

シリア両国合わせて５万人を超える多くの皆さんが亡くなられる甚大な被害が発生したほか、昨年

の２月24日にロシアがウクライナに軍事侵攻して以来、１年９か月が経過した今も侵攻は激化する

ばかりで、終息の見通しが全く不透明な状況であります。 

 一方、国内においては、７月下旬以降、気温の高い状態が続き、連日危険な暑さとなった今年の

夏でありましたが、気象庁によりますと、1898年に統計を取り始めてから125年になりますが、そ

の中でも最も暑くなったと言われ、気象庁の検討会は、これまでと比較しても圧倒的な高温で、異

常気象だと結論づけています。 

 中でも特に顕著なものは、新潟県糸魚川市で、８月10日に気温が31.4度でまでしか下がらず、最

低気温の全国の歴代の最高を更新したほか、群馬県桐生市では、延べ45日もの猛暑日を記録しまし

た。これは、1994年に大分県日田市の記録に並び、国内で歴代最多記録となりました。 
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 このように全国的な暑さの中で、本村におきましても暑い夏となりましたが、そのような中で、

５月31日から６月１日の２日間にわたって開催された将棋の第81期名人戦第５局において、藤井聡

太６冠が渡辺名人に勝利し、史上最年少で名人になられた快挙は、高山村が藤井新名人誕生の地と

して、将棋の愛好家はもとより、全国の多くの皆様に知っていただくことができました。 

 これもひとえに御協力いただきました議員各位並びに村民の皆様のおかげと、改めまして厚く御

礼申し上げます。 

 また、長引く新型コロナウイルス感染症のため開催することができなかった信州高山まつりを４

年ぶりに、隔年で開催してきた村民体育祭を６年ぶりに開催することができました。 

 このように、両イベントを実施することができましたことは、議員各位並びに村民の皆様の並々

ならぬ御理解と御協力の賜物と、感謝と御礼を申し上げます。 

 さて、政府が発表した今年７月から９月までの国内総生産ＧＤＰ速報値によりますと、物価変動

の影響を除いた実質で、前の３か月と比べて0.5％のマイナス、年率換算すると2.1％の減少で、３

四半期ぶりのマイナス成長と言われております。これは、食料品を中心に物価高騰が続いている影

響で、ＧＤＰの６割近くを占める個人消費が落ち込んだことに加え、企業の設備投資も減少したこ

となどが主な要因と報道されています。 

 したがいまして、地方におきましては、引き続き厳しい財政運営が迫られるものと思っておりま

すが、村民の皆様の暮らしを最優先に、職員と共に力を合わせ、村政発展のために全力を尽くして

まいる所存でありますので、引き続き、議員各位並びに村民の皆様のなお一層の御支援、御協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

 今定例会に提案いたしました議案は、承認案件２件と議案17件の合わせて19件でございます。 

 十分御審議いただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、招集の御挨拶といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、１番 久保田雄吉議員、２番 勝山正弘

議員及び３番 滝澤 聖議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 
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日程第２ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から12月15日までの９日間としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から12月15日までの９日間に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日までに郵送された陳情は、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 それぞれの委員長から、前臨時会から今定例会までの間に行った所管事務の調査についての報告

があり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 監査委員から、９月、10月分の例月出納検査結果報告及び11月に執行した定期監査についての報

告があり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 前臨時会会議後に議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 承認第８号 

～  

日程第22 議案第64号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 承認第８号 専決予算の承認を求めることについて（令和５年度高山村一般会計補正

予算（第５号））から日程第22 議案第64号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）

までの19件を一括議題といたします。 

 本案について提案の理由説明を求めます。 
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─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会12月定例会に提案をいたしました承認第８号から議案第64号までの19件につきまして、

一括して説明を申し上げます。 

 承認第８号 専決予算令和５年度高山村一般会計補正予算（第５号）の承認を求めることについ

て申し上げます。 

 この補正予算は、デフレ完全脱却のための総合経済対策を踏まえ、重点支援地方交付金による低

所得世帯に対する追加支援金等を早急に支給するため、その関連経費を専決処分したもので、歳入

歳出それぞれ5,947万8,000円を追加し、当初予算からの累計額を49億4,909万1,000円としたもので

あります。 

 歳出の主な内容は、民生費の社会福祉費で、国の物価高騰対応重点支援臨時交付金による低所得

世帯支援分として、１世帯７万円の給付金のほか、村が物価高騰対応分を活用し、低所得世帯に対

する１世帯３万円の給付金及び子育て世帯に対する児童１人当たり２万円の給付金など4,147万

8,000円の追加、歳入では、地方交付税や国庫支出金の新型コロナウイルス感染症対応等地方創生

臨時交付金を追加したものであります。 

 承認第９号 専決処分した交通事故に係る損害賠償の承認を求めることについて申し上げます。 

 本案は、本年９月22日の村道牧５号線において、総務課所管の公用車が高山村保健福祉総合セン

ターに進入するため右折した際、対向車線を直進してきた軽乗用車と接触し、相手方車両に損害を

与えたことに伴い、村は被害者と示談による和解をすること及び保険事業を委託している一般財団

法人全国自治協会から、直接損害賠償を支払うことについて専決処分したもので、地方自治法の規

定に基づき、議会の承認をお願いするものであります。 

 議案第48号 令和４年度村単緊急自然災害防止対策事業不動川改修工事変更請負契約について申

し上げます。 

 本案は、令和４年12月21日に契約し、令和５年度に繰り越した不動川改修工事において、工事用

護岸道路のルート変更により、河川護岸におけるブロック積工などの増工に伴い、変更請負契約を

締結したいので、地方自治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第49号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

申し上げます。 

 本案は、本年８月７日の人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、特別職の

国家公務員の期末手当の支給月数が改定されたことから、本村においても同様の扱いとし、議会の

議員の期末手当について、年間0.1月分の引上げを行うため、条例の一部を改正するものでありま

す。 

 議案第50号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例について申し
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上げます。 

 本案も、議案第49号と同様に、人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準じて、特

別職の国家公務員の期末手当の支給月数が改定されたことから、本村においても同様の扱いとし、

常勤の特別職の職員の期末手当について、年間0.1月分の引上げを行うため、条例の一部を改正す

るものであります。 

 議案第51号 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用等に関する

条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、本年８月７日の人事院勧告に準じて、一般職の職員の給料月額及び一般職の任期付職員

の給料月額を引き上げるとともに、期末手当及び勤勉手当をそれぞれ年間で0.05月分の引上げを行

うため、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第52号 高山村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、地方自治法の一部を改正する法律が本年４月26日に公布され、第１号会計年度任用職員

について、勤勉手当の支給が可能となったことから、近隣市町村の動向等を勘案し、一般職の職員

の給与に関する条例に準じて、令和６年度から勤勉手当を支給するため、条例の一部を改正するも

のであります。 

 議案第53号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

申し上げます。 

 本案も、議案第52号と同様に、地方自治法の一部を改正する法律が公布されたことを受け、第２

号会計年度任用職員について、法律の趣旨に沿って勤勉手当を支給するよう国から技術的助言がな

されたことに伴い、一般職の職員の給与に関する条例に準じて令和６年度から支給するため、条例

の一部を改正するものであります。 

 議案第54号 村税条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、全世代対応型の持続的な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する

法律の一部の施行に伴う関係政令の整備に関する政令が本年７月20日に交付され、国民健康保険に

加入する出産被保険者に係る産前産後期間の所得割額及び均等割額を減免することとされたため、

条例の一部を改正するものであります。 

 議案第55号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律の公布に伴い、市町村が条例を定めるに当たり、従うべき基準とされている特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準及び子ど

も・子育て支援法施行規則の一部が改正されたため、条例の一部を改正するものであります。 
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 議案第56号 奥山田温泉条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は、奥山田温泉事業の健全な運営を図るため、温泉使用料の基本料金を見直し、給湯制限弁

１基当たり月額１万円を増額するものであります。 

 議案第57号 令和５年度高山村一般会計補正予算（第６号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ5,516万4,000円を追加し、当初予算からの累計額を50億425

万5,000円とするものであります。 

 歳出補正の主なものは、議会費では、人事院勧告に準じて、給与改定に伴う議員人件費や一般職

職員人件費などで、45万1,000円の追加、総務費では、総務管理費で、人事院勧告に準じて、給与

改定や人事異動に伴う一般職職員及び会計年度任用職員の人件費を追加するほか、ケーブルテレビ

番組制作事業委託料の追加など、868万6,000円追加、戸籍住民基本台帳費で、マイナンバーカード

への氏名のローマ字表記等に係る住民記録システム改修委託料の追加など、252万7,000円追加、民

生費では、社会福祉費で、令和４年度事業費確定に伴う子育て世帯生活支援特別給付金国庫補助金

や、障害福祉サービス国庫負担金等返還金、保健福祉総合センターの落雷による空調設備機器の修

繕費の追加など、1,643万1,000円追加、児童福祉費で、乳幼児おむつ購入助成金や保育所運営費委

託料を追加するほか、会計年度任用職員人件費を追加するなど、549万3,000円追加、衛生費では、

保健衛生費で、人事院勧告に準じて、給与改定や人事異動等に伴う一般職職員人件費の追加及び予

防接種委託料の追加など、1,344万9,000円追加、労働費では、労働諸費で、人事異動に伴う人件費

の減額で、136万6,000円減額、商工費では、観光費で、奥山田温泉の維持修繕費に充てるための温

泉開発事業特別会計繰出金や、観光振興事業に係る会計年度任用職員の増員に伴う人件費の追加な

ど、543万5,000円追加、土木費では、住宅費で、空き家バンクでの購入件数の増加による空き家活

用推進事業助成金の追加など、753万3,000円追加、消防費では、消防団員退職報償費の減額などで、

441万2,000円減額、教育費では、教育総務費で、人事異動に伴う一般職職員人件費の追加で、495

万9,000円追加、中学校費で、電気料の追加など、366万6,000円を追加し、歳入では、地方交付税

で、普通交付税7,724万円追加、国庫支出金の国庫補助金で、社会保障・税番号システム整備費補

助金や、新型コロナウイルス感染症対応等地方創生臨時交付金などで、785万1,000円追加、繰入金

の基金繰入金で、ふるさと創生基金繰入金3,620万円減額、諸収入の雑入で、消防団員退職報償金

収入が減額となる一方、高山村保健福祉総合センターの落雷による損害共済保険料収入などで、

340万6,000円を追加するものであります。 

 議案第58号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ4,348万8,000円を追加し、当初予算からの累計額を８億

7,959万5,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、保険給付費の高額療養費で、800万円追加、国民健康保険事業費納付金の介護

納付金分で90万3,000円追加、諸支出金で、令和４年度県支出金の確定に伴う保険給付費等交付金
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の返還金555万9,000円を追加し、歳入では、県支出金の保険給付費等交付金800万円追加、繰越金

で、令和４年度決算の確定に伴い、3,546万5,000円を追加し、歳入超過となる2,815万円を予備費

に追加して、収支均衡予算とするものであります。 

 議案第59号 令和５年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ363万2,000円を追加し、当初予算からの累計額を7,935万

5,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、総務費の施設管理費で、会計年度任用職員人件費など、13万2,000円を追加し、

歳入では、繰越金で、令和４年度決算の確定に伴い、363万2,000円を追加し、歳入超過となる350

万円を予備費に追加して、収支均衡予算とするものであります。 

 議案第60号 令和５年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ2,000万5,000円を追加し、当初予算からの累計額を８億

4,345万7,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、保険給付費で、地域密着型介護サービス給付費2,500万円を追加し、歳入では、

国庫支出金の国庫負担金で、500万円追加、国庫補助金で、調整交付金など、162万7,000円追加、

支払基金交付金で、675万円追加、県支出金の県負担金で、312万5,000円追加、繰入金の一般会計

繰入金で、350万3,000円を追加し、歳入不足となる575万円を予備費で減額いたしました。 

 議案第61号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ467万4,000円を追加し、当初予算からの累計額を5,574万

3,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、温泉給湯事業費の総務費で70万円減額、給湯事業費で、山田温泉及び奥山田温

泉給湯事業の修繕費で、466万3,000円を追加し、歳入では、繰入金の基金繰入金200万円と他会計

繰入金200万円を追加し、歳入超過となる71万1,000円を予備費に追加して、収支均衡予算とするも

のであります。 

 議案第62号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について申し上げ

ます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ229万9,000円を減額し、当初予算からの累計額を8,008万

8,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、農業集落排水事業費の総務管理費で、公営企業会計移行業務委託料など、236

万3,000円を減額し、歳入では、繰入金の他会計繰入金で３万4,000円追加、繰越金で、令和４年度

決算の確定に伴い、53万3,000円減額、村債で、公営企業会計適用債180万円を減額し、歳入超過と

なる３万円を予備費に追加して、収支均衡予算とするものであります。 

 議案第63号 令和５年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ28万5,000円を減額し、当初予算からの累計額を２億292万
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7,000円とするものであります。 

 主な歳出補正は、下水道費の総務管理費で、公営企業会計移行業務委託料など、162万4,000円を

減額し、歳入では、繰越金で、令和４年度決算の確定に伴い、151万5,000円追加、村債で、公営企

業会計適用債180万円を減額し、歳入超過となる96万円を予備費に追加して、収支均衡予算とする

ものであります。 

 議案第64号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

 この補正予算は、収益的支出において、水道事業費用で、止水栓等の修繕費や、人件費の追加な

どにより、439万8,000円を追加し、累計額を１億2,128万7,000円とするものであります。 

 一方、資本的支出の建設改良費で、久保水中配水管布設工事において、地元との調整に不測の日

数を要することから、工事請負費を減額するなど、3,364万2,000円を減額し、資本的収入では、企

業債7,300万円を減額するものであります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上

げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時40分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時05分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから承認第８号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第８号 専決予算の承認を求めることについて（令和５年度高山村一般会計補正予

算（第５号））を採決します。 
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 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから承認第９号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第９号 専決処分した交通事故に係る損害賠償の承認を求めることについてを採決

します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから議案第48号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第48号 令和４年度村単緊急自然災害防止対策事業不動川改修工事変更請負契約に

ついてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第49号から議案第56号までの８件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第49号から議案第56号までの８件については、お手元に配り

ました議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第49号から議案第56号までの８件については、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託

することに決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第49号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を 

      改正する条例 

議案第50号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正 

      する条例 

議案第51号 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付 

      職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第52号 高山村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁 

      償に関する条例の一部を改正する条例 

議案第53号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 
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      改正する条例 

議案第54号 村税条例の一部を改正する条例 

議案第55号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に 

      関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

議案第56号 奥山田温泉条例の一部を改正する条例 
福 祉 産 建 

常 任 委 員 会 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第49号から議案第56号までの８件については、会

議規則第45条第１項の規定によって、12月13日までに審査を終了するよう期限をつけることにした

いと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第49号から議案第56号までの８件については、12月13日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 これから議案第57号から議案第64号までの８件についての一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第57号から議案第64号までの８件については、お手元に配り

ました議案付託表のとおり、予算決算審査特別委員会に付託することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第57号から議案第64号までの８件については、議案付託表のとおり予算決算審査特別委員会

に付託することに決定しました。 

議 案 付 託 表 
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議               案 付 託 委 員 会 

議案第57号 令和５年度高山村一般会計補正予算（第６号） 

議案第58号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第59号 令和５年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号） 

議案第60号 令和５年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第61号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第62号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１ 

      号） 

議案第63号 令和５年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第64号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号） 

予算決算審査 

特 別 委 員 会 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 ただいま予算決算審査特別委員会に付託しました議案第57号から議案第64号までの８件について

は、会議規則第45条第１項の規定によって、12月13日までに審査を終了するよう期限をつけること

にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第57号から議案第64号までの８件については、12月13日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第23 発議第４号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第23 発議第４号 高山村議会議員の請負の状況の公表に関する条例を議題とします。 

 本案についての趣旨説明、提案説明を求めます。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ただいま議題になっています発議第４号 高山村議会議員の請負の状況の公表に関する条例につ

いて趣旨説明を申し上げます。 

 今回の条例の制定は、請負の定義の明確化及び議員個人による地方公共団体に対する請負を政令
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で定める額の範囲まで可能とする地方自治法の一部改正に伴い、高山村議会議員と高山村との間の

同法第92条の２に規定する請負の状況を公表すること等により、請負の状況の透明性を確保し、も

って議会の運営の構成及び事務の執行の適正を図るために条例を制定するものです。 

 なお、本条例は、町村議会議長会から提供された条例の例に準じて作成されており、令和６年４

月１日から施行し、令和６年４月１日に始まる会計年度における請負から適用されるものです。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上賛同されますようお願い申し上げて、趣旨説明と

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから発議第４号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第４号 高山村議会議員の請負の状況の公表に関する条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり決定されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第24 議会報編集特別委員会の委員の選任について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第24 議会報編集特別委員会の委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 議会報編集特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、お手

元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。 
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 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議会報編集特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しました。 

「議会報編集特別委員会」構成名簿 

職     名 氏     名 

委     員 勝 山 正 弘 

〃 梨 本   進 

〃 髙 井 央 葉 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 山 嵜 秀 治 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 委員会条例第７条の規定によって、議会報編集特別委員会の委員長及び副委員長の互選を本日の

会議終了後、委員会室において行ってください。 

 互選に関する職務は、年長の委員、山嵜秀治議員とします。 

 なお、委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を報告願います。 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 明日８日から11日までは休会とします。 

 来る12日は午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前11時15分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和５年12月７日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  久保田 雄 吉 
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                 署 名 議 員  勝 山 正 弘 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 
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令和５年第６回高山村議会12月定例会会議録（第２号） 

 

令和５年12月12日（火曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

    質 問 し た 者 

７番 柴 田 弘 男 議員       ５番 沖 島 祥 介 議員 

６番 髙 井 央 葉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

10番 山 嵜 秀 治 議員       11番 黒 岩 清 道 議員 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 宮 川 裕 明 

住民税務課長 

(会計管理者) 
西 原 一 美  健康福祉課長 堀   一 生 

産業振興課長 小 渕 義 彦  
建設水道課長 

(定住支援室長) 
荒 井 孝 浩 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
山 﨑 久 志    

──────────────────────────────────── 
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    事務局出席職員 

事 務 局 長 山 嵜 賢 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午前10時04分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 議会報編集特別委員会の委員長から、委員長及び副委員長の互選の結果について報告があり、別

紙のとおり構成名簿をお手元に配りましたので、報告します。 

「高山村議会報編集特別委員会」構成名簿 

職       名 氏       名 

委   員   長 湯  本  辰  雄 

副  委   員  長 髙  井  央  葉 

委       員 勝  山  正  弘 

〃 梨  本    進 

〃 山  嵜  秀  治 

 

 また、１時間を目安に、換気、水分補給及び答弁席消毒等のため、休憩を取り、議事進行したい

と思います。 

 テレビ中継のほかに、質問者のカメラ撮影を許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 



－22－ 

─────７番 柴田弘男議員。 

○７番（柴田弘男議員） 

 おはようございます。 

 皆さん、飲酒運転には十分注意して、やらない、行わないようにお願いいたします。 

 それでは、通告に従い質問をいたします。 

 電気柵、恒久電気柵の維持管理について、３項目質問いたします。 

 今年は、全国異常気象で、夏より猛暑が続き、ごく最近まで暑い日が続いていました。山のドン

グリが少ないか、餌がないのか、特に北海道ではヒグマ、青森、本土では山口県、ツキノワグマが

山里に出没して人間に襲いかかり、北海道や秋田では人を襲って殺してしまう、けがをさせるとい

う事件が毎日のように報道しています。人が山仕事に、山に入らないのかもしれませんが、こんな

ことでは困ります。 

 高山村は、電気柵で山里と山を区別しました。熊の目撃があるが、今のところ人に被害はありま

せん。電気柵で守られていると思います。 

 さて、どの区もそうだと思いますが、少子高齢化が進み、電気柵の維持管理が大変だと思います。

行政やシルバーの方にお願いしている区もあるようですが、高齢の男子や女性の方では重い噴霧器、

刈払い機は危険であります。また、車の運転もオートマ車しか運転できないという方が多くなり、

マニュアル車の車の軽トラックは運転できないという女性もあります。作業者が限られます。 

 水中区では、簡易電柵が平成17年に部分的、全区民で設置しました。今の恒久電気柵は平成24年

に業者が設置しましたのが、そこで質問ですが、１、先日、電気柵の代表者の会議があったようで

すが、各区はどのような意見、問題点を出した、出ていたのかお聞きしたいと思います。 

 ２問目、緩衝帯のルート変更はできないのか。 

 水中区には、森川商店の火薬弾薬庫があり、有刺鉄線が周りを囲んでいます。その周りを恒久電

気柵が囲んでいます。その間隔が狭く、今年は熊と思われるが、地面にはわせた網を持ち上げてあ

り、獣が入った、入り込んだ跡が係の方が見つけて穴をふさいだという話を聞きました。緩衝帯が

狭い、１ｍもないところもあり、網の外から襲われれば人は逃げられない場所もあり、危険であり

ます。これを変更できないのか。 

 ３問目、一番の問題ですが、緩衝帯の除草作業を１年に２、３回の出動があり、高齢者が多くな

り作業が危険である。業者やシルバーの方にお願いするには高額の費用がかかります。現状、村の

維持管理の補助金は１㎞３万円となっていますが、もう少しキロ５万円ぐらいにはならないでしょ

うか。 

 以上、お聞きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢副村長。 
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○副村長（藤沢敏和） 

 改めて、おはようございます。 

 それでは、私からは通告に従い、恒久電気柵の維持管理についてお答え申し上げます。 

 村では、平成12年から国の新山村振興事業や中山間総合整備事業等を活用して、村内に総延長約

30㎞の恒久電気柵や簡易電柵を設置して、地元の管理団体や農家の皆さんの維持管理によって、村

内の農作物等を有害獣被害から守っていただいております。 

 この電気柵の設置場所のほとんどは、山林との境界にありますことから、電気柵の効果が得られ

るよう定期的な電圧のチェックや除草剤散布のほか、倒木や枝などの障害物を取り除く維持管理作

業を関係する自治区の皆さんによって行われております。 

 しかしながら、議員御指摘のとおり、電気柵が設置されている場所は岩石や急傾斜地で危険箇所

もあるため、高齢者にとっては大変厳しい作業であると思われます。 

 そこで、まず初めに、過日開催した電気柵の代表者会議で出された意見についてのお尋ねであり

ますが、去る10月13日に開催いたしました電柵管理団体との意見交換会では、まずハード面におい

て、恒久電気柵の新設や老朽化に伴う更新要望のほか、緩衝帯が狭くなり電気柵の効果が半減して

いるといった意見や、管理面では作業に当たる方が年々高齢化して作業の負担が重くなっているこ

となどから、村からの交付金では足りないため、行政主導で管理してほしいといった意見が出され

ております。 

 次に、緩衝帯が狭くなっている箇所のルート変更についてでありますが、現在の電気柵は国の補

助金を活用して整備したものでありますことから、耐用年数等を考慮しますと、現段階でルート変

更することは制度上難しいものと考えております。 

 また、この電気柵のルートは、耕作する農地や農作物を守るために地元の皆さんと十分協議して

決めたことなどから、単にルート変更をして対応するのではなく、枝払いや伐採などによって緩衝

帯を整備する方法をまず検討していくべきであると考えております。 

 このため、村では、緊急性等を考慮する中で、毎年一定量の緩衝帯の整備を進めているところで

あり、今後とも順次対応してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます 

 次に、業者に依頼した場合の費用を村が負担することについてでありますが、現在、村では恒久

電気柵や簡易電柵の延長に応じて、議員お話しのとおり１㎞当たり３万円を交付し、地元ではこの

交付金を財源として除草剤の購入や出動手当などの管理経費に充てておられますが、過日開催した

管理団体との意見交換会では、この交付金だけで電気柵を管理することは厳しいとのお話もあるこ

とは承知しております。 

 しかしながら、管理団体の中には、国の中山間地域直接支払事業交付金や多面的機能支払事業交

付金を活用して委託しているところもありますことから、これらの交付金を有効に活用していただ

くとともに、現在、村では新年度に向けて予算編成作業を行っておりますので、この中で財源等も
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含めてその支援策について検討してまいりたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、近年の野生獣、特に猿の中には狂暴化している個体もおりますことか

ら、私たちを取り巻く環境も変化が生じているものと感じております。 

 このため、村といたしましては今後とも電気柵の効果を十分に発揮できるよう、これらの変化に

柔軟に対応しながら、あらゆる手段を講じて村民の皆様が安全に安心して暮らすことのできる村づ

くりに取り組んでまいりますので、今後とも議員各位並びに村民の皆様のなお一層の御理解、御協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田弘男議員。 

○７番（柴田弘男議員） 

 今の答弁でありますが、行政で維持管理の問題が出ましたが、これは行政でできるんでしょうか。

再度質問します。 

 また、維持管理の作業の話ですが、除草作業をやる方ですが、その中山間の多面的事業でやれば

費用を出していただけるという話でありますが、私以前に聞いた話だと、高山村以外の方が業者の

従業員で、従業員の方が除草作業はできないという話をお聞きしていましたので、これが本当に作

業が、高山以外の方が作業できるのか、再度お聞きしたいと思いますが、お願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────藤沢副村長。 

○副村長（藤沢敏和） 

 それでは、１つ目の質問についてちょっと私のほうから申し上げたいと思います。 

 今の維持管理、行政でできるかということでございますが、やはりこの電気柵の設置に当たって

は、いわゆる維持管理を地元の皆さんが中心にやっていただくんだということの中で、この恒久電

気柵の事業が進められたという経緯があるかと思います。 

 そんな中で、先ほども申し上げましたように今維持管理されている方が、古いところでは20年も

もう経過をしているということで、当時やられた方が現在では恐らく高齢者になられているんだろ

うということで、なかなか高齢化に伴ってその現場もなかなか厳しい、大変な場所もあるわけであ

りますので、その辺やはりなかなか維持管理ができなくなってきて、中にはいわゆる業者に委託を

して作業を行っていただいているという地域もございます。 

 そんな中で、やはり村といたしましては、協働の村づくりというようなこともございますので、

やはり地元の皆さんができることはやはりやっていただきたいということの中で補助金を出しなが

ら。そしてまた、地域によっては先ほど申し上げましたように多面的機能、あるいはほかの交付金

を活用しながら維持管理をしていただいているということであります。 

 そんなことで、やはり村といたしましてもそういった交付金が有効に活用できますので、それぞ
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れの団体で合意形成図っていただいて、ぜひとも村の交付金と併せてその直接支払交付金等も含め

た中で、維持管理等をしていただければというふうに思っております。 

 それから、その村外の方の今の話でございますが、ちょっとその辺につきましては課長のほうか

ら答弁申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕課長。 

○産業振興課長（小渕義彦） 

 ただいまの国庫補助の関係におきまして、村民の方以外の方だと交付金が受けられないというよ

うなお話ですけれども、それにつきましては制度上の中で委託できるスタイルを取っておりますの

で、そういう中でそれが村外の方の事業所ということもあり得るかと思いますが、そういう部分で

も地元の皆さんの合意形成によって委託というようなことであって、それは村外の方にお願いする

というようなことは可能だと思いますので、その辺についてはまた逐次また連絡をいただきながら

進めていただきたいと、こんなふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────柴田弘男議員。 

○７番（柴田弘男議員） 

 できるだけ村民に協力していただけるような行政をお願いいたします。 

 これで私の質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、柴田弘男議員の質問を終わります。 

─────５番 沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 それでは、通告に従い３つ質問いたします。 

 まず最初に、ふるさと納税の寄附金の使い道を本村の観光名所に充てていってはどうかについて

質問いたします。 

 現在、本村において寄附金は様々な形態で使われております。令和４年度寄附金9,700万円の主

な事業を見てみますと、景観対策事業、農道水路維持管理事業、林業振興一般経費、森林病害虫防

除対策事業、商工業振興事業、観光振興事業、小中学校備品購入などがあります。 

 全て本村のために使われているわけですが、かねてより私は本村の観光資源である各名所を随時

整備していく方向性のほうが、本村の観光産業発展のためにふさわしいのではないかと発信してお

ります。そして、ふるさと納税寄附金の使われ方が見える形として残り、寄附をして喜びを感じる

人、応援したい人、それらの人たちも納得され、現状の使われ方よりはるかによいのではと思って

おります。今回は、このような政策にできないかについて質問いたします。 
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 １番目に、ふるさと納税の寄附は様々な形態で使われていますが、公に公表した事業がないと思

います。いかがでしょうか。 

 ２番目に、令和３年12月議会のふるさと納税の私の質問に対して、当時の総務課長は答弁で、寄

附金の使途を明確にするといったことも大変重要であると考える。また、寄附金を使用した事業内

容の公表を含め、寄附される方の賛同が得やすいよう工夫していくことが大切であると考えており

ますと答えられております。今現在、どのようにその件は検討されていますか、お聞きします。 

 ３番目、総務省の調査によりますと、ふるさと納税で使途を選択することが可能な団体は2022年

度1,745団体で、全体の97％あります。うち給付金の使い道で目標金額や特定の事業に対してのみ

寄附を募るクラウドファンディング型のふるさと納税は337団体で、全体の18.9％で前年度と比べ

て増加傾向にあり、単なる返礼品目的だけでなく、より直接的に地方の役に立ちたい、地方を応援

したいという意識の高まりがあると考えられます。 

 現在、ふるさと納税は返礼品目当てのネットショッピングのような形態になっていると言っても

よいでしょう。しかし、寄附額の３割程度の返礼品の金額は、地域経済が潤っております。それは

それでよいと考えられます。 

 地域を応援したいなどと思われる方はほんの一部の方かもしれませんが、現実には２割程度の方

が地方の役に立ちたいと思われているのです。そういう意識を持った方々の気持ちを大切にしてい

くことこそが高山村のよさであり、地方の村のやるべきことではないかと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 ４番目、観光名所に欲しい整備としては、まずは駐車場の整備、トイレの整備と考えますが、い

かがでしょうか。 

 ５番目、このようなことから、クラウドファンディング方にするのか、あるいは給付金の使途先

を観光名所を順に追って整備することとの名目に変更できないかお尋ねします。そのような方針に

なった暁には、裏から見られて迫力があり、見学された方はほぼ全員が感動する本村の最大の観光

名所である雷滝の駐車場の拡張、トイレの整備を望みます。いかがでしょうか。 

 以上について答弁をお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 ふるさと納税による寄附金の使い道を観光名所に充てることについてお答えいたします。 

 ふるさと納税制度は、平成20年に創設された制度で、生まれ育ったふるさとや支援したい自治体

に対し寄附することで、所得税や住民税の税額控除が受けられるものであります。 

 本村におきましては、平成29年10月から返礼品を伴うふるさと納税の受付を開始し、全国の皆様

から頂いた温かい寄附金を、農山村の原風景を後世に受け継いでいく村づくりに活用させていただ
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いているところであります。 

 そこで、まず初めに、ふるさと納税の寄附金使途の公表についてのお尋ねでありますが、村では

毎年広報たかやま５月号で、前年度においてふるさと納税により頂いた寄附金の使途指定事業別寄

附金の状況と寄附金の主な活用事業について公表しております。 

 しかしながら、広報たかやまに掲載している内容は、分かりやすくするため本村で定めている寄

附金の使途の分野ごとに大まかな内容を掲載しているだけで、事業ごとの詳細につきましては、特

に照会のあった方だけにお知らせさせていただくこととしておりますが、基本的には村民の皆様に

向けた公表であり、実際に寄附をしていただいた皆様には伝わらない状態でございます。 

 このため、今後は寄附金の詳細な使い道をホームページで公表するなど、誰もが分かりやすい公

表の在り方を検討してまいりたいと考えております。 

 次に、寄附される方の賛同を得られやすい工夫についての検討状況でありますが、本村では頂い

た寄附金を迅速かつ有効活用するとの観点から、当該年度の寄附金は当年度で活用することとして

おり、基金に積み立てて次年度に繰り越すことは原則行っておりません。 

 また、当初予算の段階において、寄附金を財源に事業を計画した場合、寄附金収入額が見込みを

下回ってしまいますと、貴重な一般財源により穴埋めをする必要が生じ、財政的な大きな支障が生

じることが危惧されることから、本村では当初一般財源により計画した事業の中から、寄附金の使

途として適当な事業に対し、年度途中の補正対応により財源振替をさせていただくことで、無用な

一般財源の充当を行わないよう運用をしております。 

 このため、寄附金の使途等についてあらかじめ明確にすることは、現在の運用方法では難しく、

寄附される方の賛同を得られやすい工夫に至っていないのが実情であります。 

 しかしながら、本村のふるさと納税寄附額は徐々に一定額を見込める状況になってきております

ことから、基金としての積立てを行い、特定の事業に充当していくなど、目標を持って活用してい

く方法についても検討してまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたしま

す。 

 次に、寄附者の意識を大切にする制度の在り方についてのお尋ねですが、ふるさと納税制度は、

御存じのとおり生まれ育ったふるさとに貢献できる制度、また自分の意思で応援したい自治体を選

ぶことができる制度として創設されたものでありますが、現在は返礼品競争等により寄附本来の趣

旨が損なわれ、より多くの寄附金を集めるために返礼品競争が続いている状況にあると指摘されて

います。 

 こうした中、本村においてもふるさと納税による寄附者の大半の方は、その使途について特段の

意向を示すことはありませんが、中には自然や景観を保護する事業等への活用を望む方もおられま

す。 

 村では、そのように寄附をされた方の意向を大切にして、景観等の保護事業等に活用させていた
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だいておりますことから、今後もそうした方針で行ってまいりたいと考えております。 

 次に、観光名所に駐車場やトイレを整備することについてでありますが、第六次高山村総合計画

の基本目標の１つの「活力とにぎわいのある産業のむら」で、観光施策において、観光拠点となる

にぎわいの場の創出や駐車場の整備を図ることとしており、前期基本計画においても、観光客が安

全に安心して利用いただけるよう、駐車場や公衆トイレ、案内板、観光案内施設等の整備充実を図

ることとしております。 

 こうしたことから、観光名所における駐車場及びトイレの整備は重要課題であると認識しており、

特に雷滝は本村にとって重要な観光資源であり、紅葉シーズンは観光客の皆様が訪れ渋滞すること

などから、須坂建設事務所とも協議を行いながら、雷滝周辺の整備に向けて検討してまいりたいと

考えております。 

 次に、観光名所を順に整備するための寄附金使途の名目変更についてでありますが、雷滝におけ

る駐車場やトイレの整備の必要性は十分に認識しておりますが、急峻な地形等からいまだ設置場所

等の決定に至っていない状況にあります。また、その財源策につきましても、今後十分に検討して

いかなければならないものと考えております。 

 そうした中で、議員ご提案のふるさと納税クラウドファンディングは、財源を確保するための１

つの手法であり、好きな地域を応援するというふるさと納税制度の本来の目的に沿ったものとして

注目されつつあると言われております。 

 しかしながら、事業を特定して寄附金を募集するためには、事業計画がある程度具体化している

ことが基本であると考えておりますので、順を追って観光名所を整備することに名目を変更するこ

とは、現時点において難しいものと考えております。 

 このため、雷滝を含めた観光名所の整備がある程度具体化してきた段階で、ふるさと納税型クラ

ウドファンディングも含めた手法を検討してまいりたいと考えております。 

 したがいまして、村といたしましては、多くの観光客が訪れる活気のある村づくりを推進するた

め、自然や景観の保護並びに産業振興に資する事業の実施に向けた貴重な自主財源を確保できるよ

う、ふるさと納税制度を有効に活用してまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再質問させていただきます。 

 先ほどの村長の答弁で、ふるさと納税はもうその年度内で使う、使うような仕組みになっている

とおっしゃられましたけれども、そこのところをやはりこういった目的を持って、その年度ではな

くて積立方式というんですか、そのものに対して、その金額ある程度できた段階で使うというよう

な形で何とかできないかなと私は思っておるんですが、また先ほどの答弁で、そういうことがある
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程度具体化したら考えたいというようなお話がありましたけれども、ある程度具体化というのは、

ちょっと内容が今一歩ちょっと私、ちょっと理解ができかねにくいんですが、駐車場整備に対して

の、どういうふうな駐車場を確保していくのかというような問題かも分からないんですが、ならば

そういうことを早期にそういう具体化するような委員会なり、各名所を整備していくというような

委員会なり、またそういう目的を持った検討委員会といいますか、そんなことを立ち上げることは

できないか、ちょっと質問いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えします。 

 積立ての方法ということですけれども、いわゆるこれは自主財源として非常に貴重な財源という

ふうに捉えております。そういった意味で、今現在当村のほうでそれをいわゆる積立てをするとい

うことは、何かがあって目的があってということになると思いますので、原則寄附者の皆様の気持

ちを考えた場合には、やはり頂いたふるさと納税を有効に使うというのも１つの方法ということで、

基本的には積立てを行っておりません。 

 ２問目について、その逆になると思いますけれども、具体化すると、こういうことが議員にはち

ょっと解釈ができないと、こういうお話でありますけれども、議員お話しのように、クラウドファ

ンディングとかそういうふうなお話がありましたけれども、例えば駐車場をつくる、そういった場

合に、今現在駐車場の場所とかそういうふうなものの設置場所、あるいはどのような手続やってい

るか、そしてどの程度の規模が変わるかと。あるいは、トイレも同じです。そういった点で、例え

ばトイレにしても、ある程度のめどが立った時点で、このぐらいかかるからということで、その人

のやっぱり目的のためにためて、そして使っていく。 

 そして、先ほど駐車場の整備とか、あるいは委員会というお話がありましたけれども、もしそう

であればそういうふうなこともまた検討しながら、皆さんの意見を見ながら、実施に向けて検討す

るということをまた対応していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再々質問いたします。 

 私は、高山村のそういう自然の各名所というのは、もう新たにつくることができない名所かと思

っております。 

 そんな中で、高山村、また訪れたいねというようなキャッチコピーもございますので、また訪れ

たいような名所にしたいと、みんなが安心して車を止めて、また来たいねというような観光名所を



－30－ 

やはりやっていく方策のほうが、今後の高山村、10年、20年、30年後を考えたときに、やはりその

名所を大切にして、やはり観光の人たちがやっぱり安心して見られるような施設をつくるというよ

うな形が僕は必要じゃないかと思っておるんです。 

 だから、その辺でそういういろいろ難しい問題あるかと思うんですけれども、今後を見据えた高

山村の視点から考えての御答弁をお聞かせ願えればと思います。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再々質問にお答えいたします。 

 １点かなと思いますけれども、観光名所ということで、いわゆる順を追ってとか、そういう先ほ

どもお話がありましたけれども、もちろん私の観光としての整備をするということについては、私

も大変重要なことというふうに思っておりますし、高山村の基幹産業の一つが観光産業であります

ので、それについて十分基金を、ふるさと納税を活用させていただくことは非常に重要であります

し、実際に使っておりますが、そこだけに、観光面だけに限ってということではありませんので、

やっぱり１つに絞ってやるということについてはちょっと難しい点があると。いわゆる高山村の自

然を含めた、そういったものを後世に残すために有効に活用させていただくと、このように考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 次の質問に入りますが、やはり何とか私は各地域のところをよくしてもらいたいなと思っており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、２番目の質問に入ります。 

 給付型奨学金制度の導入の検討、実現について質問いたします。 

 奨学金を利用された方が卒業後に本村に定住された場合、貸与された奨学金を給付することにつ

いて、高山村の人口減対策、定住促進の一環として非常に有効な施策だと思うので、導入の検討、

実現について質問します。 

 １番目、「ずっと住みたい、また訪れたい、いいね高山村」と本村のキャッチフレーズがありま

す。そこで、ずっと住みたいという内容で、成人以上の方の補助金制度を見てみますと、45歳以下

の方が対象の若者住宅建設促進事業助成制度がありますが、ほかに成人以上を対象にした助成制度

などがありますか、お尋ねします。 

 ２番目、2022年度、奨学金返還支援を行っているところは36都道府県、615市町村が行っており

ます。長野県でも長野市、松本市など様々で行っておりますが、この質問に当たってさらに長野県
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77市町村のうち奨学金支援を行っている市町村がどれぐらいがあるか調べてみますと、市では19市

のうち15市ということで79％、町では23の町のうち10の町で43％、村では35の村のうち15の村で

43％、結果、長野県77市町村のうち40の市町村、52％で行っていました。 

 支援方法も様々あり、大きく４つぐらいに分類されます。１つは、地元に住み、地元企業に就職

するという形で支援する自治体、長野市、松本市、木曽町などです。 

 ２つ目は、地元医療機関に医療技術者として勤務する特定勤務先型で、阿南町などが行っており

ます。また、長野県も医師や看護師、介護職を目指す学生を対象に、一定期間県内で就労すれば返

還を免除する条件付き給付の仕組みもあります。また、県は今年度、新たな就学意欲が高く、長野

県に貢献しようとする若者に毎年度40人の枠を設け、給付型奨学金を13年間続けると発表しており

ます。 

 ３つ目は、企業の人材確保、若い世代の定住促進のため、従業員への奨学金支援を行っている企

業に対して補助する形で、須坂市、諏訪市などが行っております。 

 ４つ目は、地元に戻って定住すればよい形で、岡谷市、飯山市などが挙げられます。また、地元

に戻って、さらに地元の消防団に加入すれば通常より支援を増額する自治体もあります。豊岡村、

喬木村などが行っております。通常は奨学金返還金額の３分の１を支援するのが、２分の１の支援

と増額になっております。 

 このように、それぞれの自治体に合った方策、支援策を行っているのが実態です。 

 そこで、この小さい村、高山村だからできることを行うことが、本村の人口減対策、定住支援策

になると思います。 

 また、大手企業の新入社員が３年未満で退職する割合が３割に及ぶと耳にします。都心で就職し

ても、様々な問題が生じているのだと推測できますが、そこで本村に給付型奨学金制度、支援制度

があれば、地元に帰る大きなきっかけとなるのではと思います。 

 ここ直近５年間の本村の奨学金返済者70名の本村の定住割合を調べますと、村内にいる方が約３

割、村外に住まれている方が約７割となっています。村外の方をもう少し詳しく調べてみますと、

長野県内に住まわれている方が18名で約25％、関東地方にお住まいの方が24名で約35％です。例え

ば、県内、関東地方の方の１割の方、２、３名の方々がこの奨学金補助で戻ってこられるきっかけ

にでもなればよいのかと考えます。２、３名でも10年たてば30名になります。ゆくゆくは家庭を持

ち、家族が増えて、これこそが本村が望んでいるずっと住みたい高山村に通じていくのではないで

しょうか。 

 以上、質問いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 
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 給付型奨学金制度の導入検討、実現についてお答えいたします。 

 給付型の奨学金制度を導入している県内の自治体は、下諏訪町や大町市があり、それぞれ月額２

万5,000円と３万円の給付を行っており、いずれの自治体も住民税非課税世帯が原則となっており

ます。 

 また、坂城町では、就学が困難であることが認められる世帯に対し、月額5,000円の給付を行っ

ております。 

 一方、本村では、無利子による貸与型の奨学金制度を設けており、それぞれの区分に応じて月額

１万円から５万円の範囲内で貸付けを行っておりますが、本村のように無利子で行っている自治体

は長野県内で多数導入しております。 

 また、飯山市では、長野県の義務教育の学校に正規採用された方に限り、償還額の３分の１を免

除するなど、県内自治体での奨学金制度の取組は様々であります。 

 そこで、まず初めに、ずっと住みたいという内容の村の施策についてのお尋ねでありますが、移

住や定住を支援する施策として、空き家バンク登録物件の購入を支援する空き家購入補助金制度の

ほか、若者住宅建設促進事業や定住促進結婚祝金、結婚新生活支援補助金制度がございます。また、

村内で新たに営業所や店舗を設け事業を行う方に対して、創業支援金やふるさと投資活用型地域産

業支援事業がございます。 

 さらに、本村の農業を育成し、新規就農者を支援するものとして、農業研修費助成事業や就農支

援金の支給事業、就農者の住居費の助成があり、また農地や農業機械の賃借に伴う助成事業のほか、

新規就農者奨学金返還助成事業など、総合的に新規就農者を支援し、定住促進策を展開しておりま

す。 

 また、育児や教育に関わる本村独自の支援策につきましては、出産祝金を始め幼児期から高校生

まで様々な給付制度によって、「ずっと住みたい また訪れたい いいね信州高山」の施策として

運用を図っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、定住促進策として給付型奨学金制度の導入についての御提言でありますが、給付型奨学金

制度は、先ほど申し上げてまいりましたずっと住みたいという内容のための村の施策と同様に、移

住や定住者を促進するために「いいね信州高山」を感じていただく施策として、議員から御提言を

いただいているものと理解しております。 

 しかしながら、奨学金制度は家庭の経済状況になるべく左右されることがないよう、教育の機会

均等を期して始めた制度でありますことから、本村の奨学金制度の給付型への変更は難しいものと

考えております。 

 一方で、奨学金の返還に関する補助金による支援制度につきましては、長野県内でも移住や定住

を支援するもののほか、人員の確保から地域の産業を振興するものや地域の活動を支援するものな

ど、様々な目的で導入されているものがあり、本村における新規就農者奨学金返還助成事業もこの
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１つでございます。 

 このような中で、移住や定住の支援を目的とした奨学金の返還に対する補助金制度では、移住や

定住のされた方の中に、例えば学校を卒業し、北信地方に就職された場合、就職後に人事異動など

で事業所の都合により転勤が生じたり、結婚して村から出られる方や村に入ってこられる方、再就

職により住まいを変える方もおられますので、どのような取扱いにするかなど、移住や定住を促進

する支援として難しい課題があります。 

 このため、奨学金返還に対する補助金制度については、その目的や公平性が担保できるかなどの

課題も含め、慎重に検討してまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いをいた

します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再質問いたします。 

 私は、貸与型の奨学金制度、村がやっておりまして、それを返済を支援するという形で給付型奨

学金の導入という、ちょっと意味合いがちょっとうまく表していなかったところもあるかと思いま

すが、基本的には支援する、奨学金の返済を支援するというような形の、私はそういった意味で伝

えております。 

 また、そんな中で、今日も新聞にも載っておりましたが、政府は少子化の最大の危機というよう

なことで、これから、25年度から３人以上の子ども、大学授業料等、高等な教育を無償化したいと

いうような発表もありました。また、東京都も高校、高等学校の授業料無償化を発表しております。 

 こんな中で、本当に少子化というのはもう国始め都もそうだし、我々高山村にとっても非常な危

機かと感じております。 

 そんな中で、やはりいろんな市町村もそういう地元に帰ってくればいいよというような形で行っ

て、その奨学金の支援を行っております。 

 例えば、飯田市なんかは、飯田市ではこの飯田下伊那地域が21世紀を通じて繁栄していくために、

飯田市で育った多くの若者が、一旦は地域の外に出てもいつかはこの地域に戻り、ここで子育てを

し、次の世代を育んでもらうことを願っています。そこで、卒業後、ふるさと飯田に戻り、飯田で

自分のライフスタイルを実現したいという人を応援するため、学校卒業後に飯田市に居住した方を

対象として奨学金返済の一部を免除する制度を行っておりますというような文章が載っております。 

 そんな形で、やはり先ほど来言っていますが、今後の高山村を考えたときに、10年、20年、30年

後、やはりそういう奨学金を使った方が２人でも３人でもこの高山村に戻ってきていただければ、

それが10年たてば何十人にもなって、また家族が増えれば何百人にもなると、そういうやっぱり構

想の下に考えていただけないかということをもう一度質問いたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 給付型の奨学金に変えるということは、例えば給付型の奨学金に今ある制度を変えていくという

ことは、まず現在の制度、条例、規則を変えていく必要があるものと思います。 

 先ほどもお話をいたしましたけれども、奨学金の目的としましては、どの家庭の子どもにもチャ

ンスがあるという部分、機会が均等を保障されるようにという部分と、それから今、議員のおっし

ゃられております移住定住の支援というのでは、目的がそれぞれ異なっておりますので、非常に分

かりにくい部分があるのかなというふうに理解をしております。 

 したがいまして、長野県の場合、議員が御指摘いただいたように、奨学金の返還支援事業という

ものを取り入れている市町村が非常に多いのかなというふうに理解をしております。 

 先ほどお話をいたしましたけれども、課題も多々あるわけで、住む期間の問題、それから住んで

いる、転勤ですとか結婚ですとか、その事情がそれぞれの住んでいる方の事情ではなくて、事業所

の関係だったりというようなこともありますので、これは難しい問題もあるのかなというふうに思

っております。 

 南信地方のある市町村に、奨学金の返還助成制度を取り入れているところがありましたので、そ

ちらのほうにお聞きしましたところ、確かにそういった課題もあるというようなことも係のほうで

申されました。 

 それから、中には住民票だけあるんだけれども、村の中に生活実態のない方も見受けられるので、

課題がないこともないというようなこともお聞きしながら、そういった部分についてどのようにク

リアして行けばいいのかなということが非常に難しい問題なのかなというふうに受け止めさせてい

ただいたところであります。 

 議員がおっしゃられますように、非常に移住定住の支援ということについては、非常に大事な問

題でありますので、これも含めてこのような課題がどのように解決されるのかということも含めて、

慎重に検討していかなければいけないのかなというふうに思っておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 再々質問します。 

 何か答弁聞いていると、何か否定的というか後ろ向きなような感じが私はしておるんですが、い

ろいろな長野県でももう半数近くの市町村も取り入れているわけで、本当に今、どこもやっぱり人

口減、なかなか村に帰ってこない、町に帰ってこないという自治体が多いわけです。やはり、そん
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な中で、やっぱりそういう制度を取り入れることによって、そういう、中にはそういう方もいらっ

しゃるかも分かりませんけれども、住民票だけあっていない、そういうことはほんのレアケースか

も分かりませんので、もっと大きい視野で、やはり定住というかそういう返済を子どもたちにいろ

いろ大変ですので、経済状況とかそういった形を支援することこそが、私はいいのかなと思ってお

ります。 

 そんなことで、もう一度、ちょっと何かもう少し前向きな考えで、私の質問で検討、実現してほ

しいという形なので、ぜひその辺を検討していって、何か支援制度を検討していくというような形

はできないでしょうか、質問します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 今、御指摘のように、それぞれいろいろな自治体があって、その目的もそれぞれ違うのかなとい

うふうに思っています。 

 先ほど、須坂市内の状況、返還支援事業という助成金のお話をしていただいたわけですけれども、

須坂市内の場合は従業員１人当たり上限10万円というようなことで定めて、最大上限ですね、とい

うようなことで最大５年間、最大５年間でありますので、多くても１人当たりの従業員につき50万

円ということになるかなというふうに思いますけれども、この場合、住民票というのの移動、企業

の移動ということはここに関わってこないわけで、それぞれ支援していく目的が異なるんだろうな

というふうに思っております。 

 本村では、農業振興のための同じような奨学金の返還の補助事業があるわけですけれども、それ

ぞれの目的に応じて考えていかなければいけない。もう少し整頓をして、課題といろんな市町村が

ある中で検討していく必要があるんだろうなというふうに思っておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 ぜひ、私のちょっと書き方が給付型奨学金の導入と言ったので、ちょっと食い違いというかある

かと思いますが、あくまでも給付というのは返済の給付というような形で、私は支援という形でぜ

ひその辺をちょっと御理解していただいて、今度はそういう支援という形でよく検討していただけ

ればと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 じゃ、最後３番目の質問をします。 

 スキーシーズンの山田牧場の駐車場不足について。 
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 スキーシーズンに山田牧場、ＹＡＭＡＢＯＫＵワイルドスノーパークですが、のゲレンデ近くの

駐車場が足りなく、せっかく訪れても停めるところがなく帰られる方もいると聞きます。ゲレンデ

近くに駐車場の確保ができないでしょうか。 

 現在、ゲレンデ近くに60台ほどの駐車場がありますが、スキーシーズンになると除雪の雪を寄せ

ていくので全てが使えなく、停める場所が不足しているのが現状とのことです。そこで、新たにゲ

レンデ近くに駐車場の確保ができないかお尋ねします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕産業振興課長。 

○産業振興課長（小渕義彦） 

 スキーシーズンの山田牧場の駐車場不足についてお答えをいたします。 

 山田牧場のスキー場は、標高1,500ｍから1,750ｍに広がる山田牧場の放牧地を利用し、上信越高

原国立公園内の自然豊かな環境の中で、昭和37年にリフトが整備されて以来、半世紀以上にわたり

起伏に富んだ地形を生かして様々な滑走コースを備えた、大変歴史のある魅力的なスキー場であり

ます。 

 このスキー場は現在、民間のリフト会社が管理運営されておりますが、ゲレンデ内はスキーのほ

かスノーボードも全面滑走可能となっており、滑走コースとしては初心者向けのなだらかなコース

から急峻でスリルのある上級者向けのコースまでそろっており、親子連れからエキスパートのスキ

ーヤーまで幅広い年齢の皆さんに利用され、楽しんでいただいております。 

 さらに、このスキー場は、高山小学校や須坂市内の小学校のスキー教室が開催されておりますほ

か、大自然の雰囲気を楽しむバックカントリースキーの利用者など、多くの皆さんに親しまれてお

ります。 

 このような中、山田牧場スキー場は冬期間における重要な観光資源でありますことから、村とい

たしましては、平成23年にはスキー場管理棟に隣接して多目的公衆トイレを新設するとともに、平

成26年には駐車場を拡張し、舗装整備を行ってまいりましたほか、山田温泉から山田牧場間の冬期

間におけるシャトルバスの運行支援や、平成27年にはタコチツアースキーコースを整備するための

圧雪車を導入するなど、スキー場の環境整備を図りながら誘客に努めてまいりました。 

 そこで、新たにゲレンデ近くに駐車場を確保することについての御提言でありますが、スキーや

スノーボードを楽しむ皆さんは、使用する板や靴などの用品が多いため、なるべくゲレンデ近くに

駐車場を利用したいというニーズがありますが、スキー場利用者のための無料駐車場は現在３か所

整備されており、リフト乗り場に最も近い駐車場は約50台分を確保しておりますほか、トアレッテ

牧場付近には約30台分、山田牧場管理事務所付近には約40台分の、合計で約120台分の駐車場を確

保しております。 

 しかしながら、積雪が多くなりますと除雪により駐車スペースが狭くなるエリアもあることから、
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一定の駐車台数を確保できない場合がございます。そのようなことから、シーズンピーク時は少し

でもリフト乗り場に近い場所に駐車したいスキー客が、本来の駐車場ではないところに停めること

により通行に支障を来すことから、危険であるとお聞きしております。 

 このため、村ではスキー場を多くの皆さんに安全に安心して快適に利用していただけるよう、今

後、山田牧場にぎわいの場構想事業の中で整備できるよう、関係者の皆様と協議してまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────沖島祥介議員。 

○５番（沖島祥介議員） 

 １つだけ質問します。 

 にぎわいの場構想と同時に駐車場を考えると今の御答弁でしたけれども、何かこういったあれな

んですが、なかなかにぎわいの構想も前に進んでいかないのが何か現状なのかなというような気が

していまして、単純に今、スキーシーズンのお客さんが少ない、停めるところがないから帰っちゃ

うという、非常にもったいないといいますか、そんな形なので、まず何か単純に駐車場を拡張して

ほしいというような意見に対してはいかがでございましょうか。 

 にぎわいの場構想の中で考えるというお話だったんですが、なかなかにぎわいの場構想、今時間

がかかっていてなかなか前へ進んでいないような状況かなと私は感じております。そんな中で、ま

ず駐車場が欲しいという要望があるので、何かそれだけでも、何というか、先行にできないかとい

うような形でいかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕産業振興課長。 

○産業振興課長（小渕義彦） 

 ただいまの再質問についてお答えいたします。 

 本当に、にぎわいの場の関係におきましては、事業の中でいろいろ関係者が多くございます。そ

ういう中で、そういった合意形成を取る関係も時間がかかっておる部分が正直あるところが実情で 

ございます。 

 確かに、おっしゃるように駐車場という中で、それだけのもので考えれば広げられるという部分

もあるかもしれませんが、総合的にやっぱり考えていかなきゃならない、こんなようなことも考え

る中で、地域の関係者と合意形成を取りながら、そういった駐車台数の関係も含めまして、冬場の

利用についてどう考えるか。夏場もそうでございますので、いろんな部分で波及効果がございます。

そういうことを調整しながら、すぐ駐車場を整備ということに着手できないでございますけれども、

御理解賜りますようよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 



－38－ 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、沖島祥介議員の質問を終わります。 

 これより、トイレ休憩としたいと思います。 

 午前、20分から再開いたしますので、よろしくお願いいたします。11時20分から再開したいと思

いますので、よろしくお願いします。20分じゃないな。25分から。25分です。 

午前11時14分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時25分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────６番 髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 通告に従いまして質問いたします。 

 １問目に、中学校運動着の名前の刺しゅう廃止検討をということでお尋ねします。 

 高山中学校で着用する運動着は、長袖長ズボン、半袖半ズボンがありますが、その全てにおいて

名字の刺しゅうが入っております。これは、近隣市町村の中学校、また高校でもこういった刺しゅ

う入りの運動着を採用しているところが多い印象ではありますが、最近、子ども服のリユース活動

に関わっていまして、この刺しゅうがなければもっとお下がりとかリユースがしやすいのにという

声を伺いました。 

 中学校の入学に当たっては、制服一式、運動着一式、指定の上履き、かばんなどの購入で10万円

程度が必要となっていて、なかなかの負担です。そのため、兄弟間、また保護者間などでお下がり

などそれぞれ家庭ごと工夫されながら入学の準備をされていらっしゃるところではありますが、や

はり運動着に関しましては、この刺しゅうがネックとなっていてお下がりがしづらいんだというよ

うな声が以前からありました。この名前の刺しゅうの廃止について質問をいたします。 

 １つ目に、運動着の名前の刺しゅうをすることになった経緯はどういったものでしょうか。 

 ２つ目に、お下がりを利用するということについて、何かこういうお下がりは駄目だよとかとい

うことが、禁止事項などの決まりはありますでしょうか。 

 ３つ目に、昨今、不審者対策として小学校でも、中学校も多分そうですが、名札は学校で保管し

て帰るというような対応をされているかと思います。持ち物についてもできるだけ内側に名前を書

くような御指導をいただいたりはしております。高山中学校では、夏はこの最近とても暑いですの

で、運動着で登下校することが認められておりますが、その際、名前の刺しゅうについての配慮は

何かされておりますでしょうか。 

 ４つ目です。名前の刺しゅうの廃止についての考えはありますでしょうか。 
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 ５つ目に、社会経済情勢やＳＤＧｓの観点からも、小学校でも中学校でも学用品のリユースを進

める必要があるかと考えます。ただ、私も小学生、中学生の子どもがおりまして、ＰＴＡの活動を

見ていますと、ＰＴＡの活動として子どもの減少による負担を少しでも軽減しながら、それでも子

どもたちの安心安全を学校と一緒に守っていこうという中で、課題がたくさんある中で新たなこと

をやろうということはとても難しく、現在は有志の団体で少し動きが高山ではあるだけです。 

 こういった活動に対して、行政でやれるということはなかなかないということも承知はしている

ところですが、行政として学用品のリユースについてどう考えられているかお聞かせください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 中学校運動着の名前の刺しゅう廃止の検討についてお答えいたします。 

 保育園や小学校、中学校では、様々な学用品や教科書類に記名をしているのが通例であります。

これは、その一つ一つの物品が誰の物であるか分かるようにすることや、子どもたちに自分の持ち

物であることをはっきりとさせて管理に責任を持ってもらうとともに、物を大切に扱うことができ

るようにするという配慮もございます。 

 このようなことから、高価なものも含めて、可能な限り物品に記名をすることは、大変重要なこ

とであると考えております。 

 そこで、まず初めに、運動着に刺しゅうをすることになった経緯でありますが、かつて40年ほど

前までは全国的に体育の授業などで使用する運動着は、運動着と運動着の前と背中に学級、名簿番

号、苗字など大きく書かれたゼッケンのような布を縫いつけているものが主流であり、高山中学校

でも同様の扱いをしておりました。これは、運動着への記名の目的だけでなく、例えば体育の授業

中に遠くからでも名前が確認でき、指導ができるというメリットもありました。 

 しかしながら、当時は全国的に中学生が運動着のまま校外に出ることもあったり、背番号のよう

な状況は好ましくないなどといった意見もあったことなどから、胸やズボンのポケットの上にシー

ル状の名札を縫い付けたり、アイロンで圧着するものが多く出回るようになってきました。 

 その後、1980年代の初め頃までには、名前が刺しゅうできる工業ミシンが開発され、その後、普

及したことなどから、運動着に刺しゅうで名入れをする学校が増えてきており、高山中学校でも名

字で刺しゅうの名入れを採用し、現在に至っております。 

 刺しゅうは文字がきれいで、洗濯をしても消えることがなく、購入した時点で名入れを気にする

必要もないことから、保護者の皆さんからも一定の理解を得られているものと思っております。 

 次に、お下がりを利用することの禁止事項などの決まりについてでありますが、現在、高山中学

校では兄弟、いとこ、近所に住む卒業生などから頂いたいわゆるお下がりを利用している生徒もた

くさんおり、議員お尋ねのお下がりに関して何ら禁止や制約もしておりません。 
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 中には、前の生徒の名字が入った状態で使用している子どもたちや、刺しゅうを削り取って使用

している生徒もおり、それぞれ有効に使用していただくことはリユースにもつながり、大変重要な

ことであると思っております。 

 次に、夏の運動着による登下校の際、名前の刺しゅうに関する配慮についてでありますが、近年、

異常とも言える夏の暑さから、中学校では期間を定めて半袖半ズボンの運動着による登下校を認め

ており、半袖の運動着については、安全面から見た場合、適切であるか否か考える余地があるもの

と思っております。 

 しかしながら、夏の期間限定の措置であるがゆえに、学校ではこれまで問題として話題に上がっ

てこなかったと聞いております。 

 このようなことから、今後ＰＴＡや生徒会、先生方で協議していただき、よりよい方向を見いだ

していただければと考えております。 

 次に、名前の刺しゅうの廃止についての考え方でありますが、先ほど申し上げましたように、物

品に名前があるということは自分の物であることを明らかにし、持ち物に責任を持ち、物を大切に

扱うことにもつながりますので、お下がりを大事に使うというリユースの価値と共通しているもの

があります。また、先ほども触れましたが、刺しゅうは文字がきれいで洗濯をしても消えることが

なく、購入した時点から名入れを気にする必要がないため、便利だと言えます。 

 また、名札をアイロンプリントなどで運動着につけてマジックで名前を書くような方法にします

と、リユースを行う際には名札の張替えを行えばよいので大変便利であります。それぞれにメリッ

トやデメリットが多少なりともありますので、この点についてもＰＴＡや生徒、先生方で協議をし

ていただき、よりよい方向を見つけていただければと考えております。 

 次に、学用品のリユースについての考え方でありますが、学用物品のリユースは少なからず利害

が発生することから、学校が主体となって進めることは難しい面がありますことから、ほかの学校

の状況などを見ましても、ＰＴＡ活動や保護者の有志の皆さんによって行われてきているところが

多いものと思っております。 

 さらに、保護者の負担軽減の観点から見ましても、学用物品のリユースを進めていただくことは

大変大きな意義があるものと思っております。 

 これは、運動着に限らず、小学校で使う算数セットや鍵盤ハーモニカなどのリユースも含めて、

保護者の負担軽減にもつながることから、近隣の小中学校でもいろいろな形で取り組まれてきてお

りますが、物品ごとに様々な課題もあると認識しております。 

 このため、教育委員会としましては、リユースの広がりのためにどのような取組ができるのか、

近隣市町村の実態もお聞きしながら今後、調査研究してまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問をいたします。 

 質問の前に、運動着の名前、運動着に名前が刺しゅうされるようになった経緯がよく分かりまし

た。また、苗字が違うからといってお下がりに関して制約がないということが聞けましたので、そ

れに関してはとてもよかったなと思っております。 

 現在も、教育長がお話しされたように使える運動着を、たとえ名字が違っていてもお下がりでい

ただいて、それを着ているお子さんはいらっしゃるわけですが、それもいいんだよということで安

心して使うことができます。 

 ただ、そうはいいましても、体育の先生が担任ではなく、その刺しゅうを見て名前を呼ぶことが

あって、どうしても違ってしまうというようなことで、それは仕方のないことではあるんですけれ

ども、何となく嫌だなといった子どもの声もあるというような話は聞きます。 

 答弁にもありましたように、刺しゅうが入った運動着、買ってから名前を書くという手間がなく

てありがたい面もあるわけですけれども、お下がりの際の対応、小学校の運動着のように刺しゅう

がある上から縫いつけるものが少しあるとか、そういったものもいろんな方と話す中で今後考えて

いけたらいいのかなというふうに思いました。 

 その上で、再質問ですが、夏の運動着での登校に際しまして、これまで問題になってこなかった

ということですけれども、今後ＰＴＡや生徒会や先生方と協議してというようなことお話がありま

したが、小学校においてコロナ禍の中で運動着登校になった際、名前の部分を隠して登校するよう

にという学校からの御連絡があって、そのような対応をすることがありました。小学生と中学生で

は不審者への対応も違うというようなことなのかもしれませんけれども、両方にお子さんがいる親

御さんのお話ですと、小学校は対応したのに中学校はしなくていいの、心配だななんていう声も聞

いたりしました。 

 中学校の不審者対応は、何かほかにしていることがありますでしょうか。また、こういった心配

の声を、中学校の場合も担任の先生にお話しすれば、何かこういうＰＴＡや生徒会のほう、先生方

のほうに話が行って解決するような仕組みというかがありますでしょうか。 

 もう１点です。リユースについて前向きなお話、お考えを伺いました。実際、私も有志として学

用品のリユースに関わっております。先日、定住支援室で開催していただきましたリサイクル市に

も出させていただいたり、提供したい方、それから探している方双方から年間を通して問い合わせ

があったり、中学校の運動着はなかなか動きませんが、小学校の運動着については利用がとても増

えています。算数ボックスも、中身１つずつこれが欲しいんだというような形で持っていく方も増

えてきています。 

 近隣の市町村、須坂市での様子なども伺いながら検討していただけるということなのですけれど
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も、高山村なかなかボランティアというか、そういう活動の支援といいますか、増えていかないよ

うなところがあるかと思うんですけれども、どういったようなボランティア支援といいますか、学

校支援ボランティアということもありますけれども、そういう人たちを発掘してつなげていくよう

な支援、何か考えがあれば教えてください。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────澁谷教育長。 

○教育長（澁谷茂夫） 

 夏の運動着の対応等も、いろんな問題について協議する流れですが、どんなようなことが考えら

れるかというようなことでありますが、特に一般的ではありますけれども、そんな流れで問題が上

がってきたらどのように検討するかというような流れというものはありませんが、これはそれぞれ

体育は体育の問題点、生活指導の生活指導の係が状況を聞き取り、集約をして職員会等で練ったり、

それから教務学年主任会といいますか教務会で練ったりするというのが実例かなというふうに思っ

ています。 

 その中で、やはり今、議員がお話いただいた、子どもたちが名前が違っていることに対して子ど

もたちがちょっと何か違和感があるというようなお話もちょっとお話しされたわけなんですけれど

も、子どもがどういうふうに感じているかというようなこともとても大事な要素でありますので、

その点についても大切に考えていく必要があるんだろうというふうに思っています。 

 学校の自主性を大事に、保護者の皆さん、今、生徒、子どもたちの気持ち、先生方の体育の授業

も含めて、運用についてもいろんな意見をいただく中で考えていただければなというふうに思って

おります。 

 決まった流れというものはありませんけれども、管理が中心になって問題に、いろんなことで、

この運動着のことだけではありませんけれども、対応していくという状況であります。 

 それから、２つ目にボランティアの活動支援がなかなか増えていかない、これは非常に大きな悩

みであるかなというふうに思います。いろんな部分で、リユースに限らずいろんな学校支援、こう

いうふうにすればいいのにというボランティアの部分がもっと増えていくと、学校の教育活動も本

当に豊かなものになっていくんだろうなというふうに思っています。学習支援も含めて、そういっ

たことをどんなふうに考えていけばいいのかな、非常に難しいところだろうなというふうに思って

います。 

 まず、学校なり教育委員会がしっかりと必要感を持って、こんなボランティアが必要なんだとい

うことをしっかり打ち出していく必要、いろんなボランティアの形というのはあるわけなんです、

この問題に限らず。そんな学校支援、今必要なのはどこなんだろうというようなことも精査して、

総合的に集中して取り組む必要があるんだろうなというふうに思っていますので、意見参考に考え

ていきたいというふうに思っていますので、よろしくお願いをいたします。 
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 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 不審者の対応に関しましては、何かがあってからでは遅いですので、対応を考えていただけたら

ありがたいかなと思います。 

 ボランティア支援に関しましては、前向きに検討いただけるような答弁をいただきました。広く

いろんな方と関わりながら、子どもたちの支援をしていけたらなというふうに思います。 

 今回この質問をしましたのは、初めにも申しましたように、中学校入学時の学用品の購入で10万

円ほどが必要であること、また小学校でもやはりランドセルなど高額なものの購入をする必要があ

って、子育ての負担になっているということがあります。 

 須坂市や小布施町では、ランドセルの代わりとなるかばん、大体ほぼランドセルというような、

同じような形のものと聞いておりますが、これが数千円程度で購入できるようになっていたり、ま

た最近長野市や須坂市では、中学校のかばんも校章が小さく入ったぱっと見は普通のリュックサッ

クに見えるような、普段使いもできそうだよというような話のものに変わってきているような話も

聞きました。 

 入学祝金という形で村から支援も頂いているところではありますけれども、根本的に負担が減る

というようなことも、近隣市町村の動きも見ながら考えていただきたいなと思っております。 

 子育て支援として、今、今の保護者が何を求めているかということについて、アンテナを高くし

て対応をしていっていただきたいなと思います。 

 １問目の質問を終わります。 

 ２問目の質問に移ります。 

 ２問目は、高山村らしい会計年度任用職員制度の利用をということでお尋ねします。 

 2020年４月の地方公務員法の改正によって会計年度任用職員制度が導入され、それまで嘱託職員

や臨時職員といった一般職非常勤職員とされていた方々が、失礼しました、会計年度任用職員へと

移行されました。 

 法改正以前は、その任用状況が自治体ごとに異なっていて採用方法が不明確であることによって

適切な任用がされない、貢献度の高い職員であってもボーナスを支給できないなどの問題があり、

これらを解消する為にこの制度が導入されたわけですけれども、この制度に変わっても全国的には

いろんな問題点が指摘されているところではあります。 

 また、職種として、一般的に保育士、児童クラブの指導員、スクールソーシャルワーカー、ケー

スワーカーなど専門性があって、かつ住民の生活に密着している職業が多いと感じる中で、こうい

った職員の方々が会計年度として１年後の仕事を心配せずに安心して仕事ができるような環境であ
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ることが、村民の暮らしを守ることにつながると考えます。 

 高山村の会計年度任用職員制度の現状と、処遇改善について伺います。 

 １つ目に、会計年度任用職員は単年度の任用が原則となっておりますが、継続して更新すること

はできますでしょうか。 

 ２つ目に、フルタイムとパート職員の区分の違いをお聞かせください。 

 ３つ目に、定期健診、メンタルヘルスのストレスチェック実施、メンタルヘルス研修などは会計

年度任用職員も対象となっていますでしょうか。 

 ４つ目に、労働安全衛生法に基づき、一定の規模に該当する事業所では安全委員会、衛生委員会、

また両委員会を統合した安全衛生委員会を設置しなければならないとなっているかと思いますが、

会計年度任用職員の代表も委員会に入っていますでしょうか。 

 ５つ目に、働き方や業務、その時間などにおいて、正規職員と会計年度任用職員などの任用区分

はもちろんあるかと思いますけれども、村民から見ると皆さん役場の職員であって、違いが分かり

ません。職員の中での区分差のようなものはありますでしょうか。また、職員間の情報共有は職員

全員で区分を関係なくされていますでしょうか、答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川総務課長。 

○総務課長（宮川裕明） 

 会計年度任用職員制度についてお答えいたします。 

 国では、従来の嘱託職員及び臨時職員を任用するに当たり、多くの地方自治体において事務補助

職員を特別職非常勤職員とするなど、制度の趣旨に沿わない運用が見られるとともに、任期の更新

に当たり適正な任用が確保されていないなどの問題を解決するため、平成29年に地方公務員法及び

地方自治法の一部を改正し、令和２年度に会計年度任用職員制度を創設いたしました。 

 この制度は、特別職の任用及び臨時的任用の厳格化のほか、会計年度任用職員に期末手当の支給

を可能とするなど、公務の能率的かつ適正な運用を推進する為に必要なものであるとし、地方自治

体においては国から示される事務処理マニュアルや総務省からの助言通知などに基づき、適正な制

度運用に努めているところであります。 

 なお、本村における任用状況を見ますと、令和５年10月31日時点でパートタイムの会計年度任用

職員176名、フルタイムの会計年度任用職員15名の合計191名を任用し、事務補助職のほか保育士、

保健師や給食調理員など他分野にわたる業務に従事していただいております。 

 そこで、まず初めに、会計年度任用職員は単年度の任用が原則であるが、継続して任用できるか

とのお尋ねでございますが、職員の選考に当たっては、募集している職にふさわしい人物を採用す

ることが目的であり、均等な機会の付与の考え方を踏まえつつ、客観的な能力の実証を行うことが

必要であるとされております。 
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 このため、村におきましては、前年度に同一の職務内容の職務に任用されていた方で、同一の職

務内容の職が翌年度設置される場合には、勤務実績や能力の実証を行った上で再度の任用を実施し

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、フルタイムとパートタイムの違いについてのお尋ねでありますが、常勤職員の１週間当た

りの勤務時間は、職員の勤務時間及び休暇等に関する条例第２条第１項の規定により、休憩時間を

除き38時間45分となっており、１週間当たりの勤務時間が常勤職員と同一である方をフルタイムの

会計年度任用職員とし、これよりも短い時間である方をパートタイムの会計年度任用職員と定義し

ております。 

 なお、フルタイムの会計年度任用職員の任用に当たっては、常勤職員と同様の勤務時間であるこ

とから、専門的な業務分野において識見を有する方を任用するなど、職員不足による住民サービス

の低下を招くことのないよう任用しているところであります。 

 次に、定期健診、ストレスチェックなどの実施についてのお尋ねでありますが、フルタイムの会

計年度任用職員及びパートタイムの会計年度任用職員のうち、週20時間以上勤務や月額賃金８万

8,000円以上などの要件に該当し、常勤職員に近い勤務実態のある職員に関しては、定期検診やス

トレスチェックを実施し、健康管理につなげているところであります。 

 また、メンタルヘルス研修につきましては、常勤職員を対象に実施してきておりますことから、

今後の実施に際しましては参集範囲や方法を検討してまいりたいと考えております。 

 なお、メンタルヘルスにつきましては、長野県市町村職員互助会が一般社団法人日本産業カウン

セラー協会認定産業カウンセラーによる無料の個別相談会を毎月１回実施しており、高山村職員互

助会に加入している職員にはその開催について周知を行っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、労働安全衛生法に基づく委員会についてのお尋ねでありますが、村では職員の安全と健康

の保持及び増進を図るため、総務課長を安全衛生管理者とする衛生委員会を設置しております。 

 この委員会は、安全衛生管理者のほか、衛生管理者のうちから村長が指名した者、産業医及び衛

生に関し経験を有する者のうちから高山村職員労働組合の推薦を受け、村長が指名した者の４名か

らなる委員で構成され、職員の健康障害の防止や健康の保持増進を図るための基本となるべき対策

について調査審議することとなっております。 

 このため、現在衛生委員会に会計年度任用職員の代表者はおりませんが、最長で１年の任用期間

である会計年度任用職員から毎年代表者を選ぶことは困難であることや、衛生管理者のうちから村

長が指名した者が、会計年度任用職員を含む全職員の代表者であると位置づけておりますので、よ

ろしくお願いいたします、 

 次に、職員の中で区分差はあるか、また情報共有はされているかとのお尋ねでありますが、常勤

職員及び会計年度任用職員は、勤務時間や形態等に違いはあるものの、住民福祉の向上のために働
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いていることに違いはありませんので、区分はないものと考えております。 

 また、情報共有につきましては、グループウエアや紙媒体での回覧などにより情報提供を行い、

全職員が共有するべき情報は共有が図られるよう努めておりますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、任用の形態にかかわらず、職員が安心して村民の皆さんのために働けることが大切であり

ますことから、今後ともよりよい職場環境づくりに努めてまいりたいと考えておりますので、御理

解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再質問いたします。 

 同一の職であれば継続して更新をという答弁がありました。回数については、制限はどうなって

いますでしょうか。その回数の根拠と併せて教えてください。また、継続更新に関して、年度のい

つどのような形で手続を行っていますでしょうか。 

 ２点目です。ストレスチェックの実施やメンタルヘルス研修については、受けたからいいという

ことではありませんけれども、現在受けていない方が希望すれば受けることができるということは

ありますでしょうか。 

 安全衛生委員会に関しましても、村長が指名した者が全職員ということで、会計年度任用職員も

入るというようなお話がありました。会計年度任用職員の皆さんの現場の状況も、何か自分たちで

問題が、問題というかこうしたほうがいいというようなあれば、伝えることができる状態にあると

いうことで考えてもよろしいでしょうか。 

 ３点目です。全国的に問題となっているのは、不安定な雇用という部分かと思います。先ほど、

安心して働ける環境づくりに努めていきますということの話がありましたけれども、仕事に関して

会計年度任用職員の方、改善したほうがいいなということなどについて、これは高山のことではな

く全国的にそういう皆さんが次年度採用されないかもしれないという不安を持たずに意見を言うこ

とができる高山村役場の環境づくりについて、もうちょっと具体的に教えていただけますでしょう

か。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川総務課長。 

○総務課長（宮川裕明） 

 再質問に対しましてお答えさせていただきます。 

 まず、任期の関係です。同一の職であれば回数はどのようになっているかという面でございます。 

 国では、再度の任用を原則２度までという考え方を国では持っております。ということは３年間

ということかと思いますけれども、村では現在この回数について特に制限を設けてございません。
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ただし、今後やっぱりある程度の形をしっかり決めた上で運用してまいりたいと考えておりますの

で、今後の課題と捉えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、更新時期の取扱いの関係でございます。 

 村では、この時期ちょうど12月の時期に更新をさせていただく、来年度も同一の職場がある場合、

現在の会計年度任用職員の方に基本的に意思確認をさせていただいて、その上で意思確認をすると

いうことはある意味村のほうである程度その職に適しているということを評価させていただいた上

で、その上で来年度もお勤めいただけるかどうかとの意思確認をこの時期にさせていただいている

状況でございます。 

 それから、ストレスチェック等の関係ですけれども、希望すれば受けられるのかということでご

ざいます。 

 先ほど答弁の中で私、人数等を報告させていただきましたけれども、実際にはパートタイムで行

きますと176名という多くの方がいらっしゃるんですけれども、このうち約70名ほどはパートタイ

ムの休んだときの代替ということで、月に３回から４回程度、そういった方も全てカウントさせて

いただいておりますので、そういった方は基本的には健診もストレスチェックもさせていただいて

ございません。それ以外の方につきましては、基本的に全て健診等をさせていただいていますので、

よろしいんじゃないかなという考えを持っております。 

 また、職場での雰囲気でございますけれども、各係ではそれぞれ係長を中心に、やっぱりいろん

な職務の内容を会計年度を含めた中でいろんな問題点等を十分に話し合っていただいていますので、

その辺はいろんな意見があれば各係を通じて上へ吸い上げる体制は十分に持っておりまして、会計

年度の言っている意見だから聞かないとか、そういったことは一切ございませんので、やっぱり一

般職もいかにすればこの村がいい村になるか、またいい職場になるかということを常に考えており

ますので、そういった中で１人ひとりの意見を大切にしておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 再々質問お願いします。 

 12月に、同様の職場がある場合に意思確認をしているということをお伺いしましたけれども、以

前、会計年度任用職員の方が、３月のときに履歴書を出しているんだというような話を聞いたこと

があるんです。３月、皆さん忙しい時期、役場としても忙しい時期でもありますし、その方はお子

さんがいらっしゃる方で、子どもの行事、お休みの調整などもあって、そんな忙しいときに同じ履

歴書を出すのは大変だなんていうような話も聞きました。このあたり改善できるようなことはあり
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ますでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川総務課長。 

○総務課長（宮川裕明） 

 御意見のとおりでございまして、本人の意思確認は12月中に済んでいるわけですけれども、その

任用伺いを実質３月頃に予算に合わせまして任用伺いをさせていただいている状況でございます。 

 そういった中で、履歴書につきましては、今現在ほとんどの課ではそうかと思うんですけれども、

前年度の履歴書に大きな違いがない場合は、前年度の履歴書の写しを利用させていただいて、提出

していただいていると考えておりますけれども、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────髙井央葉議員。 

○６番（髙井央葉議員） 

 課長答弁いただきましたように、会計年度任用職員になっていいところもあって、ただもうちょ

っと問題もあるという中で、回数については国のガイドラインも３年だけれども、あまりないのか

という話がありました。やはり、雇用年度が３年とか決まっていて、その先は分からないという中

で、職務に関して正規、会計年度ということで分かれてはいるものの、やはり村民にとっては役場

の職員ですし、公務の正確性や村民の生活や命を守るという緊張感が求められる仕事は同じという

のは、自分がそんな立場でしたら大変しんどいだろうなと考えます。 

 現状に合わせて運用もしていただいているというお話があって、とても安心しましたけれども、

どこの自治体も人手不足というようなことが言われていますので、均等雇用というところも大事か

と思いますが、会計年度任用職員として働いてくださっている方、専門性があって村民の生活に密

着している職業の方が多かったり、長く働いていただいたりという中で、この方がいてくださると

いうことで村民の安心にもつながっているところ多分にあるかと思います。 

 優秀な人材を、正規、非正規にかかわらずお互い大切にしながら、国のガイドラインありますけ

れども、現状に合わせて、会計年度だからということのない制度運用をしていただけたらと思いま

す。 

 これで私の質問を終わります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、髙井央葉議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

 これより本休憩とします。 

 会議は午後１時から再開します。 

午後０時04分  休 憩 



－49－ 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────２番 勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 では、通告に従いまして質問のほうをさせていただきます。 

 質問は２件です。 

 まず１件、公共交通網の対策についてということです。 

 令和４年３月の一般質問において、公共交通網対策の問題に対し、村民生活課長並びに副村長よ

り回答をいただきましたが、現時点において改善策が確認できておりません。令和２年度の第六次

総合計画での村民の不満ナンバー１でもあり、また今回の村民2,000人を対象にした７月実施の村

づくりアンケート調査結果でも、不満足度ナンバー１となっています。 

 これは非常に大きな問題であり、解決していくことが重要と思われますが、行政はどう考えてい

るのでしょうか。 

 そこで、質問であります。 

 交通網対策の問題として、以下の質問を行います。 

 １、交通弱者への対策改善は、昨年、今年と新たに何を実施されたか。高齢者、障がい者、通学

の高校生等を含めて。 

 それと、２番目、管理面について路線バスの乗降数が管理されておらず、現状を把握していない

のでバス会社と協議していくとの前回の回答でありましたが、どうなっていますか。令和６年度の

乗降数の目標値はあるのに、現状が分からないのであれば、悪くなっているかどうか判断すること

すらできないのではありませんか。 

 ３番目、この問題は、総務課、健康福祉課、教育委員会と業務が分散し、兼務されておるため、

責任部署の所在が不鮮明であります。よって、それらを統合する部署の所在が必要ではありません

か。令和５年の広報たかやまの行政組織一覧にも存在しておりません。 

 ４番目、重要課題なので、検討するだけでなく、それぞれの目標値を立ていつまでに改善すると

いった報告をしてもらいたいと思いますが、いかがでしょうか。路線バスの村営化の検討も含め、

現状の委託の契約及びコストの改善等、そこら辺の報告をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 
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 公共交通網対策についてお答えいたします。 

 平成29年に策定しました高山村地域公共交通計画は、本年度が計画期間の最終年度を迎えている

ことから、第２期目となる高山村地域公共交通計画を策定するため、これまで３回にわたり高山村

地域公共交通協議会を開催し、協議を進めてまいりました。 

 この協議会では、10月から11月にかけて実施した、村民の皆様を始め利用者の皆様や学校などの

関係の皆様に対して行ったアンケート調査の集計結果を踏まえ、現在本村の公共交通機関別の運行

状況に係る現状や問題点、今後の課題等を整理しているところでございます。 

 そこで、まず初めに、交通弱者への対策改善についてのお尋ねでありますが、現在実施している

交通弱者に対する支援策について、70歳以上の高齢者にはバス共通ＩＣカードＫＵＲＵＲＵのふれ

あいパスポートの利用による割引制度を始め、路線バスにおいて通常料金の約３割で利用できるこ

とや、乗合タクシーの区間内を120円で利用できるほか、１級または２級の重度障がい者の皆さん

や寝たきり高齢者の皆さんには、タクシー初乗り運賃等の助成券を交付しております。 

 また、路線バスを利用して通学する高校生を対象に、バス定期券購入費用の70％の補助を行って、

路線バスの維持と保護者の経済的負担軽減を図っております。 

 そのような中で、昨年から今年にかけて、交通弱者に対する新たな対策改善は、議員御指摘のと

おり行っておりませんが、現在、第２期目の高山村地域公共交通計画の策定に向けて作業を進めて

おりますことから、この計画の中で交通弱者に対する新たな支援策等を検討してまいることとして

おりますので、御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、路線バスの乗降数の管理についてでありますが、議員お話のとおり、これまでは乗降数が

把握できていなかったため、人数の算出についてはバスの売上料金から推計しておりましたが、改

めて路線バス運行事業者と協議する中で、幹線及び朝夕の支線交通となる山田温泉線と、昼間の支

線交通として運行している牧・奥山田線のふれあい号への乗車に、バス共通ＩＣカードＫＵＲＵＲ

Ｕを利用した際の乗降データを路線バス運行事業者から提供していただき、どこのバス停で乗車し、

どこで降車したかなどのデータを集計し、バス停別乗降者数の集計を行いました。 

 しかし、路線バスの乗車に現金で利用された方の乗降データは、正確な情報場所の把握ができて

いないため、これまでと同様にバスに乗車した売上げ料金などから推計して乗降者数を集計するこ

とで全体の利用者数を算出したところ、令和４年度の路線バス山田温泉線における延べ利用者数は

４万9,100人となっております。 

 したがいまして、完全な数値を把握することは困難でありますが、利用者数やバス停別の利用状

況等がおおよそ把握できるようになりましたことから、これらの資料を第２期公共交通計画策定の

際の参考資料として活用してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、村の公共交通の責任部署の所在が不明確ではないかとのお尋ねでありますが、公共交通に

関する事務分掌につきましては、議員御指摘のとおり広報たかやまに掲載してある行政組織では、
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公共交通の担当部署の記載がされておりませんので分からないと思いますが、現在、所管は健康福

祉課が担当しております。 

 また、議員御指摘のとおり、本村の公共交通対策につきましては業務が分散しており、総務課で

は村づくり施策としての取組や、健康福祉課では高齢者や障がい者など交通弱者に対する福祉施策、

また産業振興課では観光客等への交通の確保、教育委員会では小中学生の遠距離通学の関係など、

それぞれに公共交通に関連しておりますが、現在、高山村地域公共交通計画策定の事務局となって

いる健康福祉課が今後も中心となって公共交通施策を推進してまいりますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 次に、計画に対する目標値やその改善及び報告についてのお尋ねでありますが、現在の計画では、

計画期間内における支線路線やデマンド交通の評価指数、１日当たりの高齢者の利用者数、平均乗

車人数など、それぞれに数値目標を掲げて、その達成に向けて努力しているところであります。 

 そこで、過日開催しました協議会において、現行計画の評価、検証を行ったところ、令和４年度

の実績値ではいずれも目標値を下回っている状況でございます。 

 したがいまして、幹線、支線、デマンド別の公共交通の運行状況や利用形態などから課題を整理

した上で、第２期の地域公共交通計画の中で利用しやすい運行形態を目指してまいりたいと考えて

おります。 

 一方、長野県におきましては、幹線となります山田温泉線を県計画に位置づけて、現在の路線バ

スを維持する方針を示しておりますことから、現時点における村営化は難しいものと思われます。 

 そのようなことから、現在、高山村地域公共交通協議会の中で、第２期計画の策定に向けて、路

線バスの在り方や運行形態、現行計画における事業の進捗状況や計画目標の達成状況、アンケート

調査結果などの要望事項等を十分に検討した上で、村民の皆様を始め誰もが利用しやすい公共交通

システムの構築に向けて策定業務を進めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再質問ですが、１番目の昨年、今年と交通弱者への改善はされていなかったということなんです

が、やはり問題が問題ですので、今年は少しでも前向きにこれだけやったというふうにとか、検討

して進めているというのがやはりほしいと思うんですが、そこら辺含めてもう１回考えていただき

たいと思います。 

 それで、２番目の路線バスの乗降数、これ管理が非常に難しいという今、村長からのお話でした

が、運転手さんに、路線バスの業者さんにお願いしまして、運転手さんに停留所ごとの乗降数のカ

ウントを協力して書いてもらえばリアルなやつができると思うんです。そんなに何十人が一挙に大
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挙して乗るというのはまず考えられないというのと、降りる場合も最終地点の駅で、須坂駅で降り

るのは別として、それまでそんなに降りていくという方も少ないと思うんです。これは長電さん、

業者さんのほうと交渉してお願いするという姿勢を示して、１週間ワークシートというか、エクセ

ルでもいいですけれども、そこにバス停ごとのカウントを、１人乗った、正の字でも何でもいいで

すけれども、そういう形で協力してもらって、そのデータを健康福祉課でもどこでもいいですが、

それを判断すればできるはずなんです。 

 常に売上げからというのは、全然筋違いで傾向が見られないと思うんです。それを基準に今度新

しい計画値をつくるというのが非常に難しいと思うんですが、ここら辺の協力依頼という、お願い

ですね、これを誰かやっているんですか。 

 公共交通全体となると、タクシーから始まって非常に大きいあれになるんですが、路線バスにつ

いてはスポットでそういう形でお願いして協力してもらうというふうにやってやれないことはない

ように思われるんですが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 ２点ありまして、あると思うんですけれども、１つは弱者への配慮について、いわゆる早急に検

討したらと、こういうふうにいただいておりますけれども、議員お話のとおり弱者、いわゆる交通

弱者への配慮、これはやっぱり交通路線で多分一番のやっぱり観点、重点項目、このように行政も

捉えております。そういった点では、どのような格好であれなのか、そういう面のところを第２期

やっていますので、十分にまた検討してまいりたいと思いますので、また議員の御理解をよろしく

お願いしたいと思います。 

 ２点目は、バスの乗降者数の把握については、長電バスのほうに依頼すれば何とか有志でできる

んじゃないんだろうかと、こういうお話でありますが、こちらの担当のほうからも長電バスのほう

に再三御相談をし、そしてその数についてお尋ねをしているところなんですが、今の状況ですとた

だそのそういうものから機械的にすぐ出てくると、こういうことではないようですので、なかなか

その辺の把握が難しいというのが長電バスのお話なので、その辺も含めて再度また検討して、その

ような把握できるか、その辺を検討していきたいと思います。 

 当然、それが次の第２期にも反映されるということですので、そういうふうなところで検討して

まいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 
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 再々質問ですけれども、公共交通のほうでは、多分路線バスの運転手さんが不足しているとか

様々な要因があって、維持活動も非常に厳しいというのはあるかと思います。 

 ただ、先ほど私のほうで申し上げたように、データを取るというのをお願いするのは、それほど

困難なあれではないので、１年間ぶっ通しで全路線全部取れというのであればちょっと大変ですが、

ある程度期間を限定して１週間だけとか、季節を限定してやるとかいうのであれば、乗降数自体が

少ないのでできるはずなんです。ただ、それを業者側のほうでできませんと言ってきていること自

体が何かおかしいので、そこら辺交渉がきちんとされているかどうか。 

 これは、担当者という話でくくりつけちゃうとまずいんですが、上からやはり指示命令系統で、

あなたの目標は何だという目標管理をきちんとやっておかないというのが裏づけになるんです。だ

から、今月は何をする、あなたは今月は何をする、できたかできないかというのを、上長がやはり

部下たちにやっていかないと、部下たちもはっきり言われて、今月の目標は何だったっけと、交渉

をしに行かなきゃいけないのかとか、そういうふうな形でできないですよね。だから、目標を与え

ると。 

 とかく企業の場合は改善とか、事業の改善とか維持継続というところで、マネジメントサイクル

というのをよく言うんですけれども、ＰＤＣＡを回せと。最近はそのＰＥＣＡ自体が別な方法にな

ってきたりしますけれども、高山村の、私のほうから見たときは、ＰＤＣＡ、プラン、ドゥ、チェ

ック、アクションですね。プランはいいんです、今の前期計画、今度後期計画、やりますやります。

じゃ、どうやって進めましたか、ドゥがどうやってやっていますか、チェックは誰がしていますか、

現状の把握できていますかというのを、やはり下まで砕いていかないと上司も把握できないし、担

当者も多分できないと思うんです。 

 だから、そういった形で教えてあげて、目標管理をきちんと取ればできていくと思うんですが、

いかがですか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再々質問で、いわゆる乗降数のデータの取得ということでの質問ということで捉えています。 

 先ほど、全体としての、何というんですか、週間のワークシートから換算できないかとか、こう

いう指摘がございました。そして、データを取るということは１つの企業のあれとしては非常に大

事ということは御指摘のとおり、私もそのとおりだと思います。 

 そういった点を含めて、次の、先ほど議員が申し上げましたマネジメントサイクルについては、

これはやっぱり利益を、そういうものが必ず必要に、検討材料というふうに考えていますので、今

後どのように依頼するか、また議員御指摘のとおりまた長電バスともまたお話をしながら検討して

まいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 今、先ほど村長がおっしゃられた現在の公共利用者数4.9万人、これは当初の2019年に比べると

３分の１以下ぐらいになっているんじゃないですか。大分減っていると思います。 

 それで、行政はこれだけ、先ほど言ったように７割オフ、３割負担やっています、やっています

ということなんですが、弱者という中でその高齢者とか免許証の、自動車の免許証の返済者に対す

るシルバーカーの補助とかもろもろのやつがあるんですが、これもやっているというけれども利用

度が非常に少ない。やはり、やっているのはいいんですけれども、やってもらってよかったという

ことでどんどん増えていく数字が見えていないというのが問題かと思います。 

 デマンドタクシーもやっていますということですけれども、運行していない日が70％利用されな

い状況がもう明確になってきているんです。2022年では。あと、ふれあい号も平成30年は年間で８

人しか利用しない。令和１年ではゼロ人、令和２年度では１人、令和３年度では３人と、これは高

山社会福祉協議会がカウントしているので間違いないと思うんですが、どんどんよくなっていかな

きゃいけないのに、そういったところが見えないのが非常に残念なんです。今年はこの分だけでも

少しはよくなったとか、シルバーカーの補助も少し上がったとか、シルバーカーの補助はだんだん

狭くしていくということ自体、逆行していると前も言ったんですが、そこら辺を考えていただいて

もらいたいと思います。今度のアンケート、後期のほうでは、ぜひ少しでも進歩していただきたい

と思います。 

 村のアンケート調査の、長電バスはほぼ利用しないが96％、牧・奥山田線のバスは利用しないが

99％、デマンドタクシーを知らない人が約75％、ほぼ利用しないが98％となっていますので、また

その検討して５年たってからまたやりますではなくて、毎年毎年少しずつ問題点のどこかを潰して

いくというふうに目標管理を与えてやっていただきたいと思います。 

 続きまして、２問目の質問に入ります。 

 ２番目は、公民館の改修について。 

 公民館の老朽化に伴う改修工事については、私は基本的に賛成です。施設の長寿命化を基本に考

えるということも賛成です。 

 そこで、改修工事の進め方について質問させていただきます。 

 補正予算で、設計委託料として1,650万を上げてきましたが、その基となる改修工事費の額が不

鮮明です。改修の事業費の出どころは積立ての基金４億2,900万円の範囲内と前回説明されていま

す。 

 今回の改修設計委託事業者は、設計を熟知している施設の建築設計先としていますが、指定契約、

随意契約において相見積もり等を行わなかったのでしょうか。設計金額が妥当か否かというのを、
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やはりどこかで考えなきゃいけないです。あとコストを工夫したか等。 

 高額な改修工事に伴い、世間では特定業者との癒着問題が取り沙汰されています。この時点で基

本設計の委託料予算ということでありましたが、工事費の請負事業費については、前回回答では今

後の実施設計ができた段階で最終的に判断してまいりたいと教育次長が説明されました。 

 実施設計も基本設計事業者に依頼するとのことでしたが、そこら辺の状況を公開してもらって、

どうなっているのか説明をお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（山﨑久志） 

 公民館の改修についてお答えいたします。 

 公民館の改修につきましては、昨年12月の議会定例会において勝山議員の一般質問にお答えしま

したとおり、第六次高山村総合計画の中で、本村にふさわしい文化、創造、交流、学びを高めるた

めの拠点施設としての公民館ホールや図書室などの整備について、施設改修を基本に据えて検討を

進めることとし、昨年８月に公民館改修検討委員会を設置して、４回にわたり会議を開催し、本年

３月に「高山村公民館改修のための基本的な計画に関する意見書」を教育委員会に御提言いただい

たところであります。 

 そこで、まず初めに、概算設計事業者との契約についてのお尋ねでありますが、この長寿命化改

修概算設計業務につきましては、施設改修に必要な概算費用の積算及びイメージ図の作成等の業務

を委託したもので、村の建設工事等請負人選定委員会において、既存公民館の当初設計及び耐震診

断業務を実施した実績があり、既存施設の構造を熟知していることなどから該当する１社を選定し、

その性質または目的が競争入札に適しないため、地方自治法施行令第167条の２第１項第２号の規

定に基づき随意契約により契約を締結いたしましたので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、実施設計事業者との契約についてでありますが、実施設計業務につきましては、改修箇所

や施設機能改善に係る図面、実施予定事業費の積算、スケジュール案を作成していただくこととし

ており、概算設計業務と同様の理由により、同じ事業者と随意契約により契約を締結しております。 

 契約金額につきましては、事業者から提出されました見積書を基に、公平中立的な立場から長野

県住宅供給公社にその額の算出に関わる妥当性について確認していたところ、特に問題点等の指摘

がなかったことなどから、村では適正である旨の判断をしたところであります。 

 その際、全体事業費につきましては、基金積立金の範囲内であります３億5,000万円から４億円

程度という数字を便宜的に設定いたしましたが、工事費はあくまでも今後の実施設計の中でどのよ

うに改修していくのかを協議し、積算した上でお示ししていくべきものと考えております。 

 なお、実施設計業務の進捗状況につきましては、検討委員会からの意見等を参考に、公民館に必

要な機能や利用者の利便性の向上に伴う改修のほか、断熱効果や耐震補強なども含め既存建物の中
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で改修していく内容を検討していただいております。 

 したがいまして、今後、設計業務を進める中で、必要に応じて議員各位を始め村民の皆様に改修

内容やスケジュールの見通しなどをお示しし、御意見等をお聞きした上で、できるだけ早期に長寿

命化改修工事に着手できるよう進めるとともに、改修内容に応じて利用可能な補助金や起債がある

かどうかなど、財源の確保にも努めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願

い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再質問します。 

 設計に関する費用というのは、基本設計料のみ今、見ているんですか。 

 それと、この基本設計料は概算価格、先ほど初めて言われましたけれども、３億5,000万から４

億ということだったんですが、それでよろしいんですか。 

 私の言いたいのは、基本設計料、それとあと実施設計料、それと管理というのは大体３段階で総

工費に対する設計の金額というのが幾らというのが出るかと思うんですが、今のお話ですと実施設

計もまだやっていないということですよね。この間、実施設計を終えたというような話をちょっと

お聞きしたので、そこら辺がはっきりしていないんです。どうなっていますか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（山﨑久志） 

 再質問についてお答えいたします。 

 現在の実施設計の業務がどうなっているのかという質問かと考えておりますが、基本設計と申し

ますか、先ほど答弁では概算設計という表現をさせていただいておりますが、その高山村の公民館

の大枠としましてどのような工法、方法で事業を進めていくのか、そうするとどのぐらいの費用が

かかるのかという概算の設計の考え方でございます。 

 その後、金額は明確には判断できておりませんが、その後、公民館の老朽化等も進めていく中で、

実施設計を現在業者と契約をし、作成に向けて事業調整を進めております。 

 現時点におきましては、実施設計は完了してございません。現在、実施設計業務ということで事

業者と調整をしているところでございます。 

 内容につきましては、先ほど進捗状況でお話させていただきましたとおりと考えております。 

 なお、その契約の際に、先ほど申し上げました３億5,000万から４億円程度ということが、これ

が決して事業費の額だということでの表現ではございませんで、実施設計の契約をさせていただく

際に、便宜的にその事業費の、事業費といいますか工事に関わる事業規模というところを、あくま
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でも便宜的にお示しさせていただいた内容となっております。具体的にどこをどうしていくのかと

うのは今後調整をさせていただいて、最終的に判断をしていきたいと、事業費等の判断をして行き

たいというふうに考えておりますので、御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 再々質問ですけれども、今おっしゃられたその回答では、基本設計料というのはじゃ、支払われ

ないということですか。実施設計だけで設計料はお支払いするということでよろしいんですか。 

 さっき私が申したように、３種類の設計に関する費用があるとすれば、村は今回のやつは改修工

事の設計代１本というだけで、それ以外の費用は払わないということで言われているんですか。そ

こら辺はっきりしてもらいたいんですが。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山﨑教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（山﨑久志） 

 再々質問にお答えいたします。 

 今現在、契約をしている実施設計業務についての支払いということの関係でございますが、現在、

事業者と契約を結んでいるのは実施設計業務の契約でございまして、実際に工事を管理するという

部分については、現時点では含まれておりません。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────勝山正弘議員。 

○２番（勝山正弘議員） 

 すみません、基本設計料と、その実施設計料というのは、私は別物だと思ったんですが、それぞ

れ支払うものだと思ったんですが、それはないということで、今もう一度聞きますけれども、よろ

しいんですか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 勝山議員、質問ということですか。 

 勝山議員に申し上げます。勝山議員の質問は既に３回になりましたが、会議規則第54条ただし書

きの規定によって特に発言を許します。質問お願いします。 

─────山﨑教育次長。 

○教育次長（人権推進室長）（山﨑久志） 

 御質問にお答えいたします。 

 基本設計と申しますか、概算設計ということで昨年度実施をした部分については、既にお支払い

をさせていただいております。それで、勝山議員おっしゃられるこの実施設計の部分につきまして
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は、現在契約をしているところ、契約の期間内でございますので、その実施設計業務が終了して、

お支払いするようになるということでございます。その際、管理業務、工事の管理業務というのは

また別の話になろうかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、勝山正弘議員の質問を終わります。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 ３項目質問します。 

 初めに、村職員の働き方について質問をいたします。 

 小布施町では、令和２年度から３年度の間に、現職の町職員５名が亡くなっておられます。同じ

組織の中で短期間に５名が亡くなるという異常事態を受け、小布施町では調査・検証のため第三者

委員会を設置され、その内容をホームページで公開しております。この問題、他の自治体のことと

見過ごすことなく、その報告書から教訓を酌み取り生かすことが大切であると考えます。 

 報告書では、第三者委員会の判断というところで、次のように述べております。 

 １つは、職員数の不足であります。一般行政職部門の職員実数、平成10年は94名であったが、平

成17年は75名となっている。そして、北信地域の同規模の人口を有する町と比較しております。小

布施町は１万1,000人の人口で、一般行政部門職員数が、令和３年度の実数地でありますが、76名。

山ノ内は１万1,900人台で、一般行政部門職員数135名、飯綱町１万人強ですが、同じく107名、信

濃町は8,100人で90名、こういう実数となっています。 

 次に、２項目めとして長時間労働について触れています。全職員の時間外勤務についての報告は

このようになっております。 

 令和２年、これは７月以降ですが、月45時間を超える時間外勤務をしたことがある職員は48人、

延べ157名、80時間を超える時間外勤務をしたことのある職員は９名、延べ19名、100時間を超える

時間外勤務をしたことがある職員３名、各１月と、このようになっております。令和３年度は、45

時間を超える時間外勤務、これは未集計という報告となっております。80時間を超える時間外勤務

19名、延べ49人、100時間を超える時間外勤務13名、延べ24人。令和４年、これは８月までという

ことですが、45時間を超える時間外勤務、これは未集計、80時間を超える時間外勤務13名、延べ18

名、100時間を超える時間外勤務８名、延べ９名、そしてこのように多くの職員につき長時間にわ

たる時間外勤務が常態化していたと、このように報告しております。 

 ３点目に縦割り行政の弊害、属人的な業務配分、硬直的な職員配置があったとしております。そ

こでは、各職員が複数の業務を抱えている上に、各人の担当業務についてその担当者のみが１人で

処理する体制となっている、こうした意見が出されている。また、同じ係内であっても、他の職員

はおろか上司のフォローさえなく、仕事がグループまたはチームでできていないとの意見も出され
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ている、このように報告をされております。 

 このほかに、職場環境、メンタルヘルスに関する対応、健康診断等についても報告をされていま

すが、ここでは割愛したいと思います。 

 さて、本村の実態はどうでしょうか。村の職員数は、同規模の町村、自治体と比較してどうでし

ょうか。多いのでしょうか、少ないのでしょうか、同程度なのでしょうか。 

 次に、長時間勤務について実態はどのようになっていますか。長時間勤務がある職員で、月何時

間の勤務になっていますか。さらに、サービス残業、あるいは自宅への仕事の持ち帰りはありませ

んか。答弁をお願いします。 

 小布施町では、第三者委員会の報告を受けて、職場環境改善の取組についてをまとめております。

職員体制の強化、これでは積極的な職員採用で、令和元年の99人から令和５年には127人にすると

目標を掲げております。さらに、村でも検討されている宿直業務の民間委託、さらに適正な労務管

理、タイムカードによる在庁時間の把握、時間外勤務の適正管理、人事、組織、ここでは組織風土

の改革、コンプライアンス等が挙げられております。こうした小布施町の方向性について、これを

どう受け止めておられるのでしょうか。また、本村に生かすべきは何と考えますか。 

 以上、質問します。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 村職員の働き方についてお答えいたします。 

 人事院では、一般職国家公務員の働き方改革に関し、令和４年１月に学識経験者で構成されるテ

レワーク等の柔軟な働き方に対応した勤務時間制度等の在り方に関する研究会を設置し、検討を進

めてまいりました。 

 この研究会が令和５年３月にまとめた報告書を見ますと、質の高い持続的な公務の提供に向けた

取組として、第１にディーゼントワーク、すなわち働きがいのある人間らしい仕事を推進するため、

職員の業務負荷を軽減し、勤務環境を向上させる施策を実施すること。第２は、個人の尊重の観点

から、公務においてより柔軟な働き方を推進することの２点が提案されております。 

 さらに、この提案を達成するための主な施策として、選択的週休３日制の対象職員の拡大、夏季

休暇の使用可能期間及び年次休暇の使用単位の見直し、原則11時間の勤務時間インターバルの確保

のほか、その事前的措置として午後10時以降の超過勤務命令の制限による超過勤務の縮減などを挙

げております。 

 このため、本村におきましては、国家公務員と勤務形態が異なることなどから、同一の制度構築

を図ることは困難でありますが、職員の負担軽減に向けた取組の必要性は十分理解しておりますの

で、今後の動向を注視しているところであります。 
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 そこで、まず初めに、村の職員数についてのお尋ねでございますが、総務省が公表しております

令和４年４月１日時点での普通会計における職員数の状況を見ますと、人口、産業構造が類似する

全国78団体の平均値96人と比較して、本村の職員数は75人で、21人少ない状況にあります。また、

類似団体中、最も職員数が多い団体の職員数は193人で、本村の約2.6倍、118人多い状況にありま

す。 

 しかしながら、これは地域特性などによる行政需要に対応することを目的とした職員配置である

ことから、一律に比較することは適当でないと思われますが、そういった状況を加味しましても、

本村の職員数は決して多い状況にはないものと認識しております。 

 次に、長時間勤務の実態、サービス残業あるいは仕事の持ち帰りについてのお尋ねでありますが、

令和５年４月から９月までの実績から、超過勤務の最も多い職員の状況を見ますと、月平均44時間

ほどで、最も多い月では63時間であります。 

 また、超過勤務につきましては事前の勤務命令によることを基本にしておりますので、命令外の

残業は一切把握しておりません。また、自宅への仕事の持ち帰りにつきましては、個人情報保護や

情報セキュリティーの観点などから禁止しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、小布施町の報告書についてのお尋ねでありますが、答弁に入ります前に、改めて亡くなら

れた職員に哀悼の意を表するとともに、御遺族の皆様に心よりお悔やみ申し上げる次第であります。 

 さて、小布施町では、令和２年度からの２年間に５名の職員が亡くなるという事態を受け、令和

４年９月に小布施町役場職員の自死等に係る調査検証のための第三者委員会を設置し、11月に委員

会が取りまとめた報告書を公表いたしました。 

 この報告書で触れられている職員数の不足の早期改善、職員の孤立化の解消や業務マニュアル書

の作成・整備、風通しのよい職場づくりなどは、本村においても少なからず課題であると考えてお

りますので、他市町村のことと捉えるのではなく、本村においても起こり得る問題であるとの認識

を強く持ち、職員負担の軽減を図るための対策を講じてまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 次に、小布施町における職場環境改善の取組についてのお尋ねでありますが、小布施町が既に取

組を開始している宿直業務の民間委託やタイムカードによる在庁時間の把握のほか、新たに取り組

むこととしている特定の職員・所属に業務が集中しない体制づくりや理事者と職員の意識共有など

は、本村においても取り組むべき課題であると考えております。 

 こうしたことから、先ほどの答弁でも申し上げましたとおり、他市町村のことと捉えるのではな

く、本村の課題と認識し、問題の発生を未然に防ぐための対策を講じてまいりたいと考えておりま

すので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 
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○10番（山嵜秀治議員） 

 再質問します。 

 本村におきましても、体調を崩して、特に精神的疾患により休みを取る職員が毎年のように見え

ます。この原因を明らかにし、働きやすい環境づくりは待ったなしと言えると思います。 

 答弁では、同規模自治体と比較して多い現状ではない、人数的には少ないとされましたが、現在

の職員数で十分とお考えでしょうか。少ないということであれば、職員数についても目標年度、目

標数を速やかに明らかにして、それに向けて取り組むことが求められるのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

 職員が働きやすい環境で生き生きと働くこと、それは村民の福祉向上に必ず結びつくと考えるも

のです。 

 長時間勤務の問題、先ほど実態が報告をされました。多い人で44時間、多い月には63時間の職員

がいるというお話でありました。 

 私も、時々用があって夜９時ごろこの役場前を通ることがあります。ほとんどこうこうと電気が

つき、職員が働いていることがうかがい知れます。昨日も８時半頃この前を通りましたが、やはり

こうこうと電気がついておりました。 

 多い人で44時間、月44時間といいますと、例えば１日３時間、５時15分に終了して、少し休憩を

取って３時間勤務する、８時半ぐらいになります。これを15日行っているということです。つまり、

勤務日数の３分の２近くは、毎日８時半まで残業していると、こういう実態になっていると思いま

す。 

 現状の長時間勤務の実態について、これでいいとお考えでしょうか。できるだけ残業をなくすた

めに何が必要と考えておられますか、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えします。 

 まず初めに、精神的な職員のどう考えるかについてでございますが、まず初めに昨日のことにつ

いて今朝の冒頭でお話、おわびを申し上げました。この遠因も、やっぱりそういうものに起因する

一端があろうかというふうに考えております。 

 そういった点で、それに十分対応するためには何が一番いいかということでありますけれども、

いわゆる職場環境の改善ということで、やはり一番大事なものは仕事のしやすい環境づくりという

もの。そして人と人とのコミュニケーション、そういうふうなものをしっかりとできる、そういう

ふうなことと、あと指導者がしっかりと、係長が体制を整える、こういう状況をつくってやること

が非常に大事であるかなというふうに思っております。 
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 私も、個人的には、自分としてはそういう格好の動きをしているとこでございますけれども、よ

りまた一層努力してまいりたいと考えております。 

 続きまして、職員数は先ほど21名少ないというお話をしましたけれども、どのように考えるかと

いうことでありますが、令和４年度にいわゆる組織変更をしました。これはどういうことかという

と、職場環境の改善ということと、職員数がどういう働きやすいというふうなことで、今までの現

状の仕事、そして職員数をやって、そして職場環境ということで組織編制をしたわけです。それに

よって職員が働きやすい、そして負担が少し減るという、こういうふうなことで組織編制を考えた

わけですけれども、やはり１つにはなかなか職員人数は、先ほども申し上げましたとおり、人数が

まだ十分でないということは確かなことですので、職員数のために新採用を十分できるように検討

をしておるところですけれども、ここの３年間を見ますと、議員お気づきだと思いますけれども、

中間職が少なくて新しい職員が非常に多い状況にあります。これは人員、職員の構成上は決して好

ましい状況ではありません。 

 しかし、そういうふうな体制を取らざるを得ないということが今も続いておりますので、そうい

うふうなものをまず人員体制を取って、そして構成を、人事構成を考えていきたい、このように考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、長時間勤務についての考えですが、先ほど議員もお話のように月44時間ですと１日３時間、

夜８時半までやる、これをどう思うかということでありますけれども、私も職員の皆さんに朝礼等

を踏まえ、やはり一番大事なことは家庭に帰って団らんをする、これがやはり１日の決まりという

ことでしっかりと守っていただきたい。そして業務は時間の中で計画を立てて、そしてしっかりと

やっていただきたい。そのためには当然基本的には職場環境の改善があるわけですけれども、そう

いうことで職員の皆さんにもしっかりとお願いしているところであります。 

 やっぱりタイムスケジュールとか、やっぱりその辺をきちんとまたしていくことも必要かなと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 再々質問お願いします。 

 村長も言われたように、今、人員体制では若干まだ足りないんだというふうに私は受け止めまし

たがそうであるならばやっぱり目標年度、目標数というものを明らかにして、そこに向かっていく

ということが必要ではないかと思います。 

 先ほど小布施町の例も挙げましたが、小布施町は何年には何人にするんだ、令和５年には何人ま

で職員数を引き上げていくんだという目標数も年次も明確にされているわけです。やはり、そうし

たことが必要ではないかと。目標数、目標年次、これをはっきり示すことが必要ではないかと思い
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ますが、その点いかがでしょうか。 

 それから、長時間勤務、これは職員数と密接な関係があると思います。今、少ない職員数の中で

村の職員は必死に頑張っていらっしゃる、そのことには敬意を表したいと思います。 

 それで、村長が朝礼等で話をされて、時間の中でしっかりやってほしいと、こう言われることも、

それも大切かもしれませんが、その裏づけが必要なんです。単に時間の中でしっかりやれというこ

とじゃなくて、そういうことができる体制をつくってあげなければ、長時間勤務というのはなくな

らないと思われるんです。 

 それは、時期的によっては一定長時間やらなければならないときもある。しかし、平均的に見れ

ばそう長時間勤務をしなくてもやっていける体制づくりというものをすることが村長、あるいは副

村長の仕事ではないかと思いますが、その点いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 まず、２点ほど再質問、再々があったと思いますが、まず目標をしっかりと立てると、こういう

お話でありますが、先ほども申し上げましたけれども、ここ３年の新採用を見ますと非常に多い、

それも目標を立てても、その目標に達する職員応募がなかなか満たされない、こういうふうな状況

にあります。その辺については、私の努力不足とおわびを申し上げますけれども、そういうことの

ないようにしっかりとやっていきたいというふうに思っております。 

 ２点目は、長時間労働についてですけれども、その辺しっかりと私、先ほど朝礼でのお話をしま

したけれども、やっぱりスケジュール的にしっかりとこの仕事はこういう時期だというふうなこと

は申し上げておりますけれども、なかなかそこの辺は職員によってやっぱり違いますので、その辺

はしっかりとまた把握しながら、長時間労働のないように、ニーズ把握も含めて、そしてまた業務

形態も含めて努力してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 職員数等の問題については、確かに掲げても行かない場合もあるかもしれませんが、やっぱりど

のくらいまでしていくのか、そういうことはつまびらかに明らかにして、そこに向かって努力され

るということが必要ではないかと思います。 

 次の質問に移ります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 すみません、山嵜議員にお願いを申し上げます。 

 ここで本休憩としたいと思います。 
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 ただいまから、議場内の換気のため15分間休憩します。 

 午後２時20分に再開をしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

午後２時07分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時20分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────10番 山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 それでは、２項目め、物価高騰対策について質問します。 

 政府の物価高騰対策は、国民には全くの不評です。物価高騰にあえぐ暮らしの実情に全く向き合

っていないと言えます。経済対策の目玉とされる減税と給付を評価しない、このように答える人が

７割近くに上ります。１回限りの半年先の減税は、その後に大軍拡への増税が待ち構え、おまけに

税収が増えたから還元する、こうした当初の説明も事実と違うことが明らかとなり、政権の人気取

り、選挙目当てと多くの国民に見透かされています。 

 10月の消費者物価指数は2.9％上昇し、食料品では７％以上のプラスが11か月続いている状況で

す。買物のたびに減税効果が実感でき、消費に結びつき、ＧＤＰ押上げ効果もあるとされる消費税

減税が求められていると思うところです。 

 さて、来年度予定されている所得税減税、１回限りの場当たり的対応で、所得税が課税されてい

ない人は対象になりません。住民税は納めているが所得税は課税されない人は約1,000万人と言わ

れますが、こうした方には減税も給付金も何も行かないということになります。こうした事態をど

のように思われますか。 

 世論調査で国民が求める物価対策は、圧倒的に消費税減税です。エコノミストも消費税減税のほ

うが経済効果が高い、このように指摘をしております。食品の高騰でエンゲル係数はこの40年で過

去最高域になっています。エンゲル係数は、2022年９月から2023年８月までの12か月間累計、この

エンゲル係数が29.0％、この数字は過去最高の2021年１月、２月、この29％と並んでいると、この

ように言われています。食糧費の負担増がしわ寄せをしているのです。食べるものを減らさざるを

得ない深刻な生活苦が広がっているのではないでしょうか。 

 物価を下げる消費税５％の緊急減税に踏み切るべきと思いますが、いかがでしょうか。減税に踏

み切れば、インボイス制度、混乱が広がっていますが、必要なくなります。どのようにお考えかお

願いをいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 
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○村 長（内山信行） 

 物価高騰対策についてお答えいたします。 

 現在の世界情勢を背景とした国際的な原材料価格の上昇や円安の影響などにより、日常生活に欠

かせないエネルギーや食料品等の価格が上昇するなど、物価高騰が私たちの生活に大きな影響を及

ぼしております。 

 このため、国では物価高騰などへの対応として、総額で13兆1,992億円の補正予算が、去る11月

29日に参議院で可決、成立いたしました。 

 この物価高への対応としては、住民税非課税の低所得者世帯に対する７万円の給付、ガソリン代

や電気代、ガス代の負担軽減措置を来年４月末まで延長するための費用などが計上されております。 

 また、岸田政権が経済対策の目玉に掲げた所得税と住民税の減税は、来年６月からの実施のため、

今回の補正予算とは別枠になっております。 

 そこで、まず初めに、政府の所得税減税の対象にならない方への対応についてでありますが、所

得税等の減税につきましては、議員お話のとおり所得税で３万円、個人住民税で１万円の合計４万

円を、納税者本人とその配偶者を含めた扶養親族１人当たりに対し減税するもので、開始時期は、

先ほども申し上げましたとおり、令和６年度の税制改正により６月から実施することとされており

ます。 

 一方、低所得者世帯への給付金につきましては、今年の７月から住民税非課税世帯に１世帯３万

円の給付を行ってまいりましたが、今回の国の補正予算では、さらに１世帯７万円の追加給付を行

い、合計10万円の支援を行うこととしております。 

 また、長野県では、国の１世帯３万円の給付金の際、給付対象とならない住民税所得割の非課税

世帯に対し、現在１世帯２万円の給付を行っております。 

 このような状況の中で、村といたしましては今後も国や県の動向に注意しつつ、村民の皆様に対

しまして不利益とならぬよう、適切に努めてまいりたいと考えております。 

 そのような中で、今後、国ではこの所得税の減税や低所得者世帯への給付金のどちらも対象とな

らないはざまの方へも可能な限り公平を確保できる適切な支援を行う必要があるとも言われており

ますことから、漏れが生じない公平な制度づくりに期待するものでございます。 

 次に、消費税の５％への緊急減税とインボイス制度の撤回についてでありますが、消費税は、景

気や人口構成の変化に左右されにくく安定していることや、働く世代など特定の者に負担が集中す

ることなく、経済活動に与える影響も比較的小さいことなどから、社会保障の財源としてふさわし

い税と言われております。 

 また、令和元年10月に実施された消費税の引上げは、社会保障の安定性の確保と財政健全化を同

時に達成することを目的としたものであり、これにより本村の地方消費税交付金も、令和４年度決

算で１億6,246万8,000円となっており、有効に活用させていただいているところでございます。 



－66－ 

 このため、現在の消費税につきましては、今後のさらなる高齢化社会に向けた対策や、子育て環

境のさらなる充実のための貴重な財源でありますことから、今後の国の動向等を注視してまいりた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 また、本年10月１日から開始されたインボイス制度につきましては、消費税の軽減税率の実施に

合わせ、売り手が買い手に対し正確な適用税率や消費税額などを伝えるために導入されたものであ

りますことから、複数の税率下で適正な課税を確保するためには必要な制度であると認識をしてお

ります。 

 したがいまして、今後も村内事業者の皆様への影響について注視してまいりますとともに、混乱

が生じないように事業者の皆様への適切な対応をしてまいりたいと考えておりますので、御理解賜

りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 消費税は社会保障のために必要と、こういう議論がありますが、果たしてそうでしょうか。消費

税導入以来、社会保障で前進していることがあるでしょうか。 

 国民年金保険料は、1990年のときには月8,400円でした。2020年には１万6,540円になっています。

国民健康保険税、全国平均は1990年に１人当たり年６万2,000円でした。これが、2020年には９万

6,000円になっています。介護保険料は、１人当たり2000年度には月2,911円でしたが、2021年度に

は6,014円となっています。健康保険、本人の外来医療費、1990年のときには１割負担でした。今

現在３割負担です。75歳以上の外来医療費、1990年、１か月800円でした。今は所得に応じて１割

から３割の負担となっています。介護サービスの利用料、2000年度には１割負担でした。これが現

在、収入、所得に応じて１割から３割となっています。年金の支給額は、2013年から2023年度、こ

れで実質7.3％減ということであります。こうした実態を、村長はどのように思われますか。 

 次に、消費税の減税とインボイスの関係ですが、とりわけインボイス、混乱が生じないように適

切な対応をしていくということでありますが、この10月１日から実際にインボイス制度が始まって、

会計事務作業などで大変な目に遭われている方、いらっしゃいます。適切な対応をすれば混乱が防

げるのでしょうか、事務負担は増えないのでしょうか、お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 今、議員のほうから消費税のいわゆる社会保障にそれが還元されていないということをお話しし、

そしてそれに対してここ数年の国民健康保険を含めたそれぞれの、介護も含めて上がっているのに
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対して年金が下がっていると、このような話があり、これに対して私はどう思うかというふうな再

質問というふうに思っております。 

 まず、消費税の社会保障への利用については、国のほうで適正に社会保障に活用されていると、

このように理解をしております。そして、国保等の値上がりも、いわゆる県のほうに移管されて以

降改善され、また令和９年には全体としての目標値がありますが、そういった展望を含めて、私も

自分の年を含めて、先ほどあったような高齢者のそういう負担については身にしみていないわけで

はありませんけれども、そういった点がかなり厳しいですけれども、全体としてはある程度負担を

していただきながら、各支援策をしていくことも必要かなというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 そして、インボイスについてはいろいろな混乱ということで、職員の負担等も含めてというお話

がありましたけれども、その辺を含めてしっかりと担当部局のほうで担当省としっかりと打合せを

しながら事業者に対して指導を行ってまいりたい、このように考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 エンゲル係数が過去最高域に達している、そうした主たる原因としては、この間、賃金が上がっ

ていないということがあります。公務員の高卒の初任給、地方公務員もほとんど同じですが、平成

10年、1998年、このときは14万1,700円です。平成27年、17年後です、2015年、このときが14万

4,600円、そして今年の人事院勧告によってようやく16万円台に初任給は引き上がりますが、やは

りこうした賃金が実質、名目とも伸びていないというところに大きな原因がある、ここのところの

改善が必要だと、そのことを訴えておきたいと思います。 

 また、インボイス問題は、いろんな配慮をすれば混乱が生じないということではなくて、もう実

際に混乱は生じている、あるいはフリーランスの方は影響を受けているということは指摘をさせて

おきたいと思います。 

 ３項目め、国民健康保険について質問します。 

 2018年４月から国保の都道府県化が実施をされました。これによって、国は市区町村の所得水準

に見合うよう公的医療支出を抑制させたり、必要と見込まれる医療水準に合わせて保険税を引き上

げさせたりする役割を都道府県に負わせました。 

 都道府県化の実施前、多くの自治体では国保税の高騰を抑えたり、自治体独自の国保税減免を行

ったりするため、一般会計から国保会計に国の基準以上の公費を繰り入れる措置、いわゆる法定外

繰入れを行ってまいりました。2015年時点での繰入れ実施自治体は760市町村、繰入れ総額は3,000

億円超とされております。この法定外繰入れをやめさせることこそ、制度改編の狙いなのです。 
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 政府は以前から法定外繰入れを問題視していましたが、2010年代を契機に同じ都道府県の中で市

町村ごとに保険税が違うのは格差だとして、法定外繰入れをやめ、その分を保険料に転嫁しろとい

う主張を強く打ち出しました。格差解消のために悪いほうに合わせろというものです。これを、厚

労省は保険料の平準化と呼びました。保険料平準化の名で、繰入れの解消、滞納制度の強化、医療

費削減を一層強力に推進するため、そのために都道府県化を進めたと言えます。 

 都道府県には、国保運営方針を定めることが義務づけられています。その内容は、国保運営方針

策定要綱、厚労省が示すもの、これをガイドラインといいますが、これを参考にしながら決めるこ

とになっていますが、そこで最大の眼目とされるのが赤字解消、平準化の名で法定外繰入れをやめ

させていくことです。 

 政府は、2020年５月にガイドラインを改定し、そこで従来から掲げていた平準化に加え、将来的

に都道府県内での保険料水準統一を目指すことを明記しました。また、2021年に法改定で、保険料

の水準の平準化に関する事項を国保運営方針の必須記載事項としたのです。さらに、2023年には、

国保運営方針の運営期間を１期６年とした上で、医療費適正化の取組なども必須記載事項としまし

た。そして、2024年から2029年度の６年間で、保険料の統一化、法定外繰入れの完全解消を打ち出

してきたのです。 

 2024年度からの次期国保運営方針策定に向けガイドラインを改定し、今年の６月24日、その内容

を都道府県に通知しております。それは、保険料水準の統一の達成目標や達成年度、達成に向けた

取組等を定め、保険料水準の平準化に向けた取組を一段と加速させるための期間とする。完全統一

を都道府県のどこに住んでいても同じ所得水準、世帯構成であれば同じ保険料であることと定義し

て、将来的には完全統一を目指すのが望ましいことを明記する。都道府県全体としての法定外繰入

れ等の解消目標予定年度、取組内容を運営方針に記載することを求めるなどとしております。この

ガイドラインを受けた次期国保運営方針の策定において、都道府県は国保料の統一化に向けた姿勢

を国から厳しく問われることとなります。 

 統一化のトップランナーは、大阪府です。大阪府の市町村の国保料は、2018年度の都道府県化以

降、23年度までの５年間で15％から18％も引き上げられています。2023年度の給与収入130万円、

単身者の国保料を比較すると、全国で最も高いワースト20自治体のうち、８割に当たる16自治体が

大阪府の市町で占められているといいます。大阪府の統一保険料が全国最高水準の高さである上に、

府下14自治体がそれに合わせて国保料を設定したことによります。 

 厚労省の区分では、大阪府に続いて保険料の統一の目標年度を国保運営方針に定めているのはほ

かに17道県とされ、長野県もこの中に入っております。 

 そこで、伺います。 

 まず、本村の国保の現況はどのようになっているでしょうか。当初予算立ててから半年を経過を

しております。医療給付費の現状等、説明を願います。 
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 県は、令和９年度までに目指す姿、１は完全統一、２は準統一、３は二次医療圏単位での標準保

険料の採用、このいずれにも行けるよう料率等の格差是正を図るとしております。応益率が低い自

治体は、標準保険料率を目指すことがうたわれていますが、本村はこの影響をどのように受けるよ

うになりますか。 

 先ほど述べました厚労省のガイドラインは、地方自治法245条の４第１項に基づく技術的助言と

されています。都道府県は、国保運営方針策定までに市町村等との連絡協議会を開催して協議し、

国保運営方針等の策定後も市町村への意見聴取をしなければならないとされていますが、ガイドラ

インに従うことはないといった意見を県に上げるべきと思いますが、いかがでしょうか。 

 コロナ危機や物価高で生活は大変です。法定外繰入れなどで国保税の引下げを検討すべきではあ

りませんか。法定外繰入れ、2015年度は760自治体が行っていました。2020年度、減少したとはい

え269自治体が繰入れを継続しています。2021年に全国市長会、全国町村長会が、法定外繰入れに

ついて、国は法律で制限を加えるのは地方分権の趣旨に反すると異議を呈したのは当然のことだと

思います。国保税の引下げについてどのようにお考えか、答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 国民健康保険についてお答えいたします。 

 国民健康保険は、国民皆保険制度の中核を担い、地域医療の確保や地域住民の健康の保持、増進

に大変重要な役割を果たしておりますが、財政基盤等に係る構造的な問題を抱えるとともに、近年

では急速な高齢化の進行や医療の高度化、及び高額薬剤の保険適用も加わり、医療費が増大してい

ることや、長引く景気の低迷や比較的所得の少ない方の加入割合が増加していることなどから、全

国的に国民健康保険財政は厳しい状況と言われております。 

 こうしたことを背景に、国では平成27年５月に国民健康保険法を改正し、平成30年４月からは都

道府県も市町村と同様に保険者に位置づけられ、県が財政運営の責任主体となって、安定的な財政

運営や効率的な事業の確保等に中心的な役割を担うこととされております。 

 これを受けて、県においては、令和３年３月に長野県国民健康保険運営方針等を策定し、比較的

小規模保険者が多い県内自治体の医療費水準の格差是正や、保険料水準の統一を図ることなどによ

って、持続可能な医療保険制度の構築を目指すこととしております。 

 そこで、国保特別会計の現況における当初予算の推移についてのお尋ねでありますが、歳出にお

ける医療給付費につきましては、本年10月末時点で当初予算６億981万2,000円に対し、執行率が約

60％の３億6,805万円で、前年同時期と比較しますと約５ポイント上昇しております。 

 一方、これに対する歳入では、長野県国民健康保険運営方針で示されております標準的な保険料

の算定方式である、加入世帯の構成人数に応じた均等割と、１世帯当たりの平等割の応益負担、及
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び加入者の所得に応じた所得割の応能負担からなる３方式を採用することとして、令和５年度の保

険税の算定から、従来の応能負担分である資産割を廃止させていただいたところであります。 

 そこで、年度半ばである現時点において、具体的な検証は難しいわけでございますが、保険税割

合の約７％を占めていた資産割を被保険者全世帯一律で引き下げたことにつきましては、その後の

令和４年度の決算状況を見ますと、単年度実質収支で令和３年度と比較して約1,800万円減少し、

僅かな赤字に転じましたことなどから、厳しい結果も想定しながら、今後の医療費の動向に注意し

てまいりたいと考えております。 

 次に、応益割率の低い市町村が標準保険税率を目指すことに対する本村の影響についてのお尋ね

でありますが、県の運営方針の中で、標準的な保険料の算定方法としましては、全国平均と比較し

た県の所得水準によって応能分と応益分の割合を設定することとされており、本県においては令和

９年度を目途に、応能分と応益分の割合を49対51に設定する旨の方針が示されております。 

 現在、本村におきましては、令和５年度本算定後の応能分と応益分の割合は59対41となっており、

応能分の所得割の課税額が高い比率となっている状況でございます。 

 このため、県で示された標準保険料率を目指すためには、応益分の均等割や平等割の課税額を引

き上げなければならないため、被保険者の多い世帯への負担増につながることから、全体のバラン

スを考慮しつつ、激変緩和を図りながら慎重に対応してまいりたいと考えております。 

 次に、2024年度からの次期国保運営方針策定に向けてのガイドラインの対応についてのお尋ねで

ありますが、現状では県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等

に中心的な役割を担うこととされたため、今後の医療給付費などの増加や、加入被保険者数の減少

などにより、市町村単独とした場合の財政状況の脆弱化は避けられないものであると考えておりま

す。 

 したがいまして、村の被保険者の皆さんに安定的かつ持続的な医療サービスの提供を図るために

は、県の運営方針に沿った形での見直しを行っていくことが賢明であり、ガイドラインについて県

に意見を申し上げることについては考えておりませんので、よろしくお願いいたします。 

 次に、法定外繰入れによる国保税の引下げの検討についてでありますが、これまで村では平成22

年度から24年度までの医療費の急激な増嵩により、その対応策として国保基金の取崩しや国保税の

引上げとともに、平成23年度から25年度までの間で一般会計から8,100万円の基準外繰入れを行っ

て、危機的な状況を乗り切った経緯がございますが、これ以外に一般会計からの基準外繰入れは行

っておりません。 

 このため、国保への一般会計からの基準外繰入れは、真に独立採算を基本とする国民健康保険制

度の根幹に関わり、ひいては地方交付税の指針となる国の地方財政計画や、厚生労働省の国保の国

庫補助金の予算などにも大きな影響を及ぼすとされ、国保会計そのものにおきましても、特別交付

金における保険者努力支援金分が減額されるなど、制度運営への影響を懸念するところであります。 
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 また、県の運営方針におきましても、将来的な保険料水準の統一に向けて、法定外一般会計繰入

れの解消を進めることとした上で、法定外繰入れを行っている市町村は具体的取組を記載した赤字

解消計画を策定し、目標年次を定め、段階的、計画的な解消や削減を図ることとしております。 

 したがいまして、村といたしましては、一般会計からの基準外繰入れについては行うべきではな

いと考えており、今後の保険料水準の統一を見据えた中で適正な保険税額の改正に努めてまいりた

いと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────山嵜秀治議員。 

○10番（山嵜秀治議員） 

 すみません、時間の関係で簡潔に申し上げます。 

 今の村の国民健康保険税の水準について、村長は適正であるとお考えですか。村民の皆さんには

高い負担となっているとお考えですか。それだけお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 先ほどの答弁の冒頭にも御説明申し上げたように、国保税の維持については非常に厳しい状況に

置かれていると、このように答弁申し上げましたので、私の考えもそういうことは持っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、山嵜秀治議員の質問を終わります。 

─────11番 黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 通告に従い、質問をいたします。 

 私からは、大きく２つの質問をいたします。 

 移住定住、また空き家の住宅助成についてお伺いいたします。 

 少子高齢化、人口減少、これが進む高山村の中ですけれども、村への人の流れをつくるというこ

とは、移住定住の環境整備、また制度を大切にしていくと、これが村では非常に大切な戦略だと思

っております。 

 新しい人たちが移住定住をしていただける、そんな環境をつくることも非常に大切ですが、村出

身者、学生など学業が終わったり、また結婚、出産を機に親元で安心して暮らしたいなということ

で帰ってこられる、生活をしてくる方々も見受けられます。これからはそういう方々、子どもたち

がこの村を支えていく強い、支えてくれることが強く願うばかりであります。 

 また、あわせて、将来空き家になってしまうのではないかと考える高齢者の住宅事情について、
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３点ほど質問させていただきます。 

 １つ目は、若者住宅建設促進事業助成金制度の中の、この制度というのは高山村の中でも新築住

宅、中古住宅等々もありまして、その中でまた増改築予定の住宅で住居用部分の床面積が50㎡を超

えるものという形で書かれています。新築住宅の場合15万、中古住宅の場合10万、多世代同居世帯

のための新築・増改築の場合は50万となっております。 

 この中で、新築・増改築、多世代の同居世帯のための新築・増改築の条件について、リフォーム

というものは対象外ということでお聞きしました。この辺、増改築とリフォームとの違い、条件の

設定の理由などもお聞かせ願い、あわせて若者がＵターンしやすい、定住しやすい条件に変更すべ

きと考えますが、いかがでしょうか。 

 ２つ目に、同じ若者住宅建設促進事業助成金制度の助成金額について、先ほども述べましたが新

築15万、中古住宅10万、多世代の増改築というので50万となっていますが、近隣では、小布施町で

は親世帯と同じ敷地内にある離れ、これをリフォームして子の世帯の住宅とする工事、これも対象

となっている子育て世代３世代住宅、新築、増築、リフォームに係る費用の一部を助成するという

ものがあります。これは、助成内容は費用の２分の１、上限が30万円です。ただし、町内の事業者

が施行する場合は20万円を加算するという制度になっております。 

 そんな形で、高山の場合はこの金額だけが載っていて、なぜその費用の何分の１、上限が幾ら等

になっていないのか、その辺をお聞きします。 

 ３つ目、これからは空き家がもっと増えると言われています。先日、高齢者の独り暮らしの方か

ら、使っていない倉庫などを取り壊したいということで、助成などそんな窓口はありますかという

質問をされました。将来空き家になってしまう、また相続などのやはり問題が気になる、また地域

に迷惑かけるのではないか、そんなことを思っていらっしゃる高齢者もいらっしゃいます。 

 そんなところで、村ではその助成や窓口などがありますか、お聞きします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────荒井定住支援室長。 

○定住支援室長（建設水道課長）（荒井孝浩） 

 移住対策・空き家の住宅助成についてお答えをいたします。 

 村では、人口増加と若者世帯の定住を促進するとともに、世代間の支え合いを推進するため、こ

れまで実施してきました高山村若者住宅建設資金融資利子補給金に代わる支援策として、村内で住

宅を取得した45歳以下の若者を対象に、令和３年度に高山村若者住宅建設促進事業助成金交付要綱

を制定し、新築住宅は15万円、中古住宅の購入は10万円、多世代同居住宅の新築または増改築は50

万円をそれぞれ交付しております。 

 そこで、まず初めに、改築とリフォームの違い及び助成条件の理由についてのお尋ねでございま

すが、建築基準法などによりますと、改築とは建物の全部もしくは一部を除却し、これと用途、規
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模、構造の著しく異ならない建造物を建てることとされ、一方リフォームにつきましては、建築基

準法の大規模の修繕や模様替えに該当し、一般的には老朽化している外壁の塗り替えや古くなった

キッチン設備などを改修することと言われております。 

 そのため、リフォームは、風呂、トイレだけなど建物を局所的に改修することができるため、改

築と比較して少ない費用できれいな住宅に生まれ変わることができることから、リフォームが増加

傾向にあります。 

 しかしながら、風呂だけ、あるいはトイレだけの改修が果たして定住に結びつくものなのか不明

確であることなどから、リフォームにつきましては交付対象外として取り扱っているところであり

ます。 

 そうした中で、議員御指摘のようにＵターンや定住しやすい条件整備を整えることは必要であり

ますことから、リフォームを交付対象とすることにつきましては、今後、先進事例なども参考に研

究してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、補助金の補助率及び上限設定についてのお尋ねでありますが、通常、補助事業の場合、補

助率や上限額を設定するのが一般的でありますが、補助率を設定せず補助単価のみを規定している

補助事業もございます。 

 そこで、若者住宅建設促進事業助成金につきましては、建築費の大小にかかわらず、若者夫婦の

いずれかまたは母子家庭の母等で、村内に定住する意思を持ち、自ら居住することを目的に住宅を

取得した者に交付することとしているため、あえて補助率を設けず、補助単価として新築住宅は15

万円、中古住宅は10万円、多世代同居世帯の新築・増改築住宅は50万円を交付することとしており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、使用しなくなった倉庫などの撤去費用の助成や相談窓口についてのお尋ねでございますが、

空き家に関する相談につきましては、定住支援室が窓口となっておりますほか、本年６月からは、

チャオルで定期的に開催されております寄ったい市場に相談コーナーを設けて、空き家などに関す

る相談を受け付けているところであります。 

 そこで、議員お話の独り暮らし高齢者に関する将来の空き家についての相談でありますが、心配

されるお気持ちは十分理解いたしますが、今後、空き家になりそうであっても、それが何年先なの

か、また住宅だけか、倉庫も含めるかなど、どのような建物を対象とすべきか、また相続人の有無

など対象を明確に線引きすることが大変困難であると思われます。 

 また、倉庫といえども、あくまでも個人の財産であり、その建物の取壊し費用を村が支援するこ

との必要性などを考慮いたしますと、建物の取壊しに関する支援は難しいものと考えております。 

 したがいまして、今後とも若者の移住定住対策の充実を図ることはもとより、空き家の増加を抑

えるため、空き家となりそうな住宅を未然に防ぐことも必要と思われますことから、今後、先進事

例なども参考に研究してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再質問をさせていただきます。 

 若者住宅、これに関してはやはりリフォームのことも検討していただいたり、またそのいろいろ

な相談が来たときに、これは無理です、これはできます、そういう単純なことじゃなく、そういう

こともやはり資料として持っていて、今後そのことが、リフォームとか上限が必要だとか、下限が

必要だとか、そういうこともこれからは検討していく余地が多々あると思うので、その辺は今後、

検討材料になるのか、その辺をお聞きしたいのと、やはり独り暮らしの方々というのは、まだまだ

元気だと思ったときにちょっと不安になるときがあるんです。そのときにいろいろ相談を私も受け

ます。これが、男の子がいるとかならいいんですが、子どもは女だけで嫁いじゃっていると。そう

すると、もうその家庭では多分相続してくれないだろう。そうなると、逆にいうと空き家、放置空

家になってしまう。逆に言うと、その窓口がある程度機能していると、そこにも連絡しやすいし、

空き家になった場合も対応しやすい、そういうところまでこれからは考えていかなきゃならないん

じゃないかなと。 

 今、寄ったい市場などでやっていると言われましたが、高齢者の方がそこまで行けないんです。

要するに、行く足がないんです。それでどうしたらいいかなということも、逆にこれは定住支援室

だけじゃないとは思います。これは健康福祉課、総務課も全部含めてだと思いますが、民生委員と

か区長さんとか、そういう形でそういうお便りとか連絡取り合うということも今後していかなきゃ

いけないと思いますが、その辺はいかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────荒井定住支援室長。 

○定住支援室長（建設水道課長）（荒井孝浩） 

 再質問にお答えをいたします。 

 お答え、ちょっと順番前後ごちゃ混ぜになってしまう部分もあるかと思いますが、よろしくお願

いいたします。 

 先ほど、民生委員さんというお話も出ましたけれども、定住支援室ができまして、昨年から年１

回ではございますけれども、民生委員会に出席をさせていただいて、民生委員さんに直接高齢者の

方から御相談あったら定住支援室のほうにおつなぎいただきますようにお願いはしているところで

あります。 

 また、個々の問合せ、相談の関係につきましても、電話、窓口に来られた場合のものにつきまし

ては台帳を作成しておりまして、どんな相談でどんな問合せあったかというのはパソコン上で登録

して整備をしているところでございます。 



－75－ 

 それで、高齢者の家庭の、家庭内の中の相続とかの絡みのお話かと思うんですけれども、基本的

には家庭内の中で御家族でコミュニケーションを取っていただいて、空き家となる前に今後の維持

管理などについて解決をしていただきたいなと思うところではございます。 

 そんな中で、村といたしましては様々な機会を捉えて村民の皆さんに啓発はしてまいりたいと考

えておるところでございます。 

 また、リフォームの関係につきましては、私も県内の他市町村の状況を見させていただきました。

本当にいろいろ様々でございまして、移住促進や村内の経済の活性化なども目的といたしまして、

リフォームに対しての補助事業を行っている町村もございます。その中で、金額の大きなところで

は、村外からの移住する若者の新築住宅に対して200万円を補助するというところもございました。 

 本村にとってどの、リフォーム補助事業とするとした場合に、既存の若者住宅も同様ですけれど

も、どのぐらいの金額が適当なのか、適正なのか、そのあたりも検討していかなければいけないの

かなというふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 そのあたり、やはり検討していただいて、リフォームに関しても、その若者だけではなく移住に

関しても非常によい制度だと思いますが、まだ改善する余地が多々あると思うので、また検討して

いただきたい。 

 空き家に関しては、本当にやはり特定空家になってしまってからどうしたらいいかということを

考えるのじゃなくて、その前からやはりある程度チェックしたり、リストつくれとは言いませんが、

やはりそういうところに目配りができる、そんな感じの行政になってほしいなということで、次の

質問に移りたいと思います。よろしくお願いします。 

 ２つ目ですが、村民ホールの利用についてであります。 

 村民ホールの利用については、以前、議員の中からもいろんな利用法があるんじゃないかという

ことを質問されていたこともあったと思いますが、私からは、やはりこの新しくなって、いろんな

形で活用がされています。特に打合せなど、また学生の勉強などでも、本当に中学生が利用したり

しています。家庭のとか知人の待ち合わせなどにも使われるのが増えてきているのかなと思われま

す。特にそういうことも考えながら、今後、村としても村民の中で広く使っていただきたい、利用

していただきたいということを前回も答弁されていたと思いますが、そこでちょっと質問させてい

ただきます。 

 このホールの利用時間、現在、多分５時15分になったままだと思うんですが、ちょっと早いので

はないでしょうか。やはり役場の会議、７時、８時までかかっていたりして利用しているわけです
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ので。また、あそこのブラインド、役場の庁舎内のブラインドとか、また奥の扉も設置したわけで

すので、やはりそういうことも利用しながら考えると、やはりもう少し伸ばしたほうが、７時半ぐ

らいまで使ったほうがいいのではないか。 

 これは、なぜそういうことを言うかというと、これから多分公民館のほうが改修、長寿命化をや

るとなると、やはり利用する場所が少なくなってくる、村民ホールを使おうということもあります。

また、部活動などで４時半には下校で、５時半とか６時からは、今度は外部講師で体育館を使える。

この１時間とか１時間半が非常に無駄になって、逆にうちに帰ってください。帰っていたらもう来

たくないよとなっても困る。そういうときに、ちょっと学校から帰りに村民ホールで宿題を少しや

ってから部活動に行くということも、今後可能なはずなんです。そういうことも考えて、この利用

時間、これは７時半ぐらいにしてもらえればよろしいかなと思うんですが、その辺をお聞きします。 

 あと、照明に関してですけれども、間接照明で非常にいいんですが、休憩とか打合せでは非常に

いいんですが、子どもたちの勉強という形になってくるとちょっと暗いのかなということが気にな

ります。場所によるとスポットがあるんですが、やはりそういうところも気にしていただけるかな

と。子どもの視力が落ちるというのは、小学校、中学校からが特に多いので、その辺は何かもう少

し明るくしてもらったほうがいいのか、これは私の意見ですけれども、ちょっと検討していただき

たいと思いますが、よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川総務課長。 

○総務課長（宮川裕明） 

 村民ホールの利用についてお答えいたします。 

 役場村民ホールにつきましては、待合場所や休憩場所として手狭であることや、冷暖房設備が整

っていないため、夏季や冬期間において過ごしにくいことなどの課題があったことから、役場に来

庁される皆さんにとって村民ホールが親しみやすく利用しやすい環境にするため、前年度において

リニューアル工事を実施し、本年４月から多くの皆さんに御利用いただいております。 

 そこで、まず初めに村民ホールの利用時間が短いのではないかとのお尋ねでありますが、この村

民ホールは窓口や会議等で役場に来庁される皆さんの待合場所や休憩場所としての利用を始め、短

時間の打合せ場所としての利用など、本来の役場玄関としての利用目的に加え、リモートワークで

利用される方や中学生の勉強スペース、さらには小中学生等のバスや迎えを待つ方など、比較的静

かで居心地のよい場所として様々な皆さんに御利用いただいております。 

 このため、多くの皆さんに有効に活用していただくことは大変ありがたく、今回のリニューアル

が大変意義のあるものであったと思っております。 

 しかしながら、村民ホールはあくまでも公民館等の文化施設や、いわゆるイベントスペースとは

性格が異なるものと考えており、利用目的によっては公民館を利用していただくことが適当である
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と考えております。 

 このため、利用時間につきましては、役場及び所等の取締に関する規則第２条の規定に基づき、

原則役場の執務時間と同じ、平日の午前８時30分から午後５時15分までとさせていただいておりま

す。 

 ただし、役場２階の会議室等で時間外に会議等を行う場合については、会議を開催する所管課職

員の責任の下、その会議が終了するまでの間は利用できますが、これはあくまでも特例であって、

基本は先ほど申し上げたとおり平日の午後５時15分までとなっておりますので、御理解賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 次に、村民ホールの利用時間を午後７時半頃まで開放してはどうかとの御提案でありますが、先

ほども申し上げましたとおり、村民ホールは役場庁舎のメイン玄関口であり、事務室や村長室、ま

た書類等を保管している倉庫や２階の会議室、３階議場等へつながっておりますことから、役場庁

舎のセキュリティー確保の観点からも大変重要なスペースであると考えております。 

 このため、職員が不在となる閉庁後につきましては、宿直担当者が速やかに玄関を施錠し、庁舎

内の警備に当たる必要があることなどから、議員御提案の村民ホール利用時間の延長につきまして

は難しいものと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、村民ホールの間接照明を明るい照明にしてはどうかとの御提案でありますが、今回の村民

ホールのリニューアルに当たっては、当初から木のぬくもりが感じられる空間をテーマに、全体的

に落ち着いたくつろげるスペースとして設計をしておりますことから、従来のやや白い光のＬＥＤ

照明設備に加え、温かみのあるややオレンジ色かかった間接照明を、ホール中央のほか南面テラス

席に増設して設置させていただいております。 

 また、建物の構造上、日中においては南面のテラス席側の窓から差し込む太陽の光がホール内に

入るため、今回増設した照明設備の一部については、省エネの観点などから点灯していないときも

ございます。 

 しかしながら、午後は日が陰り、ホール内がやや暗くなることから、小中学生が利用する時間帯

となる午後３時以降については全ての照明設備を点灯させ、ホール内の照度を確保することとして

おります。 

 したがいまして、今後とも村民の皆様を始め小中学生や来庁される皆さんに村民ホールを有効に

利用していただけるよう、適切な維持管理に努めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 再質問します。 
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 ５時15分、正直なところそれは事務的なことだとは思うんですが、実際には相当な残業で皆さん

がいらっしゃるというのもそうですし、村民ホールをいかに利用してほしいというところもいろい

ろ考えるところであります。正直、先ほども言いましたが、７時半とは言いませんが、やはり部活

動の関係でも外部委託をするような形になってきています。また、子どもたちがやはりそこで５時

15分ではちょっと早過ぎるのではないかなと。そのあたりもやはり検討する余地があると思うので

すが、その辺はいかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────宮川総務課長。 

○総務課長（宮川裕明） 

 先ほども申し上げたとおり、原則は５時15分ということでございます。そして、残業する職員が

おるじゃないかという御意見もいただいておりますけれども、これはあくまでも役場としますと超

勤はなるべくしない方向でという先ほどの一般質問もございましたとおり、なるべく定時で帰るよ

うに、今後そういった形を可能な限り取っていきたいと思っておりますし、また残業する職員も玄

関のほうへ気を配っている時間は基本的にはございません。 

 そういった中で、やはりもし開けておくとなりますと、それなりのしっかりした管理する者がい

なければ、時間外については解放しておくことが難しいということでございますので、その辺は御

理解いただきたいかと思います。 

 また、中学生等の部活の関係で、若干いる時間が欲しいということでございます。その辺は村民

ホールのみじゃなくて、今後どういった形が取れるのか、公民館なり中学校の校舎内、どういった

形でその居場所を確保できるのか、その辺はまた教育委員会等も含めながら検討をさせていただき

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────黒岩清道議員。 

○11番（黒岩清道議員） 

 正直なところ、本当に検討していただきたいと。長寿命化で公民館も改修をするということが進

んでいるわけです。部活動もやはり外部委託していくということが進んでいる中です。村民ホール

使って、つくって皆さん使ってくださいよと言って、そのあたりでピシッと止めるのではなく、皆

さんの御意見を聞きながら柔軟なことも検討していく必要が今後あると思いますけれども、その辺

も強く訴えて、私からの質問を終わらせていただきます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、黒岩清道議員の質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 
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 お疲れさまでした。 

午後３時29分  散 会 
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午前10時00分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 １時間を目安に換気及び質問席、答弁席の消毒のため休憩を取り、議事進行したいと思います。 

 テレビ中継のほかに質問者のカメラ撮影を許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────８番 湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 おはようございます。 

 通告に従いまして質問いたします。 

 初めに、冬季の除雪体制について伺います。 

 本村は、豪雪地帯対策特別措置法に基づいて、長野県内の10市町村と共に特別豪雪地帯に指定さ

れております。第８次長野県総合雪対策計画において、特別豪雪地帯では、人口減少と少子高齢化

が進んでおり、その進行がより急速となっている。また、自助による除雪が困難な世帯もある中、

地域での互助による除雪も高齢化により難しくなり、さらに除雪オペレーターや除雪作業員など除

雪の担い手の高齢化や人手の確保対策等地域での除排雪体制の維持が課題となっている。 

 また、毎年除排雪作業中の事故が発生しており、高齢者を中心に屋根の雪下ろし作業に伴う転落

事故などの重大事故も発生している。加えて、人口減少に伴って課題となってきた空き家について
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は、倒壊により周囲への影響が懸念されるほか、空き家周囲の道路の除排雪が行われないことが地

域の負担となっている。 

 このことから、道路の除排雪体制の確保と地域ぐるみの除排雪体制の構築、除雪の担い手対策や

克雪住宅等の整備、除排雪作業中の安全確保を促す啓発といった取組が求められていると指摘して

おります。 

 そこで、本村は特別豪雪地帯に指定され、毎年大型ドーザーの導入、小型除雪機や各地域に貸与

したり、村内の除雪体制を支えております。 

 さて、本村でも県の認識同様、人口減少や高齢化が進行しており、例えば緑ヶ丘区においては、

区の組織の一つとして高齢者宅の除雪や、また、幅の狭い道路の除雪を数人のボランティアの皆さ

んが村から貸与された小型除雪機や、また、場所によっては、人力で除雪作業を行っていただいて

おります。皆さん御存じのように、緑ヶ丘区の住宅地の道路幅は狭く、冬になっても雪が降らない

とでも思って住宅建設をされたのではないかなという思いもあったりする道路となっております。 

 ところで、現在その緑ヶ丘区では、実際に作業に携わる皆さんへの報酬は、区費において幾らか

支給されておりますけれども、村費からの手当てはされていないと聞いております。また、貸与さ

れている除雪機の維持管理費、また、燃料代も区の負担となっております。 

 私は、冬季の除雪作業は、村道の除雪、また、高齢者住宅の作業についてはできるだけ村費で行

うものではないかなと考えますが、いかがでしょうか。 

 そこで、３点お聞きしたいと思います。 

 １つ、自治区内の除雪作業者にも村費によって報酬支払いを求めます。 

 ２番、貸与されている除雪機の燃料代、また、修理代等のものも公費の負担をお願いしたいと思

います。 

 ３番、安心して作業を実施していただけるよう事故等による補償、保険の充実も求めたいと思い

ますが、以上、答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────荒井建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（荒井孝浩） 

 冬季の除雪体制についてお答えをいたします。 

 冬期の降雪時における道路交通の確保は、県と村において除雪計画等の作業基準を定め、除雪受

託事業者等と連携し、効率的な除雪作業を進めております。 

 しかし、近年は雪による障害が軽減されてきているものの、気候変動の影響を受け、短期間で集

中的に大雪や暴風雪が発生することから、引き続き県による融雪道路の維持管理や村による老朽化

した除雪機械の更新などにより、冬季における道路交通の確保に努めてまいりたいと考えておりま

す。 
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 あわせて、積雪時における消防体制の整備や気候情報の収集、公共交通、ライフライン、保健医

療の確保や教育環境の整備といった安全・安心を守る取組も加えた積雪に関する諸問題を克服する

「克雪」について推進してまいりたいと考えております。 

 そこで、まず初めに、地区内で除雪する経費を村負担とすることについてのお尋ねでございます

が、現在村内の除雪計画は、通学路、バス路線等の幹線道路や公共施設など緊急性の高い箇所を優

先に除雪事業者等により作業を行っております。 

 一方、幹線道路以外の比較的通行量が少なく、大型除雪機械が入れない狭い道路などの除雪につ

きましては、村が区に貸与してあります除雪機械等によってそれぞれ区長さんを中心に除雪を行っ

ていただいており、村が推進しております協働の村づくりに多大な御貢献をいただいておりますこ

とに感謝申し上げます。 

 この協働の村づくりにつきましては、村が自律を選択した平成16年８月からこれまで協働の村づ

くりの一環として、区民の皆さんが主体となって除雪作業を担っていただくとともに、区からの依

頼により村では、路肩に堆積した雪の排雪等を行ってきたところであります。 

 このようなことから、引き続き地域で支え合い、みんなで助け合う共助の精神を尊重し、協働に

よる村づくりを進めるためにも、除雪従事者の報酬や除雪機械の燃料代などを村が負担することに

つきましては、難しいものと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 したがいまして、除雪体制は、県・村及び地区で役割分担することで、自らの地域は自ら守ると

いう村民の皆さんの雪害に対する意識を高めるとともに、歩行型除雪機械の更新や凍結防止剤を提

供することで、地域の防災力向上につながるものと思っております。 

 そのようなことから、村といたしましては、引き続き地域ぐるみの除排雪体制を推進するために

も、区で実施している集落道路などの除雪作業をこれまでと同様に協働による村づくりの一環とし

て御協力いただくとともに、交通量の多い幹線道路などは、除雪受託者等の除排雪作業を中心に効

率的に進めてまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 再質問いたします。 

 本村では、およそ6,500万円ほどが除雪に係る経費となっております。その中に「おてんま支援

事業」というものも計上されております。そこに側溝の工事というような代金も入ってはいますが、

今答弁ありましたように、作業をしていただいている方、また、地域での燃料代というような項目

は入ってはないということになります。 

 ところが、先ほど言いました緑ヶ丘区については、年間15万円ほど予算化して機械の点検整備だ

とかガソリン代、また、作業者への手当てといいますか、報酬というようなことを払っているとい
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うふうに聞いております。そして、今年になって、今年度の作業用に最近整備を行いましたら、数

万円かかったというふうにも聞いております。 

 ということで、それで特に緑ヶ丘区については、先ほど言いましたように、各住宅内の道路がも

う１ｍぐらい道路が広ければ、大型機械でもやってもらえるということですが、そういうことがで

きないという地域です。そして、村道ということになっていますので、そのあたり例えば道路まで

数メートル雪かけばいいよみたいなお宅の地域でしたらあれなんですが、やっぱり地域全体がその

ようになかなか除排雪が難しいという地域は、やはりそれなりに検討していただくということも必

要ではないかというふうに思います。先ほど言いましたこの緑ヶ丘については、数人の５人か６人、

もう少し大勢の皆さんがボランティア精神を発揮して、それこそ崇高なボランティア精神で毎年除

雪をやっていただいているというふうに聞いておりますけれども、その皆さんに代わってシルバー

人材センターに問い合せますと、朝の作業は困難だなという回答もあったりしております。 

 そういう中で、やはり役場という公費からの支援も改めてお願いしたいというふうに思っている

んです。例えば区民の中には、それこそ自分でやっているから、今までもやってきたから、今のと

ころ元気だからいいよという方もいらっしゃるようです。しかし、長野県の全体も含めて全国的に

も高齢化が進む中で、その皆さんもいつまでも元気かということにはなるわけです。 

 そういうことで、改めて村が責任持って、特に村道などの少し距離の長い部分についての除雪に

ついては、経費も含めて持っていただくということをお願いしたいと思うんですが、いかがでしょ

ぅか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────荒井建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（荒井孝浩） 

 再質問に対して御答弁を申し上げます。 

 確かに昭和の古い時期に造られた団地でありますので、緑ヶ丘とか堀之内の一部もそうでしょう

けれども、道路幅が狭くて、大型の除雪機械が入らない、そういう地区につきましては、歩行型の

除雪機程度の機械でしか除雪できないというところかと思います。高山村も広くございまして、積

雪の多い地区、また、比較的積雪の少ない地区という中で、今の緑ヶ丘、あるいは堀之内の地区に

つきましては、比較的少ないほうかなというふうには思っております。 

 そういう中で、地区内でボランティアで除雪作業もしていただいている方につきましては、大変

御苦労をいただいていることかということは感じるところでございます。 

 しかしながら、現段階では、先ほども申し上げましたとおり、協働の村づくりの一環ということ

で、区民の皆さんが主体となって除雪作業を行っていただきたいと。地域で支え合って、みんなで

助け合う共助の精神を尊重していただければありがたいなというふうに現在思っているところでご

ざいます。 
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 そういう中で、もし仮に、補助事業なりを補助していくということでありますと、基本的には、

補助事業を実施するに当たりましては、公平性、公益性、有効性、それと、村と村民の皆さんとの

役割分担の中で真に補助すべきかどうかなどを総合的に検討した上で実施する必要があるというふ

うに考えておるところでございます。 

 そんなことから、現段階では、その支援につきましては考えておらないということでお願いいた

します。よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 ただいまの答弁でいくと、あまり検討の余地もないというふうな感じの答弁かというふうに思っ

ております。 

 ただ、村民全体の公平性ということをおっしゃいますけれども、やはりそれは各地域であったり、

またその地域地域のいろんな実情もあるんだろう思うんですが、やはりそれなりに大変だという部

分は、じゃ、例えば道路の幅を広げるというような工事になると、もっと大変だろうというふうに

思ったりしております。 

 ですから、改めて地域に合った実情をよく考えていただきながら、取り組んでいただくというよ

うなこともお願いしたいと思っています。 

 それと、もう一つ、再々質問したいと思うんですが、緑ヶ丘の今現在いろんな作業を除雪作業を

していただいている、それこそ崇高なボランティア精神で行っていただいている皆さんについて、

万が一事故があったというようなときに、これはなかなか保険ということがどのようになっている

かということをちょっと今心配しているところです。ぜひ事故が起きても安心できるような形のも

のを構築していただけないかという部分が１つ。 

 もう一つ、ある人から、これは全く別の話という形になりますけれども、南志賀高原線のような

県道も含めて、夕方から夜にかけての除雪に対して、なかなか進んでいないという場合もあると。

これは本当に昼間、午後から夜にかけての大雪という場合になるわけですけれども、そのときに迅

速な除雪もお願いしたいなという要望もされておりました。このあたりいかがでしょうか。 

 その２点、保険の問題と除雪の迅速な除雪という部分について改めてお聞きしたいと思いますが、

お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────荒井建設水道課長。 

○建設水道課長（定住支援室長）（荒井孝浩） 

 再々質問についてお答えをいたします。 

 作業中の事故に対する補償というお話でございます。 
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 けが等事故があってはならないことでございますので、十分注意して除雪作業などは行っていた

だきたいと思っているところでございます。 

 今現在のところ、この地区内の除雪につきましては、ボランティアと言いながら、各区の行事と

いいますか、事業という扱いになるのかなというふうに思っているところでございます。 

 区としても、区の中でもいろんなイベント等の関係につきましては、傷害保険に入られているの

かなというふうに思っております。地区の除雪作業につきましても、１つの区の行事という形で補

償対応をしていただければ、現在のところ、そんなふうに考えておるところでございます。 

 それと、２点目の昼間の降雪に対する除雪という質問でございますが、このところ雪の降る時間

帯が様々でございまして、朝方から降り始める、あるいは午後あたりから降り始めるというような

気候変動等の関係もありまして、昔とは違った降り方をしている状況でございます。 

 昼間から降っている場合につきましては、できれば交通量の少ない夜中、あるいは朝方、除雪で

きればいいんでしょうけれども、帰りの通勤時間帯にどうしても除雪をしなければ通行に支障が出

るというような場合も出てまいります。そういったときには、特に車には十分注意をした上で除雪

作業は行っていただいているものと思っております。そういうことも配慮していただいて、通行す

る運転手さんにつきましても、できるだけ除雪機の近くには寄らないような対応をしていただけれ

ばありがたいかなとそんなふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 雪はこれからも地球温暖化がするという中ですが、当面は冬になれば雪が降るという状態は続い

ているというふうに思います。また、全国的にも、日本の社会全体が人口減少、高齢化が進むとい

う中ですので、ぜひ村民が安心して暮らせるような前向きな施策をこれからも改めてお願いしたい

と思います。 

 次の質問に移ります。 

 令和５年度高齢者世帯等燃料券交付事業について質問します。 

 2022年の初めには１ドル115円台だった円相場が、10月には１ドル150円台にまで値下がりして、

現在もその状況が続いております。また、昨年２月からのロシアのウクライナ侵略によって石油等

の燃料価格が高騰し、今年の10月からは、ハマスと、またイスラエルの戦争が起きて、ますます世

界的に経済が混乱しております。そのため、輸入品でありますガソリンなどの石油類が高騰し、そ

の影響によりほぼ全ての商品やサービス価格が上昇しております。 

 そのような燃料価格の高騰により、今冬季の灯油代負担軽減のためということで、令和５年度高

齢者世帯等燃料券交付事業が65歳以上の者のみの世帯等の870世帯に実施されました。 

 ところで、ある方は、自分たちは70歳を超えて僅かな年金で暮らしているので、寒くなっても働
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かなければならない。若い者が同居しているというだけで燃料券が交付されないことは許されない

と言われています。また、ある方は、若者がいるというだけで、暮らしが楽になると言えるのかと

憤慨しておりました。 

 先ほども言いました現在進行形の物価高騰は、一部の人のみに影響があるというものではありま

せん。まして、若者には影響がないというものでもありません。今回の事業では、若者が同居して

いる世帯など約1,600世帯は除外されております。 

 そこで、私は今回の事業について２点質問いたします。 

 １つ、今回の年齢による区分けは妥当だったとお考えでしょうか。 

 ２として、今回除外された世帯に対し、同様の施策を早期に実施されることを求めたいと思いま

す。 

 答弁をお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀健康福祉課長。 

○健康福祉課長（堀 一生） 

 令和５年度高齢者世帯等燃料券交付事業についてお答えいたします。 

 コロナ禍からの経済回復で世界各国の需要急増、さらには、ロシアのウクライナ侵攻や産油国の

原油自主減産などを背景に、世界的な原油高からエネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受

け、ガソリン等については、国費を投じても小売価格が高値で推移している状況が続いております。 

 このような状況を受け、国では、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や

事業者に対し、地域の実情に合わせて必要な支援をきめ細かに実施できるよう「電力・ガス・食料

品等価格高騰重点支援地方交付金」を増額し、低所得者世帯への支援強化がなされたところでござ

います。 

 この交付金の活用につきましては、住民税非課税世帯に対して、１世帯当たり３万円を給付する

ほか、国が示した８項目から成る推奨事業メニューの一つに、エネルギー・食料品価格等の物価高

騰の影響を受けた生活者や事業者に対する事業がございます。 

 このため村におきましては、村民の皆様の生活を支援するため、９月補正において65歳以上の高

齢者世帯等への燃料券の給付のほか、18歳までのお子さんがいる世帯への給付、さらには、水道基

本料金を減免するため、それぞれ議決をいただいたところであります。 

 そこで、まず初めに、燃料券の対象年齢等による区分の妥当性についてのお尋ねでございますが、

これまで村におきましては、前年度の12月から３月の間における平均店頭小売価格と比較して10円

以上値上がりした場合、一般財源を用いて住民税非課税世帯のうち65歳以上の高齢者だけの世帯を

始め、寝たきり高齢者がいる世帯や18歳以下のお子さんがいる世帯などを対象に福祉灯油券を給付

してきたところであります。 
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 しかしながら、近年のエネルギー価格を含む物価高騰が著しいことから、国においては、物価高

騰により生活の影響を受けやすい低所得者等に対し、支援を行う措置がなされたことから、この交

付金を活用して、昨年度からは、住民税非課税世帯に限定せず、65歳以上の高齢者世帯等まで対象

範囲を拡大し、灯油券を給付してまいりましたが、今年度からは、ガソリンも購入できるよう燃料

券として対象世帯に配布させていただいております。 

 そのようなことから、本年度活用の国の交付金につきましては、低所得世帯等の支援に限られて

おりますことから、年金収入が主体となる高齢者世帯への生活を支援するため、65歳以上の高齢者

世帯等を対象とすることが妥当であると判断し、実施させていただくものでありますので、よろし

くお願いいたします。 

 次に、今回対象とならなかった世帯に対し、同様の施策を早期に実施することについてでありま

すが、議員お話のとおり、物価高騰の影響を受けておられる方は、年齢に関係なく全村民であるこ

とは承知しておりますが、村では限られた財源を有効に活用するため、先ほども申し上げたように、

国が示す８項目から成る推奨事業メニュー等を参考にするほか、県におきましては、住民税所得割

非課税世帯に対する２万円の給付制度がありますことから、総合的に判断する中で、今回高齢者世

帯等の家庭を支援させていただいておりますが、今後どのように経済情勢が変化していくかなども

見極めながら、今回対象とならなかった世帯への対応について検討してまいりたいと考えておりま

すので、御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 ただいまの答弁によりますと、以前の範囲より少し広げて対応したよということをおっしゃった

というふうに思っております。しかし、その区分けの仕方がおかしいんじゃないかということを私

としては言っているということなんです。例えば若者だから、同居しているから、例えば若い人は

体の上では元気だろうというふうに思いますが、収入との関係あるのかということが、大きな違い

かな、私の考え方とは違うのかなというふうに思っております。例えば労働者の収入は、1996年の

ピーク時に比べると、今、年間64万円ぐらい。特に直近10年間ぐらいでも24万円ぐらい減少してい

ると。失われた30年という言葉が今ありますが、そういうことが、今若者においてもあるわけです。

例えば非正規雇用だとか、派遣労働、ギグワーカー、フリーランス、またシフト制の労働というよ

うな方があります。このように、若い人でもなかなか生活の上で困難だということの人が多くなっ

ているんではないかと思っております。 

 ですので、改めてお聞きしたいと思っていますが、今回の先ほど年齢の区分けは妥当かどうかと

いうことについては、ちょっとはっきりお答えが分からなかったというのが、今の私の率直な気持

ちですが、この65歳に区分けしたというところが、改めてお聞きしたいというふうに思いますが、
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お願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀健康福祉課長。 

○健康福祉課長（堀 一生） 

 今回の燃料券の給付につきましては、先ほども申し上げさせていただいておりますけれども、国

の交付金を活用をさせていただいているところでございます。その交付金を使うに当たりましては、

低所得者等に対する支援をするということで、先ほどの８つのメニューの中から事業を選定をさせ

ていただいた中で実施をさせていただいているということです。 

 その65歳というところでございますけれども、65歳以上の方、高齢者の方の支援をさせていただ

くということは、収入のほとんどが年金収入であるということを判断させていただいて、高齢者世

帯等を中心に生活の支援をさせていただくため、燃料券の交付をさせていただいたということでよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○８番（湯本辰雄議員） 

 今の答弁で、区分けの部分については、年金者だからということで分けたということで今理解し

たわけですが、例えば年金者だから、先ほど言いましたように、若い人が同居しているだけで区分

けした。だから、若い人と同居しているから除外されたという実態になるわけですね。ただ、先ほ

ども言いましたように、物価高騰は若い人だって遭っているし、若ければ収入があるとは限らない

というのが今の社会情勢だというふうに思いますので、やはりちょっと私としては、今後もしこの

ような国民一律が負うような部分についてのもし助成金だとか、そういう事業があったりすれば、

やはり全員に、たとえ何がしかの、すみません、これから再々質問しますが、国民全体が被るいろ

んな災害も含めたり、いろんな事態において、状況において、このように交付金事業がもしあると

すれば、やはり若い人も含めたような形、もし区分けするとすれば、その方の収入額で区分すると

いうのが、やっぱり妥当なのではないかと思いますけれども、そういうことでお願いしたいと思う

んですが、いかがでしょうか。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────堀健康福祉課長。 

○健康福祉課長（堀 一生） 

 再々質問にお答えをさせていただきます。 

 先ほどの答弁の繰り返しになってしまいますけれども、今後どのように経済情勢が変化していく

なども見極めながら、またそのほかに有効な国の交付金等あれば、そういったものも活用させてい
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ただく中で、今後今回対象とならなかった世帯に対して対応できるかどうか、検討させていただき

たいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、湯本辰雄議員の質問を終わります。 

─────４番 梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 通告に従いまして質問いたします。 

 山田牧場をグリーンシーズン営業で通年型リゾートへの展望ということについて質問いたします。 

 山田牧場は、高山村と志賀高原の間にそびえる標高2,076ｍ、笠ケ岳、通称笠岳の南西斜面の標

高1,500ｍから1,700ｍの位置にあり、明治35年、およそ120年前に160haの広大な公共育成牧場とし

て開場され、春の５月中旬から秋の10月中旬頃まで、自然を生かした牛の放牧がされてきました。 

 しかしながら、近年の畜産農家の廃業や規模縮小に伴い、牛の放牧頭数は大幅に減少してきた中

で、放牧事業をされている山田牧場組合の関係者の皆さんからは、大切な牧場資源と放牧事業を守

るために、近年は他県からの放牧誘致などで事業運営をされていると聞いています。 

 一方のウインターシーズンのスキー場開発は、1962年、昭和37年にゲレンデとリフトが整備され、

1968年から南志賀開発株式会社が2019年まで運営事業者として、長年スキー場経営をされてきまし

た。その間、関東や中京方面からのスキー修学旅行の団体誘客の効果もあり、スキー場も大変活気

がありました。また、自噴する温泉源泉を引湯することで、奥山田温泉としてもにぎわいがありま

した。 

 しかし、時代の変化とともに、人口減少やレジャーの多様化などでスキー離れが進み、2020年か

らは、株式会社山田牧場が経営を引き継ぎ、高山村唯一となったスキー場とリフトの運営を担って

ＹＡＭＡＢＯＫＵワイルドスノーパークとして経営を継続されている状況であります。 

 2021年、令和３年の広報たかやま２月号において、山田牧場ににぎわいを取り戻す方策の御提案

を募集しています。その紙面には、平成元年から令和元年までの30年間の牛の放牧数とスキー場利

用者人数及び温泉を引湯しているホテル、ロッジ等の宿泊施設数の推移を示した表が載っています。

平成元年の牛の放牧数は189頭であったものが、30年後の令和元年には46頭になっています。また、

スキー場の利用者数は、平成元年に６万2,300人であったものが、令和元年には１万3,191人まで減

少しています。また、温泉を引湯している宿泊施設の件数は20軒あったものが30年間で８軒となっ

てしまい、どれも著しく大幅に減少していることが示されています。 

 温泉源泉を引湯する設備やホテル、ロッジなど宿泊施設、また、スキーリフト設備などどれを見

ても老朽化が進んでおり、このままの状況では山田牧場存続の危機であるとそういうふうに私は思

います。 

 温泉設備の修理やリフト設備の修理などは喫緊の課題で重要でありますが、それと同時に山田牧
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場の再活性化の展望を示すときであり、将来への発展性をつくり出すことが最も重要なことではな

いでしょうか。 

 山田牧場をグリーンシーズン化することで、リフトの通年営業なども可能となり、自然を取り入

れた様々な高原レジャーが生まれ、その活用が期待できると思います。スキー場エリアを含むグリ

ーンシーズン営業に向けて、村行政には、関係団体との合意形成に向けて、積極的な調整を図るこ

とを求めたいと思います。 

 そこで、具体的にお聞きします。 

 まず、牛の放牧について。 

 放牧期間の春から秋まではキャンプ場エリア以外は放牧区域として、専用の電気柵で囲われてお

り、自由に立ち入ることはできません。第１牧場と言われているリフトのあるスキー場エリアを一

年中活用できるレジャーエリアとし、牛の放牧は第２牧場とするなどの区分け、すみ分けをするこ

とは可能と考えますが、そこにある問題や課題はどのようなことがあるのでしょうか。 

 また、公共育成牧場としてのこれからの放牧事業について村の考えをお聞かせください。 

 次に、スキー人口の減少や温暖化に伴う雪不足の影響とコロナ禍にあって、どのスキー場もまた

周辺のホテルなど宿泊施設も大変厳しい経営状況にあることは想像できます。 

 そうした中、県内のスキー場では、地形や自然を生かした新たな体験型のレジャーを導入するな

どグリーンシーズンの誘客を目指して営業を行うスキー場が増えています。白馬岩岳マウンテンリ

ゾート、富士見パノラマリゾート、また、志賀高原観光協会などグリーンシーズンの誘客を目指す

積極的な取組が紹介されています。眺望を楽しめるテラスやお花畑、マウンテンバイク、マウンテ

ンカート、ジップライン、サマーゲレンデなどなどリフトの通年運行も可能となれば、斜面や林な

ど自然を活用した様々なレジャーが提案されることでしょう。スキー場ゲレンデの通年活用の考え

はあるか、お聞きします。 

 次に、標高1,500ｍから1,700ｍにある山田牧場の標高を生かした高地トレーニングを目的とした

誘客を目指すことについて質問します。 

 東御市にある湯の丸高原スポーツ交流施設は、日本で一番高いところ、標高1,750ｍにある400ｍ

トラックと国内唯一の高地トレーニング用の屋内プールが整備され、オリンピック選手やトップア

スリートの練習場所として今注目されています。専門家によると、標高1,750ｍは高過ぎず、低過

ぎず、高地に体を適用させるのに適した高さとのことで、800ｍのジョギングコースや2.5㎞のラン

ニングコースも整備されています。 

 そこで、山田牧場も高地トレーニングに適した標高にあると言えます。屋内プールのような大規

模な施設は必要でなく、サッカーやラグビーなどができるグラウンドとランニングコースを整備す

ることで、学校や企業などのスポーツ合宿など滞在型の宿泊が見込めるのではないでしょうか。ま

た、温泉があることで、一般向けのランニング愛好者のリフレッシュの場としても魅力ある場所に
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なると思います。 

 そのような高地トレーニングを目的とした誘客構想についてどう考えるか、お聞かせください。 

 次に、山田牧場は、高山村の一番東の奥にある広大な自然資源であります。そして、牧場、スキ

ー場、温泉を活用して長く営んできた歴史ある観光資源でもあります。ネマガリダケのシーズンは、

入山料を払ってでも多くの方が山に入ります。そこには楽しみな目的があるからです。 

 山田牧場ににぎわいを取り戻すには、多くの楽しめる目的をつくらなければならないと考えます。

今あるスキーリフトや貴重な源泉を引いた温泉は、山田牧場にとって大きな強みです。この強みを

生かして、通年型リゾート地にステップアップしていく、その展望を示すときではないでしょうか。 

 高山村の所有地である山田牧場の存続のため、村がこれからの方向を明確に示すときであり、積

極的な対応を求めるものです。 

 以上の答弁を求めます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村長（内山信行） 

 山田牧場をグリーンシーズン営業で通年型リゾートへの展望についてお答えいたします。 

 山田牧場の各施設の歴史につきましては、120年以上にわたる牛の放牧事業を始め、60年以上に

わたる冬のスキー事業、さらには、40年以上にわたる奥山田温泉による観光事業などにより発展し

てきた村の観光の宝であるとこのように思っております。 

 しかしながら、先ほど議員からのお話のあったとおり、長い年月の経過とともに、様々な問題が

発生し、それぞれの事業において大変厳しい状況下に直面をしております。 

 このため私の公約として掲げた「にぎわいの場創出事業」により、この危機的な状況にある山田

牧場の再興に向けて、最重要課題の一つとして取り組み、議員各位の御理解を賜っているところで

あります。 

 そこで、まず初めに、放牧エリアと観光エリアのすみ分けについてのお尋ねでありますが、山田

牧場は160haという広大な敷地に牛が放牧されており、グリーンシーズンには、高地で放牧された

牛がのんびりと牧草をはむ姿がこの牧場の誇れる放牧景観であり、牛が牧草等をはむ、このことに

よってゲレンデが守られ、冬はそのままスキー場として利用をされております。 

 さらに、笠岳登山への出発点や山菜採りなどで観光客の皆さんが牧場内の一部に立ち入ることが

でき、放牧風景の中で山菜採りを楽しんでいただける癒しの場にもなっております。 

 しかしながら、平成22年４月に宮崎県で発生した家畜伝染病による口蹄疫は、当時約30万頭もの

牛が殺処分されるという大変悲惨な事態となり、地域経済に大きな影響を及ぼす結果となりました。 

 その後、家畜の防疫対策が一層厳しく規制される中で、山田牧場におきましても、人と牛を完全

に分離することが求められ、境界には電気柵を張って、牛が口蹄疫に感染しないよう対策を講じた



－95－ 

ため、これまでは可能であった牧場内を通る笠岳への登山道は閉鎖され、山菜採りについても限ら

れた場所のみとなってしまいました。 

 このため次年度に計画しております牧場のハイキングコースにつきましては、放牧されているエ

リアを避け、山沿いに新たなコースを整備することとし、その境界付近には有刺鉄線を張ることで

山田牧場組合と合意形成がなされております。 

 また、放牧頭数につきましては、令和２年度には41頭まで減少してしまいましたが、令和３年度

からは飼料の高騰等の影響で放牧頭数が増加に転じ、本年度は134頭まで復活しており、山田牧場

組合では、牛が増えたことで牧草が不足状態になりつつあることから、現在の牧草地の面積を縮小

して観光エリアの面積を広げることは難しいと言われており、放牧エリアと観光エリアのすみ分け

につきましては、当面、現在のエリアを継承せざるを得ないものとこのように考えております。 

 次に、公共育成牧場として今後の放牧事業についての村の考え方でありますが、以前のような放

牧事業が継続できることが望ましいものと考えておりますが、現状では先ほども申し上げましたと

おり、家畜伝染病の防疫対策に重点を置いた放牧事業を継続せざるを得ないものと思われます。 

 しかしながら、現在国内の畜産業につきましては、飼料高騰などのほか畜産農家の高齢化等で飼

育頭数が減少傾向にある中で、本年度山田牧場では134頭もの放牧が行われましたけれども、今後

畜産事業をめぐる情勢は不透明な状況と言われており、再び減少に転ずることも想定されていると

思われます。 

 中でも、本村の畜産農家の現状を見ましても、従事者の高齢化が進行しておりますことから、今

後公共牧場として放牧事業を行っていくことは大変厳しい状況にあるものと考えております。 

 したがいまして、村といたしましては、今後も畜産業の振興は、重要な施策と考えておりますが、

今後の畜産業の動向等を注視しながら、広大な牧草地から山林に戻らないよう様々な対応策を講じ

ていく必要があるものと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、ゲレンデの通年活用と標高を生かした高地トレーニングに伴う施設整備についての御提言

でございますが、先ほども答弁申し上げましたように、現状において観光エリアは僅かしかなく、

牧場のほとんどを占める放牧エリアを縮小しない限り、議員御提言のゲレンデの通年活用や高地ト

レーニングに伴う施設整備は大変難しいものがあると考えております。 

 しかしながら、公共牧場につきましては、畜産業の先行きが不透明な状況にもありますことから、

公共牧場として継続できない事態に備えて、牧場区や牧場観光協会、リフト会社、牧場組合など関

係の皆さんと様々な検討を行う必要があるものと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、スキーリフトや温泉などの強みを生かした通年型リゾートの展望についての考え方であり

ますが、議員御提言の冬場だけでなく、グリーンシーズンまで含めた活用方法につきましては、先

ほども答弁申し上げましたとおり、放牧エリアを縮小、または廃止する方向が示されない限り、通

年型リゾートの現実は厳しいものと考えております。 
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 また、現在のスキーリフトにつきましては、リフト会社が安全を確保するため、鋭意修繕等を実

施していただいておりますが、それでも施設全体が老朽化しておりますことから、今後も大きな修

繕が必要となるものと思われます。 

 さらに、全国的なスキー人口の減少も十分考慮する必要がありますことから、グリーンシーズン

も含め安全を確保しながら、行ってみたくなる魅力あるスキーリフトにするためには、施設の整備

のほか地域の魅力づくりが重要になるものと考えております。 

 しかしながら、奥山田温泉につきましては、温泉引湯者が激減し、温泉使用料だけでは、温泉の

維持管理が難しい状況になっていることなどから、村民の皆様にも御理解をいただき、危機的な状

況を回避した支援策を実施するほか、温泉を引いて営業される旅館等の事業者を増やすことなどを

検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 現在、私の公約であります「にぎわいの場構想」の一環で山田牧場の再興に向けて取り組んでお

りますが、議員御提言の通年型リゾートを目指すためには、これらの施設整備や運営について行政

が主導ではなく、民間主導の形にしていくことが大切であると考えております。 

 したがいまして、通年型リゾートの展望を示すためには、その中心となっていただくリーダーが

必要になってまいりますが、現状ではなかなか難しい状況にありますので、当面山田牧場関係者等

を含めた懇談会等で実現可能な方法等を見いだしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再質問させていただきます。 

 今、村長御答弁いただきました。 

 放牧事業、今までと同じように取り組むとすれば、エリアのすみ分けはできないとそういうよう

なお話だったと思います。しかしながら、今後の放牧は不透明であると。再び減少するかもしれな

い。減少していくんでしょう。そのようなことをおっしゃったんではないかと思うんですが、そし

て、また、放牧エリアの減少をしない限り、レジャーエリア等の拡大はできない。そういうことを

確認されたと思います。そして、最後には、行政主導ではなく、民間の主導でこれを進めてほしい

というような御趣旨の御答弁であったと思います。 

 ここまで今までの状態のままで来て、結果が今の状態であります。そして、また今後も同じよう

なことを何年続けるか分からないですが、そのままですと、先ほど村長がおっしゃった山田牧場の

のどかな放牧風景があり、また冬はスキー場がありと、それで、周りに温泉等の施設があるという

ものがなくなってしまうんではないんでしょうか。 

 2019年６月議会の一般質問の答弁で内山村長は、山田牧場のスキー場の存続に向けて、リフト運
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営を行う見通しなど説明されています。また、そのときの新聞社の取材には、村にとって、スキー

場の存在価値は大きい。村としてできる支援を最大限やっていきたい。山田牧場の活性化に向けて、

グリーンシーズンも含め、観光地として１年中皆さんに来ていただける場所にしたいと述べられて

おられます。そして、また、そのときに牧場で旅館を営んでおられる方の取材もありまして、リフ

トの継続はもちろん、この先はグリーンシーズンの集客を伸ばしていくことも考えていきたいとそ

のようなことも記事に載っています。 

 やはりグリーンシーズン営業というので誘客を増やそうという考えは、以前からやはり多くの方

が持っていらしたんではないでしょうか。なぜ実現してこないんでしょうか。 

 予算面をちょっと見てみますと、令和４年度の山田牧場関連の予算は、放牧事業では、山田牧場

放牧推進事業補助金、公共牧場利用促進事業補助金、支障木除去補助金、牛白血病対策補助金など

およそ合計250万円。山田牧場冬季誘客支援事業補助金、これは子どもリフト券無料などを実施し

たもので300万円。奥山田温泉源泉管理費関連では、揚湯管のスケール除去や掘削工事等で約600万

円。２分の１は温泉特別会計からの繰入れ、300万円しておりますが。それから、山田牧場にぎわ

いの場整備事業関係では、測量業務や設計委託料で165万円。 

 令和５年度もそれらの事業補助金は同程度の予算が計上されております。加えて令和５年、本年

度の予算の主要施策には、山田牧場にぎわいの場創出事業として、ハイキングコース整備工事で

600万円、休憩所整備工事で2,200万円。これは現在規模変更や資材高騰などで計画の見直し中とし

て中断しているというふうに思います。 

 まず、優先すべきは、グリーンシーズン営業にすることの合意形成を図ること。そして、その状

況に沿って計画を見直したらどうか、私はそのように思います。 

 それで、温泉設備の修繕工事は今後も予想されることであります。また、来年度予算では、先ほ

どちょっとお話に出ましたが、現在要望書が出ているリフト維持管理、更新の事業助成が議論され

ることになります。 

 温泉設備やリフトの修繕、メンテナンスはライフラインとも言えるものであり、安全に関わるも

ので緊急を要する必要な対応と私は理解しておりますが、しかし、それはあくまでも対症療法でし

かないんではないでしょうか。将来の発展が見込めるかが最も重要です。 

 私は、来年度からでも第１牧場エリアがグリーンシーズン営業できるよう関係者との環境整備、

条件整備を進めていただきたい、そのように思います。 

 今後も山田牧場が持続可能となるように、村としてこれからの方向を示す放牧事業者の方や温

泉・宿泊事業者の皆さん、スキー場運営されている事業者の皆さん、観光協会など積極的に話し合

い、調整を図るように希望いたします。それで、先ほど最後におっしゃられた、これは村行政が主

導していただきたい。村の村有地であります。ぜひそこを強くお願いしたいと思いますので、再度

答弁をお願いします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村長（内山信行） 

 再質問にお答えします。 

 議員の再質問は、いわゆる山田牧場の総合的な発展とこういうことで質問されたかなとこのよう

に受け止めました。そして、私の答弁の最初において、山田牧場は、基幹産業である観光業のいわ

ゆる一番の柱であり、そして、そのためにあの山田牧場は、観光の宝であるとこのように申し上げ

ました。しかし、その宝物は、いろいろな厳しい状況があるとこのようにも申し上げてきたつもり

です。 

 そして、私はスタートに当たって、山田牧場が危機的な状況にあるということは、議員も十分御

承知のことと思いますが、120年以上続いた放牧についても非常に厳しい。今後どうしていくか、

これが１つ。スキー場においても、スキー人口の急激な減少、そして、御存じのように、長野県内、

あるいは雪の多いそういったところでのスキー場というのは大きく変化をしております。県内のス

キー場でも若い人に利用される、そういうふうなスキー場を考えたときに、本当に県内で幾つある

んだろうかと。こういう状況の中で、山田牧場のスキー場は歴史ある中で、やはりどう継続してい

くか、これがスキー場の存続。 

 そして、温泉につきましては、引湯をしてから40年以上たっている。そして、様々な課題がある。

利用している旅館さんの激減。そして、その施設の老朽化。そういったことで３つの、いわゆる三

重苦ということでスタートし、そしてそのために山田牧場を拠点ということで、皆さんに了解を得

て、そして、スタートいたしました。 

 しかし、そのスタートにおいても私のほうの主導不足により、いろいろなことで工事が中断した

り、そういうことで、なかなかスムーズにいかない。そういった中で、議員の皆さんにも御迷惑を

おかけしておりますが、現在の自然を生かした中で、観光エリアということで、ハイキングコース、

あるいは休憩所の施設、ようやく遅くなりましけれども、スタートしました。 

 そして、もう一つには、グリーンシーズンということが、当初どちらかというと、スキー場とい

うふうなところで、グリーンシーズンそのものは、あまり大きな影響といいますか、キャンプとか

そういうふうなことは継続ということはありましたけれども、どこまでグリーンシーズンの利用と

いうところは、正直なところ、スタートに当たっては、なかなか描けなかった状況ですけれども、

スキーリフトを維持存続するためには、利用客の減少したスキー客だけで、冬のスキーヤーだけで

は、リフトを維持できないとこういうふうなことで、グリーンシーズンということもリフトの有効

活用では、非常に大切ではないかというふうなところで議員御提言もいろいろにあります。 

 しかし、一番ネックになるのは、牧場のエリアと観光エリアのすみ分けについてなかなか牧場組

合さんの御理解が得られないことがありまして、全くの自然の土地であれば、全体としてのエリア
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が描けるわけですけれども、そういう今までの歴史的なもの、そういったものがあってできなかっ

たということでありますので、そういった点では、議員御提言の今、総合的なものがありました。

それを重く受け止めてやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────梨本 進議員。 

○４番（梨本 進議員） 

 再度、再々質問ということで、村長、お聞きします。 

 やはり今の危機的な状況を誰しもみんな理解していると思うんですね。村長、最後のほうに本当

に本音といいますか、おっしゃられましたけれども、山田牧場組合さん、放牧事業をされている方、

長く本当に御苦労されてきてこられた。牧場を守ってきてこられた方々というふうに言っても過言

ではないかなとは思うんですが、そういうところと今後の牧場の発展のために調整、合意形成をし

ていかなければならない。 

 私は、すみ分けはやはりあれだけの広大な土地があるわけですから、できると思うんですね。第

２牧場、第３牧場。ただ、そこを見守るような何というんですか、牧夫さんと言うんですか、そう

いう方たちも結構負担が大きくなるかもしれないんですが、いろんなことの課題はあると思うんで

す。ただ、だけれども、このままでは、山田牧場は衰退して終わってしまう。 

 本当に、先ほど村長おっしゃられています。優先する課題、最優先の場所だとおっしゃるんであ

るので、やはり最優先にすべきは、私はグリーンシーズン化にして、夏場も多くの方々、子どもさ

んや御家族連れ、それからスポーツを愛好するような方、そういう方があそこをにぎわしてくれる。

そうしないと、スキー場経営も成り立たない。温泉、旅館、宿泊経営も成り立たないということに

なるんではないでしょうか。せっかくお金をかけて源泉を守っている。スキー場を守る。放牧場に

対してもお金を投入していく。そのことが無駄にならないように。ここが一番正念場と私は思うん

ですが、ぜひそのことをお願いしたいと思うんですが、もう一度村長、少しここでそのことをやっ

ていただけるか、最後に御答弁いただきたいと思うんですが、よろしくお願いします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────内山村長。 

○村長（内山信行） 

 再々質問にお答えいたします。 

 今幾つか言われましたけれども、あそこは村の発展になくてはならない場所だから、そこに重点

を置けと、こういうふうな御提言であったと受け止めております。 

 そして、そのためには、今までいろいろなところで議員の皆さんに御理解をいただき、そして、

御協力をいただいてきました。１つは、スキーリフトの存続につきましても、あれは一民間の事業

だけでなく、村の子どもたち、そして村民の皆さんに楽しんでいただけるこういうスキー場という
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ことに位置づけて、そして、議員の皆さんに御理解・御協力をいただいてまいりました。 

 そして、温泉につきましても、維持管理において、議員の皆さんの御理解と御協力をいただいて

現在高地にある温泉施設ということで１つの目玉というふうになっております。 

 そういったことを踏まえて、これから慎重に、そして、やっていかなきゃいけないというふうに

捉えておるわけですけれども、先ほども言いましたように、言い方は適切かどうか分かりませんけ

れども、新しい場所に造るものと違って、今までいろいろな施設の歴史的なものがある中で、その

エリアを大きく変えていくことの難しさがあって、議員の皆さんには大変御迷惑をおかけしていま

すけれども、それらも含めまして、改めて何ができるか、検討をしてまいりたいこのように考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、梨本 進議員の質問を終わります。 

─────３番 滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 通告書に従いまして質問をいたします。 

 山田温泉から山田牧場までの間のトイレの環境改善と設置状況の看板設置について質問をいたし

ます。 

 県道の山田温泉から山田牧場線は、上信越国立公園内にある観光名所、雷滝や八滝などは、県内

外から多くの観光客が訪れる名勝となっております。 

 トイレの設置状況を見ると、仮設トイレやくみ取式トイレとなっており、とてもいい環境とは言

えません。トイレの清掃など管理をされている方からも施設の改善を求める意見をお聞きしており

ます。 

 令和５年６月に行われました議会一般質問において、梨本議員が質問され、施設の改善を求める

意見もありました。今年10月には、村内に居住されている方から、ごろごろ亭のトイレについても

きれいにするべきだ等々の意見をいただきました。また、非常に汚い状況であるというようなお話

もお聞きしました。 

 小渕産業振興課長に当日ではありましたけれども、直ちに御相談申し上げまして、村の職員の方

始め管理を行っている皆様の協力によりまして、直ちに清掃管理を行っていただきまして、大変感

謝をしております。 

 私も現地の様子を見に行ってまいりましたが、現場の状況は水利の条件も悪く、水洗化や手洗い

場の設置も難しいと思いました。もみじ亭については、施設の改善が進んでおりますけれども、多

くの観光客の訪れる期間は、トイレの数が足りず、仮設トイレ２基増設設置となっております。 

 また、笠岳入り口や五色温泉近くにも仮設トイレが設置され、観光客の皆様を迎え入れるよう村

では懸命に取り組んでおります。大変ありがたいことだというふうに思っております。 
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 先ほども申し上げましたけれども、この場所一帯は国立公園内であり、高標高のため、11月から

４月までの間、厳冬期に当たりまして、水は凍りつき、水利条件につきましては厳しく、夏場でも

水利条件は悪い場所にあることに変わりはありません。 

 この観光地を訪れる皆様にトイレの設置場所やどのような様式であるかの設置、そういうような

ものの看板や広報活動により、水洗化されたトイレのあるスパイン等でトイレを済ませ、山田牧場

方面に上がられるよう誘導案内看板の設置などができないかなどの対応を求めたいと思います。 

 まず、１つ目として、雷滝のトイレ施設の設置は。 

 あそこの看板には、昭和51年度事業というふうに載ってありました。これはごろごろ亭の設置年

度かと思いますが、トイレの設置年度は分かりませんけれども、やはり状況を見ますと、大変くみ

取式トイレのため古く、改修の要望があります。６月定例会一般質問では、雷滝の周辺の整備につ

いての質問があり、答弁書を確認しますと、村の実施計画に雷滝の公衆トイレの整備に関する計画

は上げておりませんということで、これは、まず、県にお願いし、県道の拡幅整備を最優先させる

ようお願いをしているというようなことだと思いますが、観光施設の整備充実を図ることは、大変

重要なことでありますので、県道の整備が完了するまでの間、常設と同様の衛生的な仮設型水洗ト

イレの設置に向けて、場所も含め具体的に検討するとの回答でありました。 

 今年はどのような対応をされたのか、答弁を求めたいと思います。 

 ２つ目、もみじ亭トイレの水利条件の改善と年間を通じた管理業務はどのようになっているか。 

 この点につきましては、このもみじ亭の水利は沢水を集めてそれを利用しているというようなこ

とで、この管理についても管理をされている皆様からは、大変な苦労なんだというようなお話も聞

いております。その点について質問をさせていただきたいと思います。 

 ３点目、山田温泉から笠岳間に設置してあるトイレは７か所あると聞いております。その中で、

仮設トイレやくみ取式トイレには、手洗い場がやはり必要というふうに考えますが、対応はできな

いのでしょうか。 

 ４つ目、仮設トイレやくみ取式のトイレ周辺には、水の調達が難しく清掃業務に大変苦労されて

いるというふうに思います。村では、トイレを清潔に保つため、水を入れるタンクやそれをきれい

にするためのポンプ等を積み込める自動車等を用意するなどし、衛生管理を向上させる対応はでき

ないものでしょうか。 

 ５つ目として、この清掃など管理業務を依頼している皆様の意見要望を聞くことをしているとい

うふうに思いますけれども、もう少しまだ細かく、１週間に一度以上細かくお聞きするなどの対応

をしてほしいと思いますけれども、その対応等をお伺いしたいと思います。 

 最後に、スパイン敷地内へ観光客の見やすい場所に山田温泉から笠岳までの間のトイレの案内看

板の設置はできないものか。 

 以上、質問をいたします。 
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○議 長（西原澄夫議員） 

─────小渕産業振興課長。 

○産業振興課長（小渕義彦） 

 山田温泉から山田牧場までのトイレの環境改善と設置状況の看板設置についてお答えをいたしま

す。 

 現在村では、松川渓谷の紅葉のほか、笠岳登山などの観光客が多く訪れる時期に合わせて、山田

温泉から笠岳登山口までの間に仮設トイレを５基設置しております。 

 特に雷滝は年間を通じて多くの観光客の皆さんに訪れていただいておりますが、狭く急峻な県道

に隣接するごろごろ亭は、建設当時から敷地を確保することが困難で、駐車場の台数も確保できず、

常設の水洗トイレを設置する場所がないため、やむなく仮設トイレを設置して、観光客の皆さんや

ごろごろ亭の従業員に利用していただいている状況であります。 

 そのようなことから、村では、県道を管理する須坂建設事務所に対して、道路改良工事の早期完

了とともに、雷滝周辺の県道拡幅に当たっては、１台でも多くの車両が駐車できるスペースの確保

や公衆トイレが整備できる用地の確保について強く要望しているところでありますが、県では予算

確保の都合により、雷滝付近の工事の実施時期は未定と言われております。 

 このため村では今年の６月定例会一般質問において、議員お話のように、観光施設の整備充実を

図ることは、大変重要なことでありますことから、県道の整備が完了するまでの間、常設と同様の

衛生的な仮設型の水洗トイレの設置に向けて、場所等も含め具体的に検討してまいりたいと答弁を

させていただいたところでございます。 

 そこで、まず初めに、仮設型水洗トイレの設置場所などに関する今年の具体的な対応についての

お尋ねでありますが、議員お話のとおり、現在想定している雷滝の整備予定の衛生的な仮設型水洗

トイレは、浄化槽と一体型で処理水を再利用する節水式のもので、トイレの入り口を男女別々にし

て、便器の数は、少なくも男性用が大小それぞれ１基ずつ、女性用は２基必要と考えております。

また、設置場所は雷滝の駐車場が狭いため、駐車場から少し離れた県道沿いに設置したいと考えて

おりますが、敷地を確保するためには、谷川を広げる造成工事が必要になります。 

 このため用地購入費のほか、設計やトイレの購入費など多額な事業費が予想されるため、補助事

業や有利な起債の活用などを検討しておりますが、雷滝周辺は、砂防法の指定や森林法の保安林に

指定されていることなどから、許認可手続を順調に進めても工事の完成までには数年間要すること

となりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、八滝もみじ亭トイレの水利条件の改善と年間の管理業務についてのお尋ねでありますが、

この施設のトイレは水利が容易に取れないことから、地下水を利用しているため、水中ポンプなど

特殊な設備の点検などが必要となり、毎年春先のゴールデンウイーク前には利用していただけるよ

う準備を進めております。 
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 このため例年ですと４月下旬からトイレを開設し、11月中旬には閉鎖しておりますが、この間は

もみじ亭の管理者にトイレ清掃等も行っていただいております。 

 また、このトイレの維持管理をしていただいている方からは、今年は地下水や設備のトラブルも

なく、順調に使用できたとお聞きしておりますほか、トイレを管理する上で必要となる修繕や消耗

品は、随時村に連絡があり、適切に対応していただいております。 

 次に、仮設トイレに手洗い場を設置することについての御提言でありますが、毎年村ではイベン

トに合わせて、山田温泉から山田牧場までの間に、常設のくみ取式のものが、雷滝遊歩道入り口に

１基設置しておりますほか、仮設トイレを４基設置しております。このうち２基は、八滝のもみじ

亭の横に設置しているため、もみじ亭のトイレの手洗い場を共有していただいております。 

 しかしながら、笠岳登山口や松川渓谷温泉上の臨時駐車場、雷滝遊歩道入り口にある仮設トイレ

は、議員お話のとおり、山間地で水利が取れない条件の悪い場所にあるため、手洗い場がございま

せん。 

 このため今後はアルコール消毒による対応、または仮設タイプの手洗い場の設置について検討し

てまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、仮設トイレを清潔に保つための用具等を備えた車を配備することについての御提言であり

ますが、笠岳登山口設置している仮設トイレは、トイレの補給水や清掃管理を個人に委託し、清掃

用具や消耗品等は村から支給しております。 

 そのほかの松川渓谷温泉上の臨時駐車場や雷滝遊歩道入り口、もみじ亭の仮設トイレについては、

村が直営でトイレ清掃を行っているため、職員が利用状況を見ながら定期的に公用車により補給水

や清掃用具等を乗せ、対応しておりますので、トイレを管理するための専用車両の配備までは必要

ないものと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 次に、清掃など管理業務を依頼している方の要望を聞くことについてのお尋ねでありますが、山

田温泉から笠岳登山口までの間で、仮設トイレの清掃等を管理している皆さんには、随時施設の不

具合や消耗品等の補充などの連絡をいただき対応しております。 

 そのほかの困り事など管理する上で必要な要望等をお聞きする中で、管理していただく皆さんや

利用者の皆さんに御迷惑をおかけすることのないよう対処してまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 次に、トイレの案内看板の設置についての御提言でありますが、山田温泉から笠岳登山口までの

間は、議員お話のように、水利の条件が悪いため、水利を確保してトイレの水洗化や手洗い場を整

備すると多額の費用がかかることとなります。 

 このためスパ・ワインセンターや山田牧場内に設置された公衆トイレを利用していただけるよう

観光等で訪れる皆さんに誘導する案内看板の設置は大変有効な手段であり、即対応できるものと考

えておりますので、分かりやすい場所に案内看板を設置するよう検討してまいりたいと考えており
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ますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

─────滝澤 聖議員。 

○３番（滝澤 聖議員） 

 なかなか全体を通じて、このトイレの管理をされている皆さんともコミュニケーションを取って

順次やっていますよというようなお話もいただきました。 

 やはりこの観光地訪れる皆様は県外の方も非常に多いというふうに思っております。１回でもや

はり嫌な思いをさせてしまうと、高山村はもう汚いところだというようなイメージになってしまい

ますので、この点についてはやはり依頼している皆様だけにお願いするのではなく、また、村職員

の方もこの４月から５月の連休、ゴールデンウイークや、それからお盆前後、そして、トップシー

ズンである紅葉シーズンには、やはり毎日巡回しながら、トイレの清掃が嫌な思いされないでお客

様がお帰りになることができるかどうか、つぶさに見て、歩いて、確認して歩くということも非常

に大切なことではないかというふうに思いますので、その点につきましては、またぜひお願いをし

たいというふうに思っております。 

 やはり先ほどの課長からの答弁のとおり、私も昔からこの山田牧場については、生まれたときか

ら牛を飼っておりまして、小学校上がる、中学校になるまで、やはり山田牧場は毎年牛上げ、それ

から牛下げということで上がったものでございますので、当時は道も狭く、また、車の性能も非常

に悪くて、何回も途中でオーバーヒートしますので、何回も休みながら、牛１つ上げるに苦労して

上げたというような記憶もございます。当時に比べれば、もう格段にトイレや、それから道幅も、

それから環境もよくなっているということでありますが、やはりこの国立公園内、高標高地帯の冬

の環境の自然環境の厳しさというものは、その当時と何ら変わりはないんだというふうに私は認識

をしております。 

 そんな山のところに、豪華なトイレを設置して、それを維持管理していくということの費用の面

はやはりきちんとした予算づけやそれに対応する環境に優しいトイレ、費用のかからないトイレを

やはり十分検討する中で設置していくには、先ほどお話のとおり、何年もこれからかかってそうい

うものになっていくんだろうというふうに思いますが、やはり観光客が毎年、もうテレビ放映され

ると同時に入り込む。それに対してやはりすぐ対応していつでもお迎えをできるような体制づくり

を今後もお願いしたいというふうに思っております。 

 そういうことでお願いを申し上げまして、一般質問を終わりにします 

○議 長（西原澄夫議員） 

 以上で、滝澤 聖議員の質問を終わります。 

 これで、一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 
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 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでございました。 

午前11時40分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和５年12月13日 

                 高山村議会議長  西 原 澄 夫 

 

                 署 名 議 員  久保田 雄 吉 

 

                 署 名 議 員  勝 山 正 弘 

 

                 署 名 議 員  滝 澤   聖 
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令和５年第６回高山村議会12月定例会会議録（第４号） 

 

令和５年12月15日（金曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 議案第49号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条 

           例 

日程第２ 議案第50号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例 

日程第３ 議案第51号 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用 

           等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第４ 議案第52号 高山村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する 

           条例の一部を改正する条例 

日程第５ 議案第53号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条 

           例 

日程第６ 議案第54号 村税条例の一部を改正する条例 

日程第７ 議案第55号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準 

           を定める条例の一部を改正する条例 

日程第８ 議案第56号 奥山田温泉条例の一部を改正する条例 

日程第９ 議案第57号 令和５年度高山村一般会計補正予算（第６号） 

日程第10 議案第58号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第11 議案第59号 令和５年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号） 

日程第12 議案第60号 令和５年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第13 議案第61号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第14 議案第62号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第15 議案第63号 令和５年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第16 議案第64号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第17 議案第65号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第18 閉会中の継続調査の申出について 

日程第19 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 議案第49号～議案第65号 

２ 閉会中の継続調査の申出について 
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３ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 柴 田 弘 男 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 黒 岩 清 道 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 宮 川 裕 明 

住民税務課長 

(会計管理者) 
西 原 一 美  健康福祉課長 堀   一 生 

産業振興課長 小 渕 義 彦  
建設水道課長 

(定住支援室長) 
荒 井 孝 浩 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
山 﨑 久 志    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 山 嵜 賢 一  書 記 槇 田 和 子 

                                  

 

午後１時31分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから、本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議案第49号 

～  

日程第８ 議案第56号 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 議案第49号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例から日程第８ 議案第56号 高山村火災予防条例を廃止する条例までの８件を一括議題とします。 

 議案第49号から議案第55号について、委員長の報告を求めます。  

─────沖島総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（沖島祥介議員） 

 ただいま議題となっております総務文教委員会に付託されました案件は、議案第49号から議案第

55号までの７件であります。 

 審査の経過及び結果について報告します。 

 委員会は、去る12月13日午後１時より、委員会全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員外

議員の発言を許可し、慎重に審査をいたしました。 

 議案第49号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例、議案第

50号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例並びに議案第51号 一

般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正

する条例については、特段質疑もなく、討論を省略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決

すべきものと決定いたしました。 

 議案第52号 高山村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例については、休憩中に、男女の構成割合、遡及時期についての質疑が行われました

が、討論を省略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第53号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例、議案第

54号 村税条例の一部を改正する条例、議案第55号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例については、特段質疑もなく、討論

を省略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、総務文教常任委員会に付託されました議案７件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 議案第56号について、委員長の報告を求めます。 

─────梨本福祉産建常任委員長。 

○福祉産建常任委員長（梨本 進議員） 

 ただいま議案となっております福祉産建常任委員会に付託されました案件は、議案第56号の１件

であります。 

 審査の経過及び結果について報告します。 
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 委員会は、去る12月13日午後２時12分より、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、委員

外議員の発言を許可し、慎重に審査をいたしました。 

 議案第56号 奥山田温泉条例の一部を改正する条例については、基本料金を月額６万円に改定す

るに当たり、温泉組合員の合意形成の状況や対象件数及び今後の安定的な徴収の見込み等について

の質疑が行われ、討論を省略して採決の結果、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定いた

しました。 

 以上で、福祉産建常任委員会に付託されました議案１件についての審査の経過及び結果の報告と

いたします。 

 議員各位におかれましては、適切な御判断の上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午後１時40分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時42分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほど一括議題としました議案第56号の一部について誤りがあり、訂正しますので、会議規則第

63条の規定によって報告します。 

 議案第56号 奥山田温泉条例の一部を改正する条例です。 

 これから議案第49号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第49号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 
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 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第50号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第50号 特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例を採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第51号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第51号 一般職の職員の給与に関する条例及び高山村一般職の任期付職員の採用等

に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第52号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第52号 高山村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第53号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第53号 高山村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第54号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第54号 村税条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 
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 これから議案第55号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第55号 高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第56号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第56号 奥山田温泉条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 
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（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第９ 議案第57号 

～  

日程第16 議案第64号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第９ 議案第57号 令和５年度高山村一般会計補正予算（第６号）から日程第16 議案第64

号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）までの８件を一括議題とします。 

 議案第57号から議案第64号までの８件について、委員長の報告を求めます。  

─────髙井予算決算審査特別委員長。 

○予算決算審査特別委員長（髙井央葉議員） 

 ただいま議題となっております予算決算審査特別委員会に付託されました所管事項について、委

員会審査の経過並びに結果を報告します。 

 付託された案件は、議案第57号から議案第64号までの８件です。 

 委員会は、去る12月７日午後１時30分より、委員全員出席の下、所管の職員の出席を求め、慎重

に審査を行いました。 

 審査は、所管課ごと細部説明を受け、各委員から質疑、意見、要望などがありました。 

 主な質疑と答弁を議案ごとに申し上げます。 

 初めに、議案第57号 令和５年度高山村一般会計補正予算（第６号）において、総務課の公共施

設改修事業の保健福祉総合センターの改修について要望があり、実情の問題点が解決するように工

夫していくとの回答がありました。 

 産業振興課の地域営農支援事業の購入したコンバインについての質疑があり、麦用として購入し

たコンバインであり、今年は栽培件数が少なく稼働に至らなかった旨の回答がありました。 

 教育委員会の教育振興費の高校生定期券補助金について、利用者が増えた理由についての質疑が

あり、現高校１年生に対して卒業時に説明を行ったこと、また、冬季になり、それまで自転車通学

だった学生がバス通学へ変更することよるものとの回答がありました。 

 続いて、議案第58号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）において、一

般被保険者高額療養費について、増えている疾患についての質疑があり、人工透析や抗がん剤投与

などが増えている旨の回答がありました。 
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 次に、議案第60号 令和５年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）において、地域密着

型介護サービス給付費について、利用者は何件増えたかとの質疑があり、令和４年度で１件、令和

５年度３月からは５件増えているとの回答がありました。 

 次に、議案第61号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号）において、奥山

田温泉給湯事業について、以前、奥山田温泉への支援計画について説明をいただいたが、今回の補

正は計画に入っていないと思われるが、こういったことがこの先起こることはあるのかとの質疑が

あり、５年計画の計画書に見込んでいるため、それ以上は繰り出さない旨の説明がありました。 

 議案第59号 令和５年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）、議案第62号 令和５年度高

山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、議案第63号 令和５年度高山村下水道事業特

別会計補正予算（第１号）、議案第64号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）に

ついては、特段質疑はありませんでした。 

 採決については、委員より日を改めたい旨の申出があり、改めて12月13日３時より、委員全員出

席の下、委員会を開催しました。 

 その際、議案第57号 高山村一般会計補正予算（第６号）の教育委員会所管部分である中学校管

理一般経費の入場料について、多くの議員から疑問の声があったことから、改めて教育長の出席を

求め、説明をいただきました。 

 議員からは、このような事業を行うことの趣旨、目的について、きちんと生徒、先生、保護者と

共有した上で、限られたチケット枚数であるので、公平で不満感の残らない方法で実施をしてほし

いとの要望があり、学校とよく話して進めていくとの回答がありました。 

 以上で質疑を終結し、討論を省略して、挙手による採決を行いました。 

 その結果、議案第57号 令和５年度高山村一般会計補正予算（第６号）、議案第58号 令和５年

度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、議案第59号 令和５年度高山村診療所特別会

計補正予算（第１号）、議案第60号 令和５年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）、議

案第61号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号）、議案第62号 令和５年度

高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、議案第63号 令和５年度高山村下水道事業

特別会計補正予算（第１号）、議案第64号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）

の８件は、いずれも全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 この補正予算の執行に当たりましては、委員より出されました意見、要望などを十分尊重され、

村民のよりよい暮らしのために反映されますことを委員長として切に要望いたします。 

 以上で、予算決算審査特別委員会に付託されました議案８件の審査の経過及びその結果の報告と

します。ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第57号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第57号 令和５年度高山村一般会計補正予算（第６号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第58号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第58号 令和５年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第59号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第59号 令和５年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第60号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第60号 令和５年度高山村介護保険特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 
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 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第61号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第61号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第62号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第62号 令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 これから議案第63号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第63号 令和５年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから議案第64号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第64号 令和５年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第17 議案第65号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第17 議案第65号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第４号）の１件を議

題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 追加で提案をいたしました議案第65号につきまして、御説明を申し上げます。 

 議案第65号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 本案は、歳入歳出それぞれ800万円を追加し、当初予算からの累計額を6,374万3,000円としたも

のであります。 

 補正の主なものは、歳出では、温泉給湯事業費の給湯事業費で、山田温泉の送湯管の一部が閉塞

していることにより、通常の湯量が確保できないため、新たに管を布設するための工事請負費800

万円を追加し、歳入では、繰入金で基金繰入金800万円を追加するものであります。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午後２時04分  休 憩 

──────────────────────────────────── 
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午後２時06分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから議案第65号について、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論の通告はありません。 

 討論はありませんか。 

（発言する者なし） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第65号 令和５年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第18 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第18 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長から所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配付しました

とおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 
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──────────────────────────────────── 

日程第19 議員派遣について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第19 議員派遣についてを議題とします。  

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会は、これで閉会することに決定しました。  

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本12月定例会は、12月７日から本日15日までの９日間の会期で開催されました。この間、村長か

ら議案の提出がありました条例の制定や改正のほか、令和５年度一般会計補正予算、特別会計補正

予算を御審議いただきました。また、議会から発議により上程しました条例につきましても採決に

至ることができました。特に12月定例会で新たに設置されました予算決算審査特別委員会、髙井委

員長、滝澤副委員長をはじめ委員の皆様には実に活発な御意見をいただき、慎重に御審議をいただ

きました。ここに終結できましたこと改めて御礼を申し上げます。 

 一般質問につきましては、９名の議員が登壇され、17項目にわたり当面の課題や提案など多岐に

わたっての質問、提言に理事者並びに役職員から真摯な御答弁を賜りましたこと、心より厚く御礼
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を申し上げます。予算決算審査特別委員会や一般質問で各議員から寄せられました意見や提案を村

政に反映していただくことを御期待を申し上げます。 

 さて、今年は残すところ２週間余りとなりましたが、この１年を振り返ってみますと、暮らしで

は、原材料価格上昇や円安に伴う物価高騰が続き、社会経済や私たちの生活に大きな影響を及ぼし

ております。また、今年の夏は猛暑が続き、一転11月中旬になると、各地で今季一番の寒さとなり、

四季のうち春や秋がなくなり二季になったかのようでした。地球規模の気候変動により、熱波、一

方で寒波が、豪雨の一方で干ばつが、こうした極端な気象が頻発し、恒常化すると指摘されていま

す。３階の議場内は、役場内で唯一空調設備がありませんので、９月定例会は今までに経験しなか

った猛暑の中での開催でした。村民の皆様もこの暑さの中での生活に大変御苦労されたことと御推

察いたします。 

 最も暑い夏が米や野菜、果実の品種や収穫量に深刻な影響を与えています。極端な暑さや寒さが

恒常化すると、農作物被害も繰り返される可能性が高くなります。これから地域の産業や私たちの

暮らしがこの異常気象によってもたらされる影響は、とても懸念するところでございます。 

 さて、議会におきましては、議会活性化特別委員会による議会モニター会議を立ち上げ、はや４

年が過ぎようとしています。新たな議会モニターの皆様や村内５会場において実施した議会報告会

において、村民の皆様から多様な御意見をいただきました。議会では、地域ごとに取り組むべき重

要事項を整理し、議員一丸となって村民の負託に応えられる議会活動に努めてまいりたいとい考え

ております。御支援、御協力をいただきますようお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、議員各位におかれましては、この１年、大変御苦労さまでした。また、議

会運営・活性化にも御協力をいただき、心から感謝を申し上げる次第であります。日に日に寒さが

増してまいりました。理事者をはじめ執行機関の皆様、そして議員各位におかれましては、お体に

十分御自愛をいただき、さらなる活躍をされますことを御祈念申し上げ、閉会の挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 12月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、去る７日から本日までの９日間にわたり、本日追加提案申し上げました議案１件を

含め全議案を慎重に御審議いただき、それぞれ原案どおり議決を賜りましたことに対しまして、厚

く御礼申し上げます。 

 また、今会期中に議員各位から賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、大変厳しい経

済情勢と財政事情の中ではありますが、その意を十分に尊重し、今後の村政運営に生かしてまいる

所存でありますので、今後とも格別なる御指導と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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 特に、物価高騰対策やふるさと納税等の自主財源の確保、並びに山田牧場を中心とした観光面で

の環境の充実等には、議員各位の御理解を得ながら積極的に取り組んでまいりますので、よろしく

お願い申し上げます。 

 さて、１年を振り返ったとき、今年の夏は異常な高温であったことに加え、春先の低温等により、

本村の基幹産業である果樹栽培農家の皆様には、大変御苦労された１年であったのではないかと思

っておりますが、りんごと生食ぶどう等が高値で推移したとお聞きし、ほっとしているところであ

ります。しかし、世界各地で熱波や山火事、洪水などが頻発し、地球温暖化への危機感が一段と増

しております。 

 そのような中、11月30日から今月12日までの13日間にわたり、第28回国連気候変動枠組条約の締

約国会議（ＣＯＰ28）が、アラブ首長国連邦（ＵＡＥ）のドバイで開催されていますが、化石燃料

の段階的廃止を合意できるかで会議は難航していると報道されています。このような状況でありま

すが、産業革命からの気温上昇を1.5度に抑えるという国際社会の目標達成のために、合意できる

ことを願うばかりであります。 

 なお、10月20日に招集された第212回臨時国会は、物価高対策や企業の賃上げ促進策などを盛り

込んだ令和５年度補正予算13兆1,992億円を11月29日、参議院本会議で可決、成立し、一昨日の13

日閉会いたしました。 

 補正予算成立を受け、岸田首相は、あらゆる施策を動員し、物価高を乗り越えるための賃上げ実

現に向けて努力するとしていますので、国の財政運営は大変厳しいものがありますが、一日も早い

経済対策の実現を期待しております。 

 今年もあと２週間余りで新年を迎えますが、スキー場を抱える本村にとって、十分な雪の降るこ

とを願っております。 

 そのような中、現在、ＹＯＵ游ランド芝生広場において、雪と光の祭典として、澄んだ空気の中、

幻想的に輝くイルミネーションが華やかに飾られておりますので、御家族やグループなどでお楽し

みいただきたいと思っております。 

 結びに、議員各位並びに村民の皆様には、この１年間、村政運営に対しまして格別なる御理解と

御協力を賜りましたことに、改めて感謝と御礼を申し上げます。これから、寒さが一段と厳しくな

ってまいりますので、議員各位並びに村民の皆様には、くれぐれも健康に御留意され、輝かしい新

年を迎えられますことを御祈念申し上げ、閉会の御挨拶といたします。 

 １年間ありがとうございました。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和５年第６回高山村議会12月定例会を閉会します。 

 大変ありがとうございました。 

午後２時20分  閉 会 
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令和５年第５回高山村議会 

１ ０ 月 臨 時 会 会 期 日 程  
 

会 期 月 日 曜日 開 議 時 間 摘       要 備    考 

第１日 10月２日 月 午前10時 

本会議（開会） 

・会議録署名議員の指名 

・会期の決定 

・諸般の報告 

・議案上程 

・説明・質疑 

・採決 

・全員協議会 

第２日   ３日 火 午後１時30分 
総務文教常任委員会 ・全員協議会 

福祉産建常任委員会 

第３日   ４日 水 午後１時30分 

本会議（閉会） 

・説明・質疑 

・採決 

・全員協議会 
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令和５年第５回高山村議会10月臨時会会議録（第１号） 

 

令和５年10月２日（月曜日） 

                                  

高山村告示第35号 

 令和５年10月２日、高山村議会10月臨時会を高山村役場に招集する。 

１ 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

          令和５年９月13日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

高山村告示第36号 

 次の事件を追加し、令和５年10月２日、高山村議会10月臨時会を高山村役場に招集する。 

付議事件 

１ 常任委員の選任について 

２ 議会運営委員の選任について 

          令和５年９月22日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

追加日程第１ 議長の辞職 

追加日程第２ 議長の選挙 

追加日程第３ 副議長の辞職 

追加日程第４ 副議長の選挙 

追加日程第５ 議席の一部変更 

日程第５ 常任委員の選任 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 
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３ 諸般の報告 

４ 同意第２号 

５ 議長の辞職 

６ 議長の選挙 

７ 副議長の辞職 

８ 副議長の選挙 

９ 議席の一部変更 

10 常任委員の選任 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（12名） 

１番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

７番 黒 岩 清 道 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

11番 柴 田 弘 男 議員       12番 西 原 澄 夫 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（なし） 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 澁 谷 茂 夫  総 務 課 長 宮 川 裕 明 

住民税務課長 

(会計管理者) 
西 原 一 美  健康福祉課長 堀   一 生 

産業振興課長 小 渕 義 彦  
建設水道課長 

(定住支援室長) 
荒 井 孝 浩 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
山 﨑 久 志    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 山 嵜 賢 一  書 記 槇 田 和 子 

書 記 布 山   唯  書 記 渡 邉 愛 菜 
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午前10時00分  開 会 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまから令和５年第５回高山村議会10月臨時会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。高山村議会10月臨時会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は、令和５年高山村議会10月臨時会の招集を申し上げましたところ、議員各位には、９月定

例会終了後間もない大変お忙しい中、御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして厚く

御礼申し上げます。日頃は議会活動を通じまして、村政発展のため御尽力を賜っておりますことに、

改めまして感謝と御礼を申し上げます。 

 さて、今年の夏は異常気象と言われ、本村でもこれまでにない厳しい暑さが続きましたが、秋の

お彼岸を境に朝夕ともにめっきり冷え込むようになり、本村の特産物であるりんごやぶどう等農産

物の収穫期を迎えておりますことから、今後、台風等の自然災害のないことを願うものであります。 

 今年５月８日以降、新型コロナウイルス感染症は５類に移行されましたが、世界的に新型コロナ

ウイルス感染症の拡大傾向が続いており、その要因は新たなタイプの変異株出現と言われておりま

す。このため、数か月先には年末年始が控えておりますので、高齢者など重症化リスクの高い皆様

の感染が大変心配されるため、全世代を対象にしたワクチン接種を保健福祉総合センターで実施し

ておりますので、村民の皆様の御理解、御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 今月８日には、６年ぶりとなる「村民体育祭」の実施を予定しておりますが、この「村民体育祭」

の開催に当たりましては、各自治区の区長様皆様を始め、関係者の皆様の深い御理解と御協力のた

まものと改めて感謝と御礼を申し上げます。当日は、大勢の村民の皆様に御参加いただき、村民の

皆様同士の交流や親睦を深めていただきたいと考えています。 

 また、同じスポーツでありますが、アジアのスポーツの祭典として、第19回アジア競技大会が９

月23日、中国の杭州市で開幕し、10月８日までの16日間にわたり熱戦が繰り広げられております。

アジア・オリンピック評議会（ＯＣＡ）加盟の全45か国・地域から約１万5,000人の選手が参加し、

40競技481種目で争われておりますので、日本選手団の皆様の御活躍に御期待を申し上げます。 

 本日御提案申し上げます議案は、教育委員会委員の任命の同意案件１件でございます。十分御審

議いただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、招集の御挨拶といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 
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──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名職員は、会議規則第126条の規定によって、４番 梨本 進議員、５番 沖島祥介議

員及び６番 髙井央葉議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日から10月４日までの３日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から４日までの３日間に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 監査委員から、８月分の執行した出納検査についての報告があり、別紙のとおりお手元に配りま

したので、報告します。 

 報告第８号、教育委員会から、教育に関する事務の管理及び執行状況の点検評価についての報告

があり、別紙のとおりお手元に配りましたので、報告します。 

 前定例会会議後に、議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので、報告します。 

 それぞれの委員長から、前定例会から今臨時会までの間に行った所管事務の調査についての報告

があり、別紙のとおりお手元に配りましたので、報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので、報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 
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──────────────────────────────────── 

日程第４ 同意第２号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについての１件を議題と

します。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会10月臨時会の提案説明を申し上げます。 

 同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は、教育委員会委員であります安藤保夫さんの任期が来る10月23日に満了となりますが、引

き続き教育委員会委員に任命したいので、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に

基づき、議会の同意をお願いするものであります。 

 十分に御審議をいただき、議決を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから同意第２号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案についての討論を省略し、採決したいと思いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを、討論を省略し採決する

ことに決定しました。 

 これから同意第２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを採決します。 

 本案は、これに同意することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手11人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 
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 ここで柴田副議長と交代します。 

 しばらく休憩します。 

午前10時11分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時14分  再 開 

○副議長（柴田弘男議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま議長、西原澄夫議員から、議長の辞職願が提出されました。 

 お諮りします。 

 議長の辞職についてを日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長の辞職についてを日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 議長の辞職 

○副議長（柴田弘男議員） 

 追加日程第１ 議長の辞職についてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、西原澄夫議員の退場を求めます。 

（西原澄夫議員 退場） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 職員に辞職願を朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん、お願いいたします。 

○書 記（槇田和子） 

 このたび高山村議会先例集第４章、第20、第１号を尊重し、高山村議会議長を辞職したいので、

許可されるよう願い出ます。 

 令和５年10月２日。 

 高山村議会議長 西原澄夫。 

 高山村議会副議長 柴田弘男様。 

○副議長（柴田弘男議員） 

 お諮りします。 

 西原澄夫議員の議長の辞職を許可することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 異議なしと認めます。 

 西原澄夫議員の議長の辞職を許可することに決定いたしました。 

 西原澄夫議員の入場を許可します。 

（西原澄夫議員 入場） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 ただいま議長が欠けました。 

 お諮りします。 

 議長の選挙を日程に追加し、追加日程第２として選挙を行いたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長の選挙を日程に追加し、追加日程第２として選挙を行うことに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午前10時17分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時21分  再 開 

○副議長（柴田弘男議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第２ 議長の選挙 

○副議長（柴田弘男議員） 

 追加日程第２ 議長の選挙を行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入口を閉めてください。 

（布山書記、議場を閉める） 

（山嵜議会事務局長、出席議員数を報告する） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 ただいまの出席議員は12名です。 

 次に、立会人を指名します。 
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 会議規則第31条第２項の規定によって、立会人に７番 黒岩清道議員、８番 湯本辰雄議員、９

番 松本 茂議員を指名します。 

 投票用紙を配ります。 

（布山・渡邉書記、投票用紙を配付する） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 念のため申し上げます。 

 投票は単記無記名です。 

 投票用紙に候補者の氏名を記載してください。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱の点検をします。 

（布山・渡邉書記、投票箱を点検する） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。 

 事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に演壇上の投票箱に投票お願いします。 

（議席で記載後、演壇上の投票箱に投函する） 

（山嵜議会事務局長、点呼） 

○議会事務局長（山嵜賢一） 

 それでは、点呼いたします。 

 １番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

 ３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

 ５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

 ７番 黒 岩 清 道 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

 ９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

 12番 西 原 澄 夫 議員       11番 柴 田 弘 男 副議長 

○副議長（柴田弘男議員） 

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 投票漏れなしと認めます。 
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 投票を終わります。 

 開票を行います。 

 ７番 黒岩清道議員、８番 湯本辰雄議員及び９番 松本 茂議員は、開票の立会いをお願いい

たします。 

（布山・渡邉書記、開票する） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 選挙の結果を報告します。 

 投票総数12票。 

  有効投票10票。 

  無効投票２票。 

 有効投票のうち、 

  西原澄夫議員 ８票 

  柴田弘男議員 １票 

  黒岩清道議員 １票 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は３票です。 

 したがって、西原澄夫議員が議長に当選されました。 

 議場の出入口を開きます。 

（布山書記、議場を開く） 

○副議長（柴田弘男議員） 

 ただいま議長に当選された西原澄夫議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 この際、議長に当選されました西原澄夫議員の当選承諾及び挨拶をお願いします。 

─────西原澄夫議員。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 議員各位の皆さん、今回、私の議長当選に御支援を賜りまして、誠にありがとうございます。 

 先ほども決意表明で申し上げましたとおり、今後、村民の皆様との距離を近づけ、対話の機会を

増やし、村発展のために努力をしていきたいというふうに思います。議員各位の御支援をお願い申

し上げ、簡単でございますけれども、挨拶とさせていただきます。大変ありがとうございました。 

○副議長（柴田弘男議員） 

 新議長に交代します。 

 しばらく休憩します。 

午前10時36分  休 憩 
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──────────────────────────────────── 

午前10時38分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま副議長、柴田弘男議員から、副議長の辞職願が提出されました。 

 お諮りします。 

 副議長の辞職についてを日程に追加し、追加日程第３とし、議題とすることに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 副議長の辞職についてを日程に追加し、追加日程第３として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第３ 副議長の辞職 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第３ 副議長の辞職についてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、柴田弘男議員の退場を求めます。 

（柴田弘男議員 退場） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 職員に辞職願を朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書 記（槇田和子） 

 このたび高山村議会先例集第４章、第20、第１号を尊重し、高山村議会副議長を辞職したいので、

許可されるよう願い出ます。 

 令和５年10月２日。 

 高山村議会副議長 柴田弘男。 

 高山村議会議長 西原澄夫様。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 柴田弘男議員の副議長の辞職を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 



－137－ 

 異議なしと認めます。 

 柴田弘男議員の副議長の辞職を許可することに決定しました。 

 柴田弘男議員の入場を許可します。 

（柴田弘男議員 入場） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいま副議長が欠けました。 

 お諮りします。 

 副議長の選挙を日程に追加し、追加日程第４とし、選挙を行いたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 副議長の選挙を日程に追加し、追加日程第４として選挙を行うことに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午前10時41分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前10時44分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第４ 副議長の選挙 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第４ 副議長の選挙を行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入口を閉めます。 

（布山書記、議場を閉める） 

（山嵜議会事務局長、出席議員数を報告する） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいまの出席議員数は12名です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第31条第２項の規定によって、立会人に10番 山嵜秀治議員、11番 柴田弘男議員及び

１番 久保田雄吉議員を指名します。 
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 投票用紙を配ります。 

（布山・渡邉書記、投票用紙を配付する） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱の点検をします。 

（布山・渡邉書記、投票箱を点検する） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異状なしと認めます。 

 念のために申し上げます。 

 投票は単記無記名です。 

 投票用紙に候補者の氏名を記入してください。 

 ただいまから投票を行います。 

 事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に演壇上の投票箱に投票をお願いします。 

（議席で記載後、演壇上の投票箱に投函する） 

（山嵜議会事務局長、点呼） 

○議会事務局長（山嵜賢一） 

 それでは、点呼いたします。 

 １番 久保田 雄 吉 議員       ２番 勝 山 正 弘 議員 

 ３番 滝 澤   聖 議員       ４番 梨 本   進 議員 

 ５番 沖 島 祥 介 議員       ６番 髙 井 央 葉 議員 

 ７番 黒 岩 清 道 議員       ８番 湯 本 辰 雄 議員 

 ９番 松 本   茂 議員       10番 山 嵜 秀 治 議員 

 11番 柴 田 弘 男 議員       12番 西 原 澄 夫 議長 

○議 長（西原澄夫議員） 

 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終わります。 

 開票を行います。 
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 10番 山嵜秀治議員、11番 柴田弘男議員及び１番 久保田雄吉議員、開票の立会いをお願いし

ます。 

（布山・渡邉書記、開票する） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 選挙の結果を報告します。 

 投票総数12票。 

  有効投票10票。 

  無効投票２票。 

 有効投票のうち、 

  黒岩清道議員  ８票 

  髙井央葉議員  １票 

  久保田雄吉議員 １票 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は３票です。 

 したがって、黒岩清道議員が副議長に当選されました。 

 議場の出入口を開きます。 

（布山書記、議場を開く） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいま副議長に当選された黒岩清道議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 この際、副議長に当選された黒岩清道議員の当選承諾及び挨拶をお願いします。 

─────黒岩清道議員。 

○副議長（黒岩清道議員） 

 ただいま副議長の選挙に当たり、議員各位の御支持、また、当選に当たる皆さんの御支持をいた

だき、本当にありがとうございました。当選することができました。 

 今の地域の発展、また村政の発展、そして議会の活性化、これに向かって議長が先頭に立ってい

くわけですが、そのサポート役、また、時には黒子、そんな形でこれからも頑張っていきたいと思

いますので、皆さんよろしくお願いいたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 しばらく休憩します。 

午前10時55分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時30分  再 開 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。 

 議席の一部変更についてを日程に追加し、追加日程第５としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議席の一部変更についてを日程に追加し、追加日程第５とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第５ 議席の一部変更 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第５ 議席の一部変更を行います。 

 議長、副議長の選挙に伴い、会議規則第３条第３項の規定によって議席の一部を変更します。 

 柴田弘男議員の議席を７番に、黒岩清道議員の議席を11番に、それぞれ変更します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第５ 常任委員の選任 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第５ 常任委員の選任を行います。 

 お諮りします。 

 常任委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、お手元に配りました名簿

のとおり指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 常任委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しました。 

高山村議会常任委員会構成 

常 任 委 員 会 名 職     名 氏     名 

 

 

委     員 滝 澤   聖 

〃 沖 島 祥 介 
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総 務 文 教 

 

常 任 委 員 会 

〃 髙 井 央 葉 

〃 柴 田 弘 男 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

福 祉 産 建 

 

常 任 委 員 会 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 梨 本   進 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 黒 岩 清 道 

〃 西 原 澄 夫 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいま各常任委員会委員を選任しましたので、委員会条例第７条の規定により、委員長及び副

委員長の互選を行っていただきたいと思います。 

 各常任委員の招集日時、場所及び委員長の互選に関する職務を行う年長委員を指名します。 

 各常任委員会は、10月３日午後１時30分より、総務文教常任委員会は第１委員会室、年長委員は

山嵜秀治議員、福祉産建常任委員会は第２委員会室、年長委員は久保田雄吉議員、以上のとおり指

定及び指名します。 

 なお、各常任委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を議長まで報告願います。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれにて散会します。 

 大変お疲れさまでした。 

午前11時32分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和５年10月２日 

                 高山村議会前議長  西 原 澄 夫 

 

                 高山村議会前副議長  柴 田 弘 男 

 

                 高 山 村 議 会 議 長  西 原 澄 夫 

 

                 高山村議会副議長  黒 岩 清 道 
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                 署  名  議  員  梨 本   進 

 

                 署  名  議  員  沖 島 祥 介 

 

                 署  名  議  員  髙 井 央 葉 
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令和５年第５回高山村議会10月臨時会会議録（第２号） 

 

令和５年10月４日（水曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 議会運営委員の選任 

追加日程第１ 議長の常任委員の辞任について 

追加日程第２ 長野広域連合議会議員の辞職について 

追加日程第３ 長野広域連合議会議員の選挙 

追加日程第４ 須高行政事務組合議会議員の辞職について 

追加日程第５ 須高行政事務組合議会議員の選挙 
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午後１時30分  開 議 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程は、お手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議会運営委員の選任 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第１ 議会運営委員の選任を行います。 

 お諮りします。 

 議会運営委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定によって、お手元に配りました

名簿のとおり指名したいと思います。 

 御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議会運営委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しました。 

高山村議会運営委員会構成 

職     名 氏     名 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 髙 井 央 葉 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 黒 岩 清 道 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいま議会運営委員を選任しましたので、委員会条例第７条の規定により、委員長及び副委員

長の互選を行っていただきたいと思います。 

 委員会の招集場所は第１委員会室、委員長の互選に関する職務を行う年長委員を久保田雄吉議員

に指名します。 

 なお、委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を議長まで報告願います。 

 しばらく休憩します。 

午後１時31分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時33分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程に入る前に報告を行います。 

 議会運営委員会の委員長及び副委員長の互選の結果をお手元に配りました名簿のとおり報告しま

す。 

 以上で報告を終わります。 

高山村議会運営委員会構成 

職     名 氏     名 

委  員  長 山 嵜 秀 治 

副 委 員 長 髙 井 央 葉 

委     員 久保田 雄 吉 
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〃 勝 山 正 弘 

〃 黒 岩 清 道 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 黒岩清道副議長と交代します。 

 しばらく休憩します。 

午後１時33分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時35分  再 開 

○副議長（黒岩清道議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま西原澄夫議長から、議長の職務に専念する理由によって、常任委員を辞任したいとの申

出がありました。 

 お諮りします。 

 議長の常任委員の辞任についてを日程に追加し、追加日程第１としたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（黒岩清道議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長の常任委員辞任についてを日程に追加し、追加日程第１とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 議長の常任委員の辞任について 

○副議長（黒岩清道議員） 

 追加日程第１ 議長の常任委員の辞任についてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、西原澄夫議長の退場を求めます。 

（西原澄夫議長 退場） 

○副議長（黒岩清道議員） 

 西原澄夫議長から、議長の職務に専念する理由によって、常任委員を辞任したいとの申出があり

ました。 

 お諮りします。 

 本件は申出のとおり辞任を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○副議長（黒岩清道議員） 

 異議なしと認めます。 

 西原澄夫議長の常任委員の辞任を許可することに決定しました。 

 西原澄夫議長の入場を許します。 

（西原澄夫議長 入場） 

○副議長（黒岩清道議員） 

 西原澄夫議長と交代します。 

 しばらく休憩します。 

午後１時37分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時39分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程に入る前に報告を行います。 

 総務文教常任委員会及び福祉産建常任委員会の委員長及び副委員長の互選の結果を、お手元に配

りました名簿のとおり報告します。 

 以上で報告を終わります。 

高山村議会常任委員会構成 

常 任 委 員 会 名 職     名 氏     名 

総  務  文  教 

 

常 任 委 員 会 

委  員  長 沖 島 祥 介 

副 委 員 長 髙 井 央 葉 

委     員 滝 澤   聖 

〃 柴 田 弘 男 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

福 祉 産 建 

 

常 任 委 員 会 

委  員  長 梨 本   進 

副 委 員 長 勝 山 正 弘 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 黒 岩 清 道 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいま柴田弘男議員から、長野広域連合議会議員の辞職願が提出されました。 
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 お諮りします。 

 長野広域連合議会議員の辞職についてを日程に追加し、追加日程第２とし議題とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 長野広域連合議会議員の辞職についてを日程に追加し、追加日程第２として議題とすることに決

定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第２ 長野広域連合議会議員の辞職について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第２ 長野広域連合議会議員の辞職についてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、柴田弘男議員の退場を求めます。 

（柴田弘男議員 退場） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 職員に辞職願を朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書 記（槇田和子） 

 令和５年10月４日。 

 高山村議会議長 西原澄夫様。 

 長野広域連合議会議員 柴田弘男。 

 辞職願。 

 この度、都合により長野広域連合議会議員を10月４日で辞職したいので願い出ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 お諮りします。 

 柴田弘男議員の長野広域連合議会議員の辞職を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 柴田弘男議員の長野広域連合議会議員の辞職を許可することに決定しました。 

 柴田弘男議員の入場を許可します。 

（柴田弘男議員 入場） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいま長野広域連合議会議員が欠けました。 

 お諮りします。 

 長野広域連合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日程第３として選挙を行いたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 長野広域連合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日程第３として選挙を行うことに決定しまし

た。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第３ 長野広域連合議会議員の選挙 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第３ 長野広域連合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条の第２項の規定によって、指名推選としたいと思い

ます。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 長野広域連合議会議員に黒岩清道議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名した黒岩清道議員を長野広域連合議会議員の当選人と定めることに御異議あ



－150－ 

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 ただいま指名した黒岩清道議員が長野広域連合議会議員に当選されました。 

 ただいま長野広域連合議会議員に当選されました黒岩清道議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 ただいま髙井央葉議員から、須高行政事務組合議会議員の辞職願が提出されました。 

 お諮りします。 

 須高行政事務組合議会議員の辞職についてを日程に追加し、追加日程第４として議題とすること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 須高行政事務組合議会議員の辞職についてを日程に追加し、追加日程第４として議題とすること

に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第４ 須高行政事務組合議会議員の辞職について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第４ 須高行政事務組合議会議員の辞職についてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、髙井央葉議員の退場を求めます。 

（髙井央葉議員 退場） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 職員に辞職願を朗読させます。 

─────書記 槇田和子さん。 

○書 記（槇田和子） 

 令和５年10月４日。 

 高山村議会議長 西原澄夫様。 

 須高行政事務組合議会議員 髙井央葉。 

 辞職願。 

 この度、都合により須高行政事務組合議会議員を10月４日で辞職したいので願い出ます。 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 お諮りします。 

 髙井央葉議員の須高行政事務組合議会議員の辞職を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 髙井央葉議員の須高行政事務組合議会議員の辞職を許可することに決定しました。 

 髙井央葉議員の入場を許可します。 

（髙井央葉議員 入場） 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第５ 須高行政事務組合議会議員の選挙 

○議 長（西原澄夫議員） 

 追加日程第５ 須高行政事務組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって、指名推選としたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 須高行政事務組合議会議員に梨本 進議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名した梨本 進議員が須高行政事務組合議会議員の当選人と定めることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 ただいま指名した梨本 進議員が須高行政事務組合議会議員に当選されました。 

 ただいま須高行政事務組合議会議員に当選されました梨本 進議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第２ 高山村外一市一町財産組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって、指名推選としたいと思いま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議長が指名することに決定しました。 

 高山村外一市一町財産組合議会議員に久保田雄吉議員、梨本 進議員、沖島祥介議員及び松本 

茂議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名しました久保田雄吉議員、梨本 進議員、沖島祥介議員及び松本 茂議員を

高山村外一市一町財産組合議会議員の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 
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 ただいま指名しました久保田雄吉議員、梨本 進議員、沖島祥介議員及び松本 茂議員が高山村

外一市一町財産組合議会議員に当選されました。 

 ただいま高山村外一市一町財産組合議会議員に当選されました久保田雄吉議員、梨本 進議員、

沖島祥介議員及び松本 茂議員が議場におられます。 

 会議規則第32条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 高山村議会予算決算審査特別委員会の設置について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第３ 高山村議会予算決算審査特別委員会の設置についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本件については、本村の予算及び決算において、これに関わる事業の適正かつ適格な行政執行及

び行政効果の評価を図るため、11人の委員をもって構成する高山村議会予算決算審査特別委員会を

設置し、これに付託の上、予算決算及びこれに関する議案及び事務事業を一体的に審査・調査する

ことにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については、11人の委員をもって構成する高山村議会予算決算審査特別委員会を設置するこ

とに決定しました。 

 しばらく休憩します。 

午後１時51分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時52分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第４ 高山村議会予算決算審査特別委員会委員の選任について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第４ 高山村議会予算決算審査特別委員会委員の選任についてを議題とします。 

 高山村議会予算決算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条第２項の規定に
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よって、お手元に配りました名簿のとおり指名します。 

高山村議会予算決算特別委員会構成 

特 別 委 員 会 名 職     名 氏     名 

高 山 村 議 会 

 

予 算 決 算 審 査 

 

特 別 委 員 会 

 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 髙 井 央 葉 

〃 柴 田 弘 男 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 黒 岩 清 道 

 

○議 長（西原澄夫議員） 

 ただいま高山村議会予算決算審査特別委員会の委員を選任をしましたので、松川等酸性水対策特

別委員会、雁田山採石調査特別委員会及び高山村議会活性化特別委員会においても、それぞれの条

例第７条の規定により、委員長及び副委員長の互選を行っていただきたいと思います。 

 各特別委員会の招集場所は協議会室、委員長の互選に関する職務を行う年長委員を久保田雄吉議

員と指名します。 

 なお、各特別委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を議長まで報告願います。 

 しばらく休憩します。 

午後１時53分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時57分  再 開 

○議 長（西原澄夫議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程に入る前に報告を行います。 

 松川等酸性水対策特別委員会、雁田山採石調査特別委員会、高山村議会活性化特別委員会及び高

山村議会予算決算審査特別委員会の委員長及び副委員長の互選の結果をお手元に配りました名簿の

とおりと報告します。 

 以上で報告を終わります。 
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高山村議会特別委員会構成 

特 別 委 員 会 名 職     名 氏     名 

松川等酸性水対策 

 

特 別 委 員 会 

委  員  長 松 本   茂 

副 委 員 長 勝 山 正 弘 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 滝 澤   聖 

〃 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 髙 井 央 葉 

〃 柴 田 弘 男 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 黒 岩 清 道 

雁 田 山 採 石 調 査 

 

特 別 委 員 会 

委  員  長 沖 島 祥 介 

副 委 員 長 滝 澤   聖 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 梨 本   進 

〃 髙 井 央 葉 

〃 柴 田 弘 男 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 黒 岩 清 道 

高山村議会活性化 

 

特 別 委 員 会 

委  員  長 黒 岩 清 道 

副 委 員 長 髙 井 央 葉 

幹     事 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 山 嵜 秀 治 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 滝 澤   聖 

〃 柴 田 弘 男 
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〃 湯 本 辰 雄 

〃 松 本   茂 

高 山 村 議 会 

 

予 算 決 算 審 査 

 

特 別 委 員 会 

委  員  長 髙 井 央 葉 

副 委 員 長 滝 澤   聖 

委     員 久保田 雄 吉 

〃 勝 山 正 弘 

〃 梨 本   進 

〃 沖 島 祥 介 

〃 柴 田 弘 男 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 松 本   茂 

〃 山 嵜 秀 治 

〃 黒 岩 清 道 

 

──────────────────────────────────── 

日程第５ 同意第３号 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第５ 同意第３号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

 地方自治法第117条の規定によって、柴田弘男議員の退場を求めます。 

（柴田弘男議員 退場） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 本件についての提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 追加提案を申し上げました同意第３号 監査委員の選任につき同意を求めることについて申し上

げます。 

 本案は、地方自治法の規定に基づき、議会の議員のうちから選任する監査委員として柴田弘男さ

んを選任したいので、同法の規定に基づき、議会の同意をお願いするものであります。 

 十分に御審議をいただき、同意を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 これから同意第３号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議 長（西原澄夫議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について、討論を省略し、採決したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 日程第５ 同意第３号 監査委員の選任につき同意を求めることについて、討論を省略し、採決

することに決定しました。 

 これから同意第３号 監査委員の選任につき同意を求めることについてを採決します。 

 本案は、これに同意することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手10人） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 挙手全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 柴田弘男議員の入場を許可します。 

（柴田弘男議員 入場） 

 

──────────────────────────────────── 

日程第６ 議員派遣について 

○議 長（西原澄夫議員） 

 日程第６ 議員派遣についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員派遣につきましては、お手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣は、お手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（西原澄夫議員） 
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 お諮りします。 

 本臨時会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定により、これで閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（西原澄夫議員） 

 異議なしと認めます。 

 本臨時会は、これで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本臨時会は、10月２日から本日４日までの３日間の会議でありました。同意案件２件、正副議長

を始め各常任委員、特別委員の選任を行っていただきました。初日の２日には正副議長の選挙が行

われ、議長に私、西原、副議長に黒岩清道議員が選任されました。議員各位におかれましては、御

協力賜りますようにお願いを申し上げます。 

 最終日の本日は、各委員会の正副委員長を始め委員の選任が行われました。議会運営委員会委員

長に山嵜秀治議員、副委員長に髙井央葉議員、総務文教常任委員会委員長に沖島祥介議員、副委員

長に髙井央葉議員、福祉産建常任委員会委員長には梨本 進議員、副委員長には勝山正弘議員が選

任されました。 

 また、本議会で設置されました予算決算審査特別委員会委員長には髙井央葉議員、副委員長には

滝澤 聖議員が選任されました。同様に、各特別委員会の正副委員長の選任も行っていただきまし

た。 

 また、柴田弘男監査委員の同意につき選任されました。大変ありがとうございました。さらなる

議会発展に御尽力賜りますようお願いを申し上げます。 

 さて、いよいよ来年は村長選挙が行われる年になり、２年後の再来年は、我々議会議員の選挙が

行われる年ともなります。９月に行われた長野市会議員選挙の投票率は37.32％でした。我々議会

は、さらなる議会見える化を目指し、努力していかなければなりません。よろしくお願いをいたし

ます。 

 やっとここに来て、一気に気温が下がり、秋らしい過ごしやすい季節となりました。10月８日に

は５年ぶりに村民体育祭が開会されます。各地域で行われている秋祭りも、前夜祭が再開されると

も聞いています。村の秋が特に子どもたちにとって、また村民の皆様にとって、久しぶりに楽しい

秋になることを期待申し上げます。 

 結びに、村長を始め理事者、村職員の皆様、議員各位におかれましては、健康に十分御留意をい

ただきまして、村民の福祉向上、地域の発展に一層の御尽力を賜りますようお願い申し上げ、議会
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閉会に当たり御礼の挨拶とさせていただきます。大変ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 10月臨時会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本臨時会は、去る10月２日から本日までの３日間にわたり、御提案申し上げました教育委員会委

員の任命及び監査委員の選任につきまして、慎重に御審議いただき、原案どおり同意を賜りました

ことに厚く御礼申し上げます。 

 引き続き教育委員として選任いただきました安藤保夫様には、これまでの教育委員としての実績

に加え、国際的に医療活動に従事されてこられました豊富な知識や経験を生かしていただいて、本

村の教育・文化の向上のために御活躍いただけるものと御期待申し上げる次第であります。 

 また、追加提案申し上げました議会選出監査委員の選任につきましては、これまで監査委員とし

て御尽力をいただきました黒岩議員さんにおかれましては、豊かな経験を基に的確な財政運営に御

指導を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。 

 また、後任の監査委員になられました柴田前副議長さんにおかれましては、豊富な議員経験と厚

い信頼の下、監査委員の立場からも本村発展のために御活躍いただけるものと御期待申し上げてお

ります。 

 また、議員の皆様には、議員任期の後半に向けまして、引き続き議長に御就任されました西原議

長さん並びに新たに御就任されました黒岩副議長さんを始め、各常任委員会の正副委員長さん及び

委員の皆様方には、今後とも村政への一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げる次第であり

ます。 

 特に西原議長さんにおかれましては、これまで地方行政の厳しい状況の中で、議会活動を通じま

して、誠心誠意、本村発展のために御尽力を賜りましたことに、改めて感謝を申し上げますととも

に、引き続き持ち前の統率力を遺憾なく発揮されまして、住民福祉向上のために御尽力賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 さて、今月に入って値上げされた食品の数は4,600品目余りで、今年、これまでの累計で３万品

目を超え、昨年を大きく上回っていると報じられておりますことから、村といたしましては、引き

続き国の交付金事業などを活用して、村民の皆様の暮らしを最優先に考えた村政運営に全力を傾け

てまいりますので、今後とも議員各位のなお一層の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 いよいよ本格的な収穫の秋を迎え、各地区では豊作と平穏無事に感謝する例大祭が執り行われて

おりますが、この例大祭は、本村の貴重な文化遺産である伝統芸能を守っていただいているもので

あり、お忙しいお仕事の傍ら御尽力されている皆様に対しまして、私も同席させていただき、感謝
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と御礼を申し上げてまいりますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 10月の声とともに、朝夕はめっきり冷え込み、自然豊かな本村の美しい紅葉の見頃を迎える季節

となり、あわせて、将棋の藤井名人誕生の地として、多くのお客様でにぎわうことを期待するもの

であります。 

 結びに、秋の深まりとともに寒さが日増しに厳しくなってまいりますので、議員各位におかれま

しては、くれぐれも健康に御留意いただき、ますますの御活躍を御祈念申し上げ、閉会の御挨拶と

いたします。 

○議 長（西原澄夫議員） 

 令和５年第５回高山村議会臨時会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 

午後２時13分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和５年10月４日 

                 高 山 村 議 会 議 長  西 原 澄 夫 

 

                 高山村議会副議長  黒 岩 清 道 

 

                 署  名  議  員  梨 本   進 

 

                 署  名  議  員  沖 島 祥 介 

 

                 署  名  議  員  髙 井 央 葉 
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